

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「レオニス、これは君のための、君だけの剣──」

　そう言って、少女が少年に手渡したのは──闇色に輝く剣、だった。

　神話に謳うたわれる〈魔王殺しの武器ジ・アーク・セヴンス〉の一振り。

〈六英雄〉最強の剣士──レオニス・シェアルトの手にした聖剣。

　数多あまたの魔神、竜、悪鬼、魔王さえも滅ぼしたその聖剣は──

〈[image: ]はん逆ぎやくの女神〉の祝福により、〈魔剣〉として生まれ変わった。

　少年はおそるおそる、剣を受けとった。

「……っ!?」

　溢あふれ出す闇の力に、目眩めまいがする。

「そう、この魔剣の力は、あまりに強すぎる」

　少女の指先が、魔剣の刃に触れた。

「ゆえに、これを抜くのは──」

「貴女あなたと、俺の〈王国〉を守るとき」

「うん、そうだ。そして──」

　と、少女は少し悲しそうな顔をして──

「私を──とき」

　彼女の口にした言葉に、レオニスは耳を疑った。

「そんな……そんな、こと……」

　けれど、彼女はくすっと微笑ほほえんで、人差し指で少年の唇を塞ぐ。

「約束してくれ、レオニス。君は、いつかその剣で──」

　彼女の指先が、闇の中に溶けていく。

　遠ざかる声を捕まえるように、レオニスは闇に手を伸ばした。

「──リア、待って──ロゼリア！」
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「う、う……ん……」

　カーテンの隙間から射さし込こむ陽光が、瞼まぶたを透過して意識を覚醒させる。

　全身に筋肉痛のような気け怠だるさを感じつつ、少年は目を覚ました。

　少年──そう、十歳の少年だ。

　まだあどけなさの残る顔立ちに、瑞みず々みずしくはりのある肌。夜の闇を溶かしたような黒髪には、ぴんと跳ねた寝癖がついている。

　少年は小さくあくびをして、目をこすった。

　その黒い瞳には、拭いがたい眠気が残っているようだ。

　レオニス・デス・マグナス。

〈魔王軍〉の再興を目もく論ろみ、一〇〇〇年後の世界に甦よみがえった──不死者の魔王。

　魔術の秘儀により、満を持して転生した彼の肉体は、しかし、なぜか人間の少年であった頃の姿に戻ってしまっていた。

（……まったく、面倒なものだな、人間の肉体というものは）

　ベッドの上で、寝間着姿の〈魔王〉は寝返りをうつ。

　この身体からだになってから、夢をよく見るようになった。

　──あれは、いつの頃の夢だろう。

　まだ、レオニスが〈不死者の魔王〉として君臨する以前の夢。

（……たしか、旧時代の魔王オールド・デモン、ゾール・ヴァディスが大陸を席せつ巻けんしていた頃か？）

　射し込む陽光に目を細めつつ、身を起こそうとした、その時だ。

「……っ!?」

　レオニスは目を大きく見開いて、固まった。

　目の前に、小さく上下する胸の谷間があった。

　寝間着のボタンが外れ、わずかに白い下着が覗のぞいている。

　思わず、息を呑のんで視線を上向けると──

　そこに、美しい少女の寝顔があった。

　朝の陽光を浴びて輝く、白銀の髪。すぅすぅと可愛かわいく寝息を零こぼす、桜色の唇。ミルクのように滑らかで白い肌。瞼をふちどる可か憐れんな睫まつ毛げがかすかに揺れる。

　リーセリア・レイ・クリスタリア。

〈第〇七戦術都市セヴンス・アサルト・ガーデン〉の〈聖剣学院〉に所属する学生であり、遺跡の奥で眠っていたレオニスを目覚めさせた少女だ。

　──一気に目が覚めた。

　レオニスはがばっとシーツをはね除のけて半身を起こす。

（……っ、まったく──）

　大きく深呼吸して、ドキドキと鼓動する胸（人間の肉体の生理的な反応だ）を落ち着かせると、眠りこける彼女の顔を半眼で見下ろした。

　指先で、彼女のやわらかい頬ほおをツンツン、とつつく。

「……う、ん……ん……」

　と、悩ましい吐と息いきを洩もらしつつ、銀髪の少女は薄く目を開いた。

　湖のように透き通った蒼氷アイスブルーの瞳が、レオニスをぼんやりと見つめる。

「おはようございます、セリアさん──」

「あ、レオ……くん……おはよう」

　声をかけると、彼女は寝ぼけた声で返事を返してくる。

　……この〈眷けん属ぞく〉、吸血鬼ヴアンパイアのくせに低血圧で、朝が弱いのだ。

「どうして、セリアさんが僕のベッドにいるんですか」

「え？　あ、えっと……」

　レオニスが詰問すると──

　リーセリアはあわてて目を逸そらし、明後日あさつてのほうを向く。

「可愛かわいく誤ご魔ま化かそうとしても無駄ですよ」

　レオニスは呆あきれたように言った。

　このベッドは、彼女がレオニスのために新たに購入したものであり（レオニスは寝心地のいい石の棺ひつぎを希望したのだが却下された）、リーセリアのベッドは、もともと使っていたものが隣の部屋にちゃんとある。

「レオ君、うなされてるみたいだったから……」

　レオニスは口をつぐんだ。

　……心当たりは、ある。

　目覚める前に見ていた、ロゼリアの夢だ。

「そんなに、うなされていましたか──」

「うん……」

　リーセリアは半身を起こすと、レオニスの寝癖のついた頭に優しく手をのせた。

　一〇〇〇年前であれば、〈魔王〉に対してそのような不遜なことをした配下には、すみやかな滅びが下されていただろう。だが、レオニスは少し憮ぶ然ぜんとした表情をしただけで、その手を払おうとはしなかった。

　リーセリアに頭を撫なでられるのは、嫌いではない。

　……それは、遠い日に別れた、彼女の仕草を思い出すから、だろうか。

「もう、大丈夫です。少し、昔の夢を見ていただけなので──」

　少しくすぐったくなって、レオニスは顔を上げた。

　と──

　透き通った彼女の瞳が、わずかに赤い輝きを宿していることに気付く。

「……それだけですか？」

「え？」

「血、吸いたくてベッドに入ってきたんじゃないんですか？」

「う……」

　リーセリアは、ドキッとしたように固まった。

　瞳の虹こう彩さいが赤くなるのは、吸血衝動が高まっている反応だ。

　首筋に手をあててみるが、噛かみ跡はない。

「噛んでは、いないんですね」

「ええ、それは……勝手に吸わないって、約束したし……」

「……そうですか」

　勝手に血を吸わないこと。

　彼女はその約束を律儀に守り、我慢しているようだ。

（……たいしたものだ）

　吸血鬼ヴアンパイアになったばかりの眷けん属ぞくは、数日に一度、強烈な〈渇き〉に襲われる。最上位アンデッドである〈吸血鬼の女王ヴアンパイア・クイーン〉とはいえ、その誘惑には抗あらがいがたいはずなのだ。

　彼女は長年のあいだ、〈聖剣〉の力に目覚めることがなかったにも関かかわらず、研けん鑽さんと努力を続けてきた。その精神力は、並の人間よりも遙はるかに強きよう靭じんなのだろう。

　とはいえ。

　相当苦しい思いをしていることは、間違いない。

「──いいですよ。吸ってください」

　レオニスは人差し指を差しだした。

「いい……の……？」

「ええ、もちろん」

　と、レオニスは頷うなずく。

　我ながら眷属に甘い気もするが、なにしろ彼女は望んで不死者アンデツドになったわけではない。

　リーセリア・レイ・クリスタリアは、レオニスを守るために命を落とした。

〈神聖魔術〉を使えないレオニスが彼女を蘇よみがえらせるには、〈死の領域〉の魔術によって、彼女を不死者とするよりほかに、方法がなかったのだ。

（……俺の血くらいは、好きなだけ与えてやろう）

「えっと、痛くしないようにするね」

「それは、お願いします」

　そもそも、リーセリアの吸血に、痛みはほとんどない。

　ほんのわずか、甘い疼とう痛つうを感じるだけだ。

　リーセリアの唇が、レオニスの指先に触れて──

　かぷっ。

　おそるおそる、甘あま噛がみするように、小さな牙が突き立てられる。

「……ん、あむ……んっ……♪」

　すぐに悩ましげな声をあげ、リーセリアは夢中でレオニスの指先に舌を絡ませる。

　ちゅぱ、ちゅぱ、と指を舐なめしゃぶる艶なまめかしい水音が、静かな部屋に響く。

「……～っ、セ、セリアさん……」

「……んっ……なはひ（なあに）？」

　とろん、とした目で、上目遣いに見つめてくる。

「はしたないですよ」

「え、ええっ!?」

　リーセリアはあわてて唇を離し、恥ずかしそうに頬ほおを赤く染めた。





　　　　◆
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「ごめんね。さっきは、その、つい夢中になって──」

「わかってます。セリアさんがはしたないなんて思ってませんよ」

「……～っ、レ、レオ君の意地悪……」

　キッチンに立つエプロン姿のリーセリアは、涙目で顔を真っ赤にした。

（……ふむ、少しからかいすぎたか）

　と、レオニスは少し反省する。

　無論、彼女がはしたない、などと本気で思っているわけではない。

　清らかな純潔の処女おとめでなくては、最上位の不死者アンデツドである〈吸血鬼の女王ヴアンパイア・クイーン〉として蘇よみがえることは決してないと、レオニスは知っている。

　小さなテーブルの上に、朝食の準備がととのった。

　オーブンで焦げ目がつくまで焼いた丸パンに、ミルク、バター、チーズ、茹ゆでた卵、農耕プラントで採れた新鮮な野菜のサラダとコーンスープ。葡ぶ萄どうがひと房。

　全粒粉のパンを裂くと、香ばしい匂いと湯気がふわっと立ち上り、鼻び腔こうをくすぐる。

　以前は食事を摂とる必要のない身体からだだったが、これにはすぐに慣れてしまった。

　こと食事に関しては、不便なこの肉体も、そう悪くはない。

「レオ君、野菜も食べないと」

　リーセリアがレオニスの皿にサラダをよそおうとする。

「お構いなく。子供扱いしないでください」

「子供じゃない。それに、レオ君あんまり野菜食べないでしょ」

　……と、健康のことを気遣う不死者アンデツドの少女。

　今のレオニスの見た目は、あどけない十歳の少年である。孤児院で子供たちの面倒をみている彼女は、なにかにつけて世話を焼きたがる傾向があるようだ。

　しかたなく、あまり好きではない野菜をパリパリと咀そ嚼しやくする。

　リーセリアは満足そうに頷うなずくと、壁の端末を指で叩たたき、情報を呼び出した。

「市街区の復興は、あまり進んでないみたいね……」

　端末の画面には、大量の瓦が礫れきを撤去する重車両の様子が映し出されている。

〈ヴォイド〉の襲撃による、大規模破壊の痕跡だ。

〈ヴォイド〉──虚こ空くうの狭間はざまより現れる、未知の生命体。

　六十四年前。突如、この世界に姿を現し、人類を滅亡の淵ふちに追い込んだ。

　その姿形は、太古の魔物に似ているが、詳しい生態はわかっていない。

　どこから来たのか、なぜ人類を襲うのか、何が目的なのか──

〈ヴォイド〉の大群と共にこの〈第〇七戦術都市セヴンス・アサルト・ガーデン〉を襲った〈ヴォイド・ロード〉、大賢者アラキール・デグラジオスは、何か情報を持っていたようだが──

（……奴やつは〈ダーインスレイヴ〉で、跡形もなく消し飛ばしてしまったからな）

　と、レオニスは少し後悔する。

　とはいえ、腐っても〈六英雄〉だ。手加減の出来るような相手ではなかった。

〈大狂騒スタンピード〉を統率した〈ヴォイド・ロード〉の突然の消滅は、戦術都市の動力である〈魔力炉〉を取り込んだことによる暴発、ということにされているようだ。

　まさか、十歳の少年の姿をした〈魔王〉が、あれを滅ぼしたとは思うまい。

「今日の午後、帝都から派遣された視察団が来るそうよ。アルティリア王女殿下が、船団を率いて、人員と支援物資を届けてくれるみたい」

（王女殿下、か──）

　ふむ、とレオニスは呟つぶやく。

　この世界の王族には興味がある。

　ロゼリアの転生体を見つけだし、〈魔王軍〉を復興した暁には、人類の帝国と戦うか、あるいは同盟を結ぶ相手になるかもしれない。

（この世界の権力者と接触する好機ではある、か……）

　棄民の少年が、王族に接見するのは、難しいだろうな。

　そんなことを考えつつ、レオニスは朝食を摂とるのだった。





　　　　◆






　──帝国標準時間一ヒト〇マル三サン〇マル時。旧〈暗黒大陸〉近海。

〈統合帝国インペリアル〉の王室専用戦闘艦〈ハイペリオン〉は、三隻の護衛艦と共に〈第〇七戦術都市セヴンス・アサルト・ガーデン〉に接近しつつあった。

　船の針路は複雑だ。

　十四人の〈聖剣士〉を擁し、対〈ヴォイド〉用の軍船と同等の武装を備えたこの船だが、〈ヴォイド〉の暗礁に乗り上げれば、たちまち海の藻も屑くずとなるだろう。故に、レーダーで〈暗礁〉の発生地点を観測しつつ、迂う回かいしてきたのだ。

「──王女殿下、艦は予定通り、〈第〇七戦術都市〉に入港します」

「わかりました。よしなに」

　海を眺望できる船のメインブリッジ──

　親衛隊の騎士団長に、少女は鷹おう揚ように頷うなずいてみせた。

　強い意志を宿した翡ひ翠すい色の瞳。太陽の光を編み込んだような金髪。

　まだ十二歳のその少女は、この船を統括する存在だ。

　帝国の第四王女、アルティリア・レイ・オルティリーゼ。

　戦術機動都市を中核とした、人類の連邦国家、〈統合帝国〉を統括する三王家の一つ、オルティリーゼ家の末娘である。

　少女の膝の上には、真っ白な毛玉のような生物が蹲うずくまっている。

　動物ではない。

　その証拠に、白い体毛はほのかな燐りん光こうを放ち、額には赤い宝石が輝いていた。

　精霊──〈カーバンクル〉。

　はるか太古の時代に存在した魔力生命体だ。

　精霊と交感できること、その事実こそ、彼女が王家の血に連なる証明だった。

「殿下、市街での慰問の件ですが──」

　と、騎士は恭しく口を開いた。

「市民の前にお姿を見せるのは、やはり危険では」

「それが王族の義務でしょう」

　アルティリアは、その年齢とは思えない、大人びた態度できっぱりと言った。

「──しかし、王家に仇あだなす者は多いのです」

　彼の言う通り、〈帝国〉の中にも敵は多い。

　旧体制の貴族の派閥、商家による秘密結社〈イシャー武器商会〉、亜人を主体とした武装テロリスト、革命主義者、はては〈ヴォイド〉を人類の救済者として崇あがめる〈破滅教団アポカリプト〉なる者たちまで現れた。

〈聖剣学院〉を擁する〈第〇七戦術都市セヴンス・アサルト・ガーデン〉でも、危険がないとは言いきれない。

「〈ヴォイド〉の脅威を前に、人類同志で争うなんて」

「は、わたくしもそのように思いますが──」

　実直そうな騎士団長は、苦々しく唸うなった。

　アルティリアは小さくため息をつき、

「わかりました。では、広場での慰問は船上での演説に変更しましょう」

「助かります」

　騎士団長は深く頭を下げた。

「夜会のほうは、大丈夫なのでしょう？」

「は、そちらは、〈聖剣学院〉の管理局で、招待者の身元を確認しておりますので」

　夜会とは、〈第〇七戦術都市〉の民間人をこの〈ハイペリオン〉に招き、直接声を聞くことを目的とした交流会だ。

〈聖剣学院〉の学院生をはじめとして、市民の中から有識者を広く集め、この最前線の要塞に住む者たちの貴重な知見を、〈キャメロット〉に持ち帰るのだ。

　アルティリアは、市民と直接言葉を交わすこの機会を、とても楽しみにしていた。

（それに──）

　と、少女は人知れず、胸の内で思う。

〈第〇七戦術都市〉には、姉がいる、と聞いたことがある。

　生まれる前に別れた、顔も、名前さえも知らない姉だ。

（会えるとは、思えないけれど──）

　もし、姉が〈聖剣〉の力に目覚めて、学院に在籍しているのだとしたら──

　もしかすると、会えるかもしれない。

　膝の上の精霊カーバンクルを抱きしめて、ほんの少しだけ、期待を膨らませる。

　海の向こうに、巨大な〈海上都市メガ・フロート〉の姿が見えた。





　　　　◆






「〈聖剣〉アクティベート──〈誓約の魔血剣ブラツデイ・ソード〉！」

　リイイイイイイイイイイイインッ！

　振り下ろした剣の刃が、骨の兵士を粉々に打ち砕いた。

「まだですよ──」

「……っ！」

　貸し切りの屋内訓練場に響く声。

　リーセリアは振り向きざま、背後の敵の首をはね飛ばす。

　だが、首を飛ばされたその兵士は、平然と彼女に掴つかみかかってきた。

　不死者アンデツドの兵士に、急所や弱点は存在しない。

〈ヴォイド〉と同様、圧倒的な力で叩たたき潰つぶすまで、滅びることはない。

　彼女の〈聖剣〉──刃やいばで倒すには、不利な敵だった。

　骨の腕が、彼女の細い首を掴もうと伸ばされる。

　刹せつ那な。リーセリアは左足を軸に身を捻ひねり、

「……っ、こ、のっ──！」

　渾こん身しんの蹴打を放った。

　白銀の髪が華麗に舞う。

　骨の兵士の腰が砕け、真っ二つになって転がった。

〈吸血鬼ヴアンパイア〉の身体能力で繰り出される格闘術は、並の打撃武器より遙はるかに強力だ。

　身体能力が大幅に強化されているとはいえ、一朝一夕に繰り出せる技ではない。

　剣術だけでなく、格闘術の腕もたいしたものだ。

　これまで、彼女が陰でしてきた努力を窺うかがわせる、見事な体たい捌さばきだった。

　振り抜いた右足を着地させ、床を蹴ける。

　大きく踏み込み、剣を一いつ閃せん。

　魔力を込めた一撃で、獣型のスケルトンの頭部を粉ふん砕さいする。

「はあっ、はあっ、はあっ──」

　肩で息をするが、汗はかいていない。不死者アンデツドなので当然だ。

「まだまだいけるわ！」

　振り返ったリーセリアは、レオニスに眩まぶしい笑顔を向けた。

〈聖剣〉──〈ヴォイド〉に対抗するため、星が人類に与えた奇跡の力。

　それは、〈聖剣士〉のパーソナリティに応じて、剣、刀、弓、斧おの、杖つえ、銃など、様々な武器の形をとる。

　レオニスの魔術とは根本的に異なる、異能の力だ。

　長年、人々を守る力を欲しつつも、〈聖剣〉の力に目覚めることのなかった少女。

　しかし、彼女は、遂ついに〈聖剣〉の力に覚醒した。

　レオニスは胸中でほくそ笑む。

（……予想以上だ。成長すれば、俺を守る剣となるだろう）

　魔導の力は顕在であるものの、今のレオニスの肉体は、脆弱な少年のものにすぎない。

　身体強化の呪文をかけることはできるが、それでも限界がある。

（……そろそろ第一階かい梯ていの魔術を教える頃合いだな）

〈吸血鬼の女王ヴアンパイア・クイーン〉は、強きよう靭じんな身体能力だけでなく、魔力も有する最上位の眷けん属ぞくだ。

　リーセリアの剣の腕は、同じ十八小隊の初等生である、咲さく耶や・ジークリンデには遠く及ばない。しかし、魔術を使う〈魔剣士〉として育てれば、十分互角になり得る。

（……優秀な眷属を育てるのは楽しいものだな）

　レオニスは口もとを歪ゆがめ、ちょっと邪悪な笑みをうかべた。

「レオ君、なにか悪いこと考えてる？」

　リーセリアが眉根を寄せてレオニスを見る。

「か、考えてませんよ」

「お姉さんにはわかるの」

　リーセリアはじーっとレオニスの目を見つめた。

「さ、さあ、次はスケルトン・オーガです」

　レオニスは誤ご魔ま化かすように言った。

　レオニスが杖を振ると──

　倒したはずの骨はみるみる間に組み上がり、大型の巨人になった。

「な、なにこれ!?」

「それを倒したら、今日の訓練はおしまいです」

「ええっ！」

　見た目は派手だが、今の彼女なら、そう苦戦する相手ではないだろう。

「ちょっと、レオ君、どこに行くの!?」

「図書館へ行ってきます。せっかくＩＤが発行されたので」

「……～っ、レオ君！」

　鳴り響く剣けん戟げきの音を背中に聞きつつ、レオニスは訓練場をあとにした。
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　訓練場を出たレオニスは、学院の図書館に向かった。

　レオニスの目当ては、遺跡で発掘され、保管された古代の書物だ。

　ヴォイド侵攻以降の〈戦術都市計画〉、魔導テクノロジーの発達に関しても情報を集めたいところだが、比較的新しい情報は、すでに端末にデータを取り込んでいる。

　しかし、魔力を帯びた古代の書物、とりわけ魔道書の類いは、データを複製することができないため、実物を読む必要があった。

（──〈魔王軍〉を再興するには、とにかく多くの情報を得ることだ）

　情報の力を軽んじた〈魔王軍〉は、人類に敗北を喫した。

　この時代でも、同じ轍てつを踏むわけにはいかない。

　学院図書館は、真っ白な壁に囲まれた、直線的なデザインの建築物だ。

　ログナス王国の〈叡えい智ちの書庫〉に比べれば、かなり小規模だが、それはこの時代の本が、文字データとして保存されているためだろう。

　レオニスは本発行されたＩＤカードを翳かざし、ゲートをくぐる。

　この時間帯にも関かかわらず、数人の学院生がいた。

　レオニスの姿を見た少女たちが、「あ、少年だ」「可愛かわいい♪」と小声で囁ささやく。

　レオニスは無視して、まっすぐ奥のゲートへ向かった。

　ゲートの前で、再びＩＤカードをかざすと、

　ゲートが赤く光り、ピッと短い警報音が鳴った。

「なんだ？」

　と、首を傾かしげるレオニスの前に──

『──一般学院生の立ち入りは、許可されていません』

　青白い光を放つ、フクロウに似た生物が姿を現した。

（……いや、これは生物ではない？）

　レオニスの魔王の目は、すぐにその正体を見抜く。

「──まさか、〈精霊〉だと!?」

　と、驚きの声を発した。

〈精霊〉とは、月の魔力によって生まれる、魔力生命体の総称だ。

　神々の滅びたこの時代に、まだ〈精霊〉が生き残っていようとは──

「お前は、門番なのか」

　レオニスはその精霊に訊たずねた。

『ワタシは保管庫の管理者です』

「俺はここの学院生だ。通してくれ」

　すると、精霊は少しのあいだ固まって──

『──あなたに、その権限がありません』

「なんだと？　このカードではだめなのか？」

『保管庫への立ち入りには、管理局の許可が必要です』

「……なるほど。では、申請の方法は？」

　レオニスは辛抱強く訊ねた。

『管理局に書類を提出してください。問題がないと判断されれば、数週間程度で認可が下りるでしょう』

「数週間か……」

　レオニスは喉の奥で唸うなった。待つのには慣れているが、そもそも、棄民として登録されているレオニスに、認可が下りるのだろうか。

（……面倒だな）

　無論、この精霊を消し炭にするのは簡単だが、間違いなく騒ぎになるだろう。

（シャーリに潜入させる手もあるが──）

　と、その時──

「少年っ♪」

　突然、レオニスの視界が真っ暗になった。

　背後から誰かに目隠しをされたのだ。

「ふふふー、誰でしょう♪」

　ふよんっ。胸の感触が背中にあたる。

「……レギーナさん、公共の場ですよ」

　レオニスはドキドキしつつも、冷静に指摘した。

「む、少年、とぼけたふりをしつつ胸の感触を楽しむのが礼儀ですよ？」

「そんな礼儀は知りません」

　呆あきれたように呟つぶやきつつ、レオニスは振り向く。

　そこにいたのは──

　流れるような金髪を、頭の両端でくくった小柄な美少女。

　リーセリアのメイドにして、同じ小隊員のレギーナ・メルセデスだ。

　気立てがよく、手作りのお菓子を作ってくれたりするのだが、こうしてレオニスをからかって楽しむ癖がある。

　彼女は碧へき玉ぎよくの瞳でレオニスを見つめ、くすっと微笑ほほえんだ。

「レギーナさん、どうしてここに？」

「映像ソフトを返しに来たんですよ」

　レギーナは鞄かばんから、映像ソフトを取り出して見せた。

「少年こそどうしたんです？　ここにえっちな本はありませんよ」

「ち、違います！　本を借りに来たんです」

　レオニスは憮ぶ然ぜんとして言った。

　レギーナは、ゲートの前で立ちはだかる精霊に視線を移した。

「……もしかして、地下に入りたいんですか？」

「ええ、まあ……」

　レギーナは怪け訝げんそうな顔でレオニスを見下ろした。

（……どうしたものか）

　十歳のレオニスが古代の書物に興味を持つのは、やはり不自然だろうか。

　レオニスは口籠もり、言い訳を考える。

「記憶を取り戻す、切っ掛けになるかと思って──」

「記憶？」

「僕が閉じ込められていた部屋は、〈古代文字〉で封印されていました。だから、古代の本を調べれば、なにか手がかりになるかもと思って──」

　レオニス・マグナスは〈ヴォイド〉に攫さらわれ、記憶喪失になった棄民の少年──

　管理局に提出された報告書では、そういうことになっている。記憶を取り戻すために、遺跡のことを調べる、というのは、少し強引だろうか。

　──と、目の前のレギーナが、レオニスの顔の前に屈かがみ込んだ。

「……そう。不安、ですよね。記憶がないって」

　レオニスの頭に優しく手をのせ、髪をくしゃくしゃと撫なでる。

「わかった。お姉さんがなんとかしてあげますね」

　レギーナは頷うなずくと、立ち上がってフクロウの精霊と対たい峙じした。

「精霊さん、私の権限で、入れてくれないかな」

『レギーナ・メルセデスに、許可は出ていません──』

「そこをなんとか、ね♪」

　レギーナが精霊の頭に触れた。

『許可……は……出て──承知しました』

　警告の光が消え、ゲートが開く。

　レオニスは驚く。

（……まさか、精霊に干渉した？）

　魔導の奥儀を極めたレオニスにも、そんなことはできない。

　……そんなことができるのは、精霊を使役する姫巫み女こだけだ。

「なにをしたんですか」

「ちょっと、ね」

　レギーナはひと差し指を唇にあてた。

「わたし、少しだけ精霊の力が使えるんです」

　彼女は小声で言った。

「一応内緒でお願いします、十八小隊の仲間は知ってますけど」

「精霊使い、なんですか？」

「いえ、そんな大層なものではありませんよ。行きましょう」
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　ゲートの先に、昇降機の扉があった。

　高度な重力制御の魔術を応用した魔導機器だ。レオニスが足をのせると、昇降機は無音で下に移動しはじめた。

〈死都ネクロゾア〉の〈デス・ホールド〉にも昇降機に似た装置はあったが、それはスケルトンが滑車でロープを引くという原始的な構造のものだ。

（……やはり、圧倒的な技術力だな。魔術が衰退するわけだ）

　と、レオニスはそんな感想を抱く。

　それ以上に気になるのは、先ほどの精霊だ。

　レオニスは後ろを振り向くと、

「レギーナさん、さっきのフクロウは、〈精霊〉ですよね」

「うん、フィレット社製の〈人造精霊アーテイフイシヤル・エレメンタル〉」

「人造精霊？」

　聞き慣れない言葉に、レオニスは首を傾かしげる。

「魔導技術で創造した〈精霊〉です。精霊と違って、単純なことしかできません」

「精霊を創造した……」

　精霊を創造する魔術は、レオニスの時代にも研究されていた。

　しかし、その研究は失敗したはずだ。

（……精霊を人工的に作り出し、基幹技術として運用している？）

　驚嘆すべき事実だった。

　──では、自然に発生する〈精霊〉はどうなったのだろう？

「人造ではない〈精霊〉はどうなったんです？」

「ああ、いわゆる〈始原の精霊ワイルド・エレメンタル〉のことですね」

　レギーナは頷うなずいて、

「伝承に語られる始原の精霊は、〈ヴォイド〉の侵攻以前には、もうほとんど姿を消していたと聞いてます。太古の森には、まだ存在しているらしいですけど、あまり調査も行われていません」

「……そうですか」

　ある程度、予測していたことだ。

（……しかし、〈精霊〉そのものは存在するようだな）

　精霊には寿命の概念がない。意思疎通のできる上位の精霊であれば、レオニスが封印されていた間の情報を引き出すことができるかもしれない。

　重要な情報として、レオニスは胸に留意しておくことにする。

　地下深くまで下りると、昇降機が止まった。

「これは、すごいですね……」

「うん、わたしも初めて見ました」

　部屋の中央に鎮座する巨大な円柱。

　その中に、透明なケースに収納された本が収まっていた。

　その数は、数百冊はあるだろうか。

「どの本を借りるんです？」

　レギーナが訊きいてくる。

「そうですね。予想以上に多いので、適当に──」

　もともと、目的の本があったわけではない。データベースに登録されていない、〈ヴォイド〉侵攻以前の情報が欲しかっただけなので、ランダムに抜き出すことにする。

　レオニスは手を伸ばすと、〈影の腕〉で数冊の本を絡め取った。

「あ、少年──」

「なんですか？」

「ここで読むのは大丈夫ですけど、持ち出すのはだめですよ。ゲートの〈精霊〉は誤ご魔ま化かせても、本のデータは別に管理してるはずですから」

　……ふむ、それもそうか。

　これだけ厳重に保管されている書物だ。学生が外に持ち出せるはずもない。

「手書きでの模写は構いませんね」

「それは大丈夫ですけど……」

　レオニスは制服の胸ポケットから、ペンを取り出した。

　骨のペンではなく、学院の購買で買った、自動的にインクが滲にじみ出てくる優れものだ。

　それから、〈影の領域〉より白紙の巻物を召喚する。レオニスが呪文を唱えると、ペンがひとりでに動き出し、古書の中身を写し取り始めた。

　──〈自動筆記オーテイスマ〉。

　魔術の巻物を量産するためにレオニスの開発した、オリジナルの魔術だ。

「〈聖剣〉の力？」

「まあ、そんなところです」

　全部写し終えるのに、一時間もかからないだろう。

「……それじゃあ、わたしは戻りますよ。少年」

「ええ、助かりました、レギーナさん」

　レオニスが頭を下げると、レギーナは軽く手を振り、上に戻った。
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〈第〇七戦術都市セヴンス・アサルト・ガーデン〉第六区画。通称〈亜人保護特区〉は、浄水機能を備えた淡水湖と広大な広葉樹の森によって構成される人工自然環境ビオトーブだ。

　ここに居住する者は、都市の全人口の三十分の一以下。二〇〇〇〇人にも満たない。

　そのほとんどが亜人種族であり、都市の市民とは隔離されている。

〈亜人種族〉──〈帝国〉による人類統合計画の発足以前に、森や山岳、島々に棲すんでいた、獣人族、エルフ族、魔人族などの総称だ。

　六十四年前。人類と同様、〈ヴォイド〉の出現により絶滅の危機に瀕ひんした亜人種族は、保護という名目で〈帝国〉に統合された。

　その、亜人種族の多く居住する、人工の森の中。

　植物の蔦つたに侵しん蝕しよくされ、廃屋のようになった積層構造物の神殿に──

　灰色の外がい套とうに身を包んだ者達が、集結していた。

　その数は、二十人ほどだろうか。全員が武装している。

　崩れかけたフロアには、不穏な気配が満ちていた。

「諸君らも知っての通り、本日、第四王女アルティリアと戦闘艦〈ハイペリオン〉が、市民の慰問のため、この〈戦術都市〉に入港する」

　唸うなるような低い声が、フロアに響く。

　声を発したのは、外套の上からでもはっきりとわかる、鍛え抜かれた巨きよ躯くの男だ。

　フードの下のその顔は、黒い獅し子しのものだった。

　バステア・コロッサフ。

　最も好戦的な獣人族と呼ばれた〈シャマル氏族〉の出身であり、過激派の闘争組織〈王おう狼ろう派は〉のリーダーとして、帝国に対して幾度となくテロを仕掛けてきた。

　二百人以上の死傷者を出した、議事堂占拠事件以降は、各戦術都市を転々とし、隠れ潜んだ〈王狼派〉のシンパに戦闘訓練をほどこしている。

　この〈第〇七戦術都市セヴンス・アサルト・ガーデン〉を訪れたのは八ヶ月前。

　管理局の目の届きにくい人工自然環境ビオトーブに潜伏し、密ひそかに爪を研いできた。

「ああ、楽しみだ。楽しみだなァ。また生意気な人間どもをぶち殺せる」

　と、獣人族の小男が舌なめずりをする。人じん狼ろうの暗殺者アサシンだ。

「しかしバステア殿、本当に、あの女を信用できるのですか？」

　と、壁を背に立つ大柄な女が口を開いた。

　その額には鋭い角が生えている。〈鬼神族〉だ。

「あの女は我々に力を与えた。それは事実だ」

「そうだぜェ、エルザ。俺たちは、人間共と同じ〈聖剣〉の力を授かったんだ！」

「──ふふ、〈聖剣〉では、ありませんわ」

「……!?」

　突然、響きわたったその声に──

　その場にいた全員が、ぎょっとして振り返る。

「──〈女神〉より賜った、〈魔剣〉よ」

　いつのまにそこにいたのか──

　褐色の肌の、美しい妖艶な女が、フロアの入り口に立っていた。

　その外見は、人間にあてはめれば二十歳ほどに見える。

　しかし、彼女の種族はダークエルフだ。外見などあてになるまい。

　その手には、なにか不気味な気配を放つ漆しつ黒こくの剣を握っていた。

「──来たか、魔女」

　バステアが吐き捨てるようにその名を呼んだ。

　──〈常とこ闇やみの森〉のシャルナーク。

　そう名乗る女が、〈王おう狼ろう派は〉の秘密集会所に単身現れたのは、〈ヴォイド・ロード〉による〈大狂騒スタンピード〉の起きる、数週間前のことだった。

　訝いぶかしむ〈王狼派〉のメンバーに、彼女は言った。

　あなたたちに、〈女神〉の祝福を与えましょう、と。

　そして、シャルナークは見込みのある者たちに、その力を与えはじめた。

　この星が、弱き種たる人類にのみ与えた奇跡の力──〈聖剣〉を。

「女神様の力は、お気に召していただけて？」

　シャルナークは妖艶に微笑ほほえんだ。

「魔女、貴様はなぜ俺たちに協力する？」

「それが、〈女神〉の意志だからですわ」

「女神、か──」

　バステアは喉の奥で唸うなる。

（……気にくわぬ魔女だ）

　獣人族としての勘が、この女は危険な毒だと告げている。

（しかし、この女のもたらす〈魔剣〉の力はたしかに本物だ）

　いまは形なり振ふりを構っている場合ではない。

　この計画が成功すれば、〈帝都〉で囚とらわれの身となった同志たちを解放できるのだ。

「船を奪取する手はずは整っております。わたくしにお任せを」

「帝国軍の戦艦だ。そう容易たやすくは侵入できまい」

「〈虚無〉を呼びますわ」

「なに？」

　と、バステアは眉をひそめる。

　シャルナークの手にした〈魔剣〉の刃やいばから、黒い瘴しよう気きが染み出した。

「──〈女神〉のしもべたる〈虚無〉は、お前達に導きを与えるでしょう」
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　──たっぷり一時間ほどかけて。

　古文書の写本を製造したレオニスは、何食わぬ顔で図書館を出た。

　さっそく、どこか静かな場所で読み耽ふけりたいところだが──

　建物の外に出たレオニスは、学院に与えられた小型の端末を確認する。画面をタッチすると、指先から放出された微弱な魔力を感知して、端末が起動した。

　まだ操作には慣れないが、なかなか便利なアーティファクトだ。

　指先をスライドして、学院のカリキュラムを確認する。

（ふむ、次は集団戦術論の座学講義が入っているな──）

〈魔王〉として軍団の指揮をしていたレオニスには、興味深い内容だ。人間の戦術が、千年の時を経てどのように変化したのか、知っておく必要がある。

　それに、講義の出欠は、データ上で厳密に管理されているので、もしレオニスが講義をサボれば、すぐにリーセリアにバレてしまうだろう（そして怒られるだろう）。

「……まあ、写本は後でも読めるしな」

　呟つぶやいて、レオニスは学部棟のほうへと足を向ける。

　と──

「あ、いたいた！　レオお兄ちゃん！」

「ちょ、ちょっと、ミレット……」

　背後で声がそんな聞こえた。やや甲高い子供の声だ。

「……？」

　振り向くと──

　公園の芝生を横切り、五、六歳ほどの少女がこちらへ向かってくる。

　頭の両端でくくった栗くり色いろの髪に、丈の短いスカート。

　活発そうな顔立ちの少女だ。

（……誰だ？）

　と、訝いぶかしみつつ、その後ろに視線を向けると──

　連れの子供が二人、少女を追い、走ってくる。

　一人は、ひょろっとした眼鏡の少年。そしてもう一人は──

　二人の子供よりは、ほんの少しだけ大人びた少女だった。

　人形のように華きや奢しやな細い手足。肩口で切り揃そろえた黒髪が揺れる。

　その少女のことを、レオニスは覚えていた。

　──〈ヴォイド〉による〈大狂騒スタンピード〉の発生した、あの日。

　リーセリアと一緒に訪れた〈フレニア孤児院〉にいた、最年長の少女だ。

（……たしか、ティセラ、だったか）

　レオニスの恐ろしい力の片へん鱗りんを目の当たりにしながらも、孤児院の外に出てきて、リーセリアを守って欲しい、と伝えてきた勇敢な少女。

　とすれば、一緒にいる二人もあの孤児院の子供なのだろう。

（どういうことだ？　孤児院の子供がなぜここに？）

　レオニスは胸中で首を傾かしげる。

〈聖剣学院〉の敷地の一部は、市民にも開放されている。学院生の使う区画への立ち入りには厳重な身分チェックがあるものの、公園に隣接する学食や運動施設などは自由に利用できるらしい。

　しかし、あの孤児院から〈聖剣学院〉までは、かなりの距離があったと思う。ヴィークルならともかく、子供の足で来るのは大変なはずだ。

「はぁ、はぁ……ようやく、見つけたわ……」

　ミレットと呼ばれた少女は、レオニスの前で立ち止まると、息をととのえる。

　そうしているうちに、あとの二人もパタパタと追いついてきた。

　……少女の口ぶりから察するに、レオニスを探していたということか？

　レオニスが困惑した表情を浮かべていると、

「あ……あの、えっと……！」

　その少女の背後で、ティセラがなにか口を開きかけた。

「……？」

「ほら、ティセラ姉、レオ兄ちゃんに、渡すものがあるんでしょ」

　そんなティセラの背中を、ミレットがぽんと押す。

「う、うん……」

　前に出てきた彼女は、意を決したようにレオニスを見つめると、

「レ、レオニス、お兄ちゃん……これ……」

　と、小さな袋をレオニスに差し出した。

「……これは？」

「あ、あの、お礼です」

「……お礼？」

「はい、院を守ってくれて、ありがとうございましたっ！」

　袋を差し出したまま、ティセラはぺこりと頭を下げた。

「窓から見てたけど、すごかったわ、あの〈ヴォイド〉を次々とやっつけて！」

「ぼ、僕も見てました。す、少し怖かったけど……」

「リンゼ、レオお兄ちゃんに失礼でしょうが！」
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　ミレットが眼鏡の少年をぽかっと殴る。

「いえ、お礼を言われるようなことは何も──」

　レオニスは首を横に振り、

「一般市民を守るのは、〈聖剣士〉の義務ですから」

　心にもないことをしれっと言った。

　実際、あの孤児院を守ったのは、気まぐれのようなものだ。

　眷けん属ぞくであるリーセリアの大切な場所でなければ、敢あえて正体がバレるリスクを冒してまで守ろうとは思わなかっただろう。

「えっと、甘い物、嫌いでなければ……」

「ありがとうございます、ティセラさん」

　ティセラが困っているようなので、レオニスは差し出された袋を受けとった。

　いい匂いがする。クッキーのようだ。

「な、名前……覚えててくれたんだ」

　ティセラは頬ほおを赤く染め、レオニスには聞こえない声で、ごにょごにょと呟つぶやく。

　クッキーは、少しいびつな形ではあるものの、よく焼けていた。

　ひとつ摘つまんで、口に放り込む。

　レオニスにはやや甘すぎる気もしたが、これは好みの問題だろう。

「おいしいですよ。ちょうどいい甘さです」

「……そ、そう、よかった」

　素直な感想を口にすると、ティセラははにかむように微笑ほほえんだ。

「ティセラ姉、レオ兄ちゃんには一番よく焼けたのを持ってきたんだもんね」

「……～っ、ミ、ミレット！」

　リンゼがミレットの脇腹を小突く。

「ええと、これを渡すために、わざわざ？」

「そうよ！」

　ミレットがなぜか胸をはって言った。

「あ、えっと、それだけじゃなくて、その……」

　ティセラがあたふたする。

「僕たち、港に〈ハイペリオン〉を見に行くんです」

　リンゼと呼ばれた眼鏡の少年が、目を輝かせて言った。

〈ハイペリオン〉──たしか、慰問に訪れる王女の船の名前だったか。

「う、うん、それで、レオお兄ちゃんもどうかな、って──」

　ティセラがおずおずとした様子で言った。

「軍船に興味があるんですか？」

「はい！　帝都の新鋭艦〈ハイペリオン〉は、対〈ヴォイド〉用に造られた軍船としては、初の魔導カタパルトを搭載していて──」

「軍港のまわりで、王女様を歓迎するお祭りをしているんです」

　ティセラがあわてて言った。

　……なるほど。急に早口になった眼鏡の少年はともかく、ミレットとティセラはそっちが目的なのだろう。

「ティセラ姉ねえが、レオお兄ちゃんも誘ってみようって──」

「あの、ご迷惑、でなければ……」

　ティセラは消え入りそうな声で言った。

（ふむ……）

　祭りへの付き添いを、忙しいであろうフレニア院長に頼むわけにはいかない。

　さりとて、自分たちだけで市街地に繰り出すのは不安なので、〈聖剣士〉であるレオニスに同行して欲しい、というところか。

　正直、祭りなどというものはどうでもいい。

　不死者の魔王アンデツド・キングであった頃は、各地の名も知らぬ〈邪教団〉に祀まつられる側だったが、たいして楽しいものではなかったので、廃止させたほどだ。

（……しかし、この世界の王族と軍船は気になるな）

　レオニスは胸中で悪い笑みを浮かべた。

　王族に接触できるかどうかはともかくとして、この時代における最新鋭の兵器を研究しておくのは、悪い手ではない。

　レオニス一人であれば怪しまれもするだろうが──

　子供の付き添いという理由であれば、疑われることなく行動できる。

「──いいですよ」

　レオニスが頷うなずくと、

　ティセラが小声で「やった！」と小さく呟つぶやく。

　学院の講義をサボることになるが、まあ構わないだろう。リーセリアも、孤児院の子供たちのためということなら、怒らないはずだ。

（……というか、なぜ眷けん属ぞくに怒られることを気にしているんだ、俺は）

「それじゃあ、早速出発しましょう！」

　ミレットが木の枝をかかげて歩きだした。





　　　　◆






　──その頃。

「……もう、レオ君ってば、どこに行ったのかしら？」

　学部棟で講義を受講し終えたリーセリアは、レオニスの姿を探していた。

（……一緒にお昼ご飯を食べようと思ったのに）

　集団戦術論の講義を受講しているレオニスは、ちょうど同じ学部棟にいるはずだ。

　けれど、通信用の端末にコールしてみても、返事は返ってこなかった。

　今朝は図書館に行くと言っていたので、そっちも覗のぞいてみたが、やはり見あたらない。

　十歳の〈聖剣士〉はレオニス以外にいないので、目立つはずなのだけれど。

（まさか、誘拐とかされてないわよね……）

　ふと、そんな不安が頭をもたげる。

　じつはレオニスは、学院の女子たちの間で、とても可愛かわいいと評判なのだ。

　……攫さらおうとする娘がいてもおかしくない。

　レオニス・マグナス。

　古代の遺跡に閉じ込められていた、謎の少年。

　可愛い子供の姿をしているが──

　その正体は、リーセリアを〈吸血鬼ヴアンパイア〉の眷けん属ぞくにした、古代の魔術師だ。

〈聖剣〉ではなく、魔術と〈魔剣〉の力で、リーセリアを攫ったあの強大な〈ヴォイド・ロード〉を跡形もなく滅ぼしてしまった。

　妙に大人びているかと思えば、年相応に子供っぽいところもあったりして──

　……なんだか放っておけない。

　どんなに強くても──

　リーセリアにとっては、孤児院の子供たちと同じなのだ。

（……ひょっとして、一人でご飯食べてるのかな？）

　その可能性に思いあたり、学食のレストランへ足を向けることにする。

　と──

「……あら？」

　建物の階段の下で、チームメイトの姿を発見した。

　目の覚めるような青い髪を、ボーイッシュに切り揃そろえた少女。

　氷のように怜れい悧りな瞳は、思わず、息を呑のむほどに美しい。

　学院の制服ではなく、〈桜おう蘭らん〉伝統の白装束を身に着けている。

　もちろん、規則違反なのだが、彼女の場合は例外的にそれが許されていた。

　初等生にして、単独での大型〈ヴォイド〉討伐記録を持つ剣士。

　咲さく耶や・ジークリンデは、大きな黒い塊のそばに座っていた。

「……咲耶？」

「ん？　ああ、先輩か──」

　声をかけると、後輩の少女は振り向き、軽く頭を下げてくる。

　よく見れば、彼女の横にいる黒い塊は、大型の犬だった。

「えっと、その犬、どうしたの？」

　リーセリアは怪け訝げんそうに眉を寄せて訊たずねる。

「どうも学院の敷地に迷い込んだらしくて、お腹なかを空すかせていたようなので、ご飯をあげていたんだ」

　言いつつ、彼女は購買のパンを半分にちぎって分け与える。

　黒い大型犬はすんすんと鼻を鳴らし、ぱくっとパンを呑のみ込んだ。

「野良犬……にしては立派な犬ね」

　階段を降りたリーセリアは、近付いてまじまじとその犬を見つめる。

　……なんとなく、どこかで見たことがあるような気もするのだけれど、思い出せない。

「誰かの飼い犬かしら？」

「ああ、野良犬とは思えない、どことなく気高いオーラを感じるんだ」

「言われてみれば、そんな気がするわね」

　漆しつ黒こくの毛並みは、夜の闇のように艶つややかだ。

「犬種は〈ブラッドウルフ〉に似ているけれど──」

　リーセリアもしゃがみ込んで、首を傾かしげる。
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〈ブラッドウルフ〉は、遺伝子工学によって、大型犬とダイアウルフを掛け合わせた犬種であり、主に軍用犬として使役されている。

　上級生の中には、犬の群れを支配する〈聖剣〉の使い手もいると聞くので、〈聖剣士〉の飼い犬かもしれない。

「管理局に届け出たほうがよさそうね」

「そうだね──」

　咲さく耶やは頷うなずき、犬の頭にぽんと手をのせた。

「飼い主が見つかるまで、この犬を黒くろ鉄がねモフモフ丸と名付けよう」

　黒い犬がぐるる、と唸うなった。

「なんだか、不満そうだけど」

「……む、そうだろうか。いい名前だと思うのだが」

「勝手に名前を付けてはだめよ」

　リーセリアは立ち上がると、

「ところで咲耶、レオ君を見なかった？」

　と、咲耶に訊たずねる。

「少年か。このあたりでは、見てないな」

「そう……」

　肩をすくめるリーセリア。

「……どこへ行ったのかしら」

「先輩、少し過保護ではないか？　少年も立派な〈聖剣士〉なのだし」

「過保護……そ、そうかしら……」

　咲耶の指摘に、ううん、と考え込むリーセリア。

　その時、ピッ、とリーセリアのデバイスに着信の音が鳴った。

「……あ、レオ君!?」

　途端、嬉うれしそうな声を上げるリーセリアに、咲耶は小さく肩をすくめた。





　　　　◆






　レオニスたちは、軍港のある第七区画へ移動した。

　無論、徒歩ではない。〈戦術都市アサルト・ガーデン〉の地下を縦横に走る〈リニア・レール〉だ。

　レオニス一人であれば、〈影の領域〉を渡る魔術で移動したところだが──

　三人の人間を連れて、影の領域を渡ることは、さすがに不可能だ。

（……やはり、不便だな、人間の肉体というものは）

　地下を走るリニア・レール網は、〈神聖樹〉と融合した〈アラキール・デグラジオス〉によって破壊されたものの、メインの物資運搬ルートだけは早急に復旧した。

　浸水した地下区画では、重機を使った修復工事が進められているようだ。

「リニア・レールに乗ったのは初めてです」

　レオニスの隣に座ったティセラが言った。

「そうなんですか？」

「あまり、棄民区画から出ることはないので……」

　二十分ほどで、自走式魔導列車は、〈ポート〉の駅に停車した。

　昇降機で地上に上がると、頭上に青空が広がった。

　ポートの付近には、兵器工こう廠しようが並んでいる。

「あれが、〈第七工廠〉。対〈ヴォイド〉用兵器を製造する場所です！」

　リンゼが興奮したように解説する。

「そんなのレオお兄ちゃんは興味ないっての」

「そ、そんなことありませんよね、ね！」

「いえ、興味深いですよ」

　ここに兵器工廠があることは、すでにブラッカスの調査で聞き及んでいたが、実際に見てみると、その規模の大きさがよくわかる。

（……名高い〈インドリス暴虐王の宝物殿〉よりも大きいな）

　そのまま、軍港のほうへ歩いて行くと──

「あ、あれですよ……すごい、本物だ！」

　リンゼが埠ふ頭とうを指差して叫んだ。

　少年の指さした先の海上に、巨大な城が碇てい泊はくしていた。

（あれが、戦闘艦〈ハイペリオン〉か──）

　レオニスは思わず言葉をなくす。

　レオニスのイメージする船とは、まるで違った。

（俺の〈骸骨船ワイルドハント〉が、まるで小船のようではないか）

　王国軍を震え上がらせた〈骸骨船〉は、屍し竜りゆうの骨をベースにした軍船だ。

　無数のアンデッドを乗せたその船は、霧と共に現れ、王国軍を恐慌に陥らせた。

　しかし──

　目の前の軍艦のスケールは、〈竜王〉ヴェイラの機動要塞にも匹敵するほどだ。

「〈ハイペリオン〉は、〈エンデュミオン〉の姉妹艦で、〈ヴォイド〉の探査システムを搭載し、外洋航海を可能にした艦なんです！」

　リンゼが得意げに解説しはじめる。

　ミレットとティセラも、その威容には圧倒されたようで、その場に呆然と立ち尽くす。

（……新生魔王軍には、このクラスの戦艦が二隻は欲しいな）

　と、レオニスはそんなことを思う。

（……ぜひ手に入れたいものだ）





　　　　◆






　港の前の広場は、集まった大勢の人々で賑にぎわっていた。

　多くの出店が並び、公園では楽隊がマーチを演奏している。

「いい匂いがしますね」

　ティセラがうきうきした声で言った。

　大人びてはいても、そこは八歳の少女なのだろう。

　近海で獲とれた魚介類を、炭焼きしているようだ。

「あたし、お金はあんまりないわよ」

「ぼ、僕もです……」

　ミレット、リンゼが口を揃そろえる。

「大丈夫。お小遣い、たくさん持ってきたわ」

　ティセラはお姉さんらしく、カードを出してみせる。

「ティセラお姉ちゃん、大丈夫なの？」

「うん、いっぱいお手伝い、してきたし」

　と、レオニスはティセラの手をとり、

「レオお兄ちゃん？」

「ここは僕がだしますよ」

　クレジット機能付きの端末を取り出した。

「ほんと！」

　と、目を輝かせるミレット。

「ええっ!?　だ、大丈夫です、そんな──」

　ティセラはあわあわと恐縮する。

「子供が遠慮するものではないですよ」

「えーっと、レオニスさんも子供なんじゃ……」

　遠慮がちにつっこむティセラ。……それもそうか。

　レオニスはこほん、と咳せき払ばらいして、

「僕は〈聖剣士〉ですから、お金はあるんです」

　本当は、〈影の領域〉の宝物殿に蓄えた、レイドア大金貨が使えればよかったのだが、この時代、貨幣はもう使われていないらしく、まさに宝の持ち腐れだ。

「この串に刺した魚を四本、ください。あとジュースも」

　レオニスは出店の店主に告げる。

「ここに端末を近付けてくれ」

「こうですか？」

「違うよ」

　こつこつ、と端末をぶつけるレオニスに、店主が呆あきれたような顔をする。

　ティセラがくすっと笑った。

「ありがとう、レオお兄ちゃん」

　魚の串とジュースを受けとると、四人はテントのある広場のベンチに座った。

　炭火で炙あぶった魚は皮がぱりぱりとして、なかなか美う味まい。

　ティセラたち三人は、はふはふと魚を頬ほお張ばっている。

　ふと、レオニスは端末に目を落とした。

　先ほど、クレジットで支払う時に気付いたのだが、メッセージを受信していたようだ。

　開くと、リーセリアからのメッセージが三通あった。

　講義をサボったことを怒られるのかと思ったが、並んでいたのは、どれもレオニスを心配するメッセージだ。

（……悪いことをした、か）

　レオニスは喉の奥で唸うなった。

（……せめて土産でも買っていくべき、だろうか）

「ねえ、あれを見て──」

　と、魚の串を食べおえたミレットが立ち上がった。

　彼女の指差した先の広場では、〈聖剣士〉がパフォーマンスをしているようだ。

「見に行きましょう！」

　ミレットはリンゼの手を引き、広場を駆けだした。

「あ、ちょっと、待って──」

　ティセラがあわてて立ち上がる。

「あ、あの、すみません、二人を──」

「いいですよ、僕は少しあたりの店を見ていますから」

　頷うなずくレオニス。

「では、またあとで！」

　レオニスにぺこっと頭を下げて、ティセラはあわてて二人を追いかけた。

「──来たれ、影の従者よ」

　彼女の背中を眺めつつ、レオニスは小声で呪文を唱える。

　と、虚こ空くうに黒い霧のようなものが現れ、ティセラに憑ひよう依いした。

　──第三階かい梯てい魔術〈ラズ・ヴーア〉。

　ティセラに〈シャドウ・デーモン〉を憑ひよう依いさせる呪文だ。

　本来は地下迷宮の中層あたりに配置される、そこそこ強力な魔物なので、変な男共に絡まれても安心だ。

（……少し過保護だろうか？）

　胸中で呟つぶやきつつ、レオニスは立ち上がった。
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　──そんなわけで。眷けん属ぞくに贈るための土産を探すレオニスである。

　しかし、レオニスには絶望的にセンスがない。

　以前、シャーリへのプレゼントに、最高クラスの暗殺武器である〈死蝶刃レフイスカ〉を贈ったときは、彼女に『魔王様はわかっていません、いろいろ』と怒られた。

　まあ、呪い効果の付与されたその短剣は、今も大切に使ってくれているのだが。

　広場を歩き回るレオニスは、パイプを吹かす老人のいる出店の前で足を止めた。

　銀の装飾細工を商う店のようだ。

「少し、見せてもらえますか」

「うん？」

　老人は片目を開けると、なんだ子供か、と一瞬がっかりするが、レオニスが〈聖剣学院〉の制服を着ているのに気付き、すぐに態度を改める。

「これはこれは、なにかお求めで？」

　レオニスは屈かがみ込むと、絨じゆう毯たんに並んだ品々を観察する。

　指輪、イヤリング、腕輪など、女性の身に着ける装飾品が多い。

（素材は、銀か……〈錬魔銀ミスリル〉ではないのだな）

　更に〈鑑定〉の〈魔眼〉を発動させると、幾つかの指輪がぼんやりと光った。本物の〈魔眼〉ではなく、魔術による擬似的な効果を発動させるものだ。

　レオニスは光る腕輪を手に取った。

「これを見せてください」

「その歳でお目が高い。それは特区のエルフが細工したものですぞ」

「ほう、そうか……ん、エルフ？」

　レオニスは訊きき返した。

「この都市には、エルフ種族がいるんですか？」

　すると、老人は怪け訝げんそうな顔をして、

「エルフを見たことがない？」

「ええと、このあいだまで、棄民だったもので──」

　と、適当にごまかすレオニス。

「棄民……なるほど」

（……精霊だけでなく、エルフ種族もまだ生き残っているのか）

　レオニスは胸中で呟つぶやく。

〈エルフ族〉は、知性と魔力親和性が高く、高度な魔術を扱う種族だ。

〈神聖樹〉を崇拝する〈精霊の森〉のエルフたちは、レオニスの〈死の軍団〉と敵対したが、〈常とこ闇やみの森〉のダークエルフ族は、レオニスの傘下に入り、同盟者となった。

「人間以外の種族は、ほかにもいるんですか？」

「もちろん、第六区画──〈亜人特区〉には、大勢の亜人が住んでおるよ」

　レオニスは老人に亜人のことを聞き出した。

　──六十四年前。亜人たちも〈ヴォイド〉の侵攻により、絶滅しかけたこと。

　エルフ以外にも、人じん狼ろう族や獅し子し族などの獣人族、ドヴェルグ族などがいること。

　亜人族には、〈ヴォイド〉と戦う〈聖剣〉が発現しないため、多くの種族が〈人類統合計画〉に組み込まれ、各戦術都市に移住したという。

「まあ、その統合の際の軋あつ轢れきも、いろいろとありましてな、〈帝都〉では過激派組織のテロが頻発しているそうで──」

（……そこは、一〇〇〇年前とあまり変わらぬな）

　レオニスは皮肉めいた笑みを浮かべた。

〈ヴォイド〉という共通の敵が存在しても、内部で争いを求める。敵の王国を攻める際は、その性質を利用して、分断工作を行わせたものだ。

　レオニスは情報提供料を上乗せし、小さな猫の銀細工を買い求めた。

　リーセリアは、あまりお洒落しやれをするタイプではないし、彼女の部屋には猫のデザインをあしらった雑貨がたくさんある。指輪などよりも、こっちのほうがいいだろう。

　何の魔力も付与されていないが、レオニスが〈死〉の呪文を込めれば、〈神話級ミソロジー〉や〈伝説級レジエンダリイ〉とはいわずとも、〈英雄級ヒロイツク〉の護符になるだろう。

（それにしても、この時代までエルフ族が生き残っていたとはな──）

　いかに長命のエルフ族でも、レオニスの時代を知る者はいないだろうが、情報を聞く価値はありそうだ。

（──〈常闇の森〉を探してみるか）

　亜人のほとんどは人類の〈帝国〉に統合されたというが、誇り高いあのダークエルフの一族が、人間に恭順したとは思えない。

　取り込んで、新生〈魔王軍〉に組み込みたいものだ。

（しかし、この姿での交渉は難しいな。ブラッカスに交渉を任せるか──）

　そんなこと考えつつ、ティセラたちの姿を探していると──

（あれは──）

　広場の人混みの中に、見知った少女の姿を発見した。

〈聖剣学院〉の制服を着たツーテールの金髪少女、レギーナだ。

　同じく学院の制服を着た二人の男に囲まれて、なにか言い合っている様子だった。

　こんなところで、何をしているのか。

　少年の小さな身体からだで広場の人混みをかき分け、レオニスは近付く。

「離してください」

「どうせ連れもいないんだろ、一緒に楽しもうぜ」

「……っ、嫌です！」

　レギーナは肩に触れる少年の手を振りはらった。

　レオニスは状況を把握する。

（……ふむ、俗に言うナンパ、というやつか）

　客観的に見て、レギーナ・メルセデスは、掛け値なしに容姿の優れた美少女だ。

　同じ美少女でも、氷のような雰囲気を纏まとうリーセリア（実際は全然そんなことはないのだが）とは対照的に、彼女は誰でも気安く声をかけやすい無防備な感じがある。

　……祭りの場に一人でいれば、まあ、狙われもするだろう。

（まあ、捨て置いてもかまわぬが──）

　踵きびすを返そうとして、ふと立ち止まる。

　彼女には、今朝の図書館での借りがあった。

　借りを返さぬままというのは、〈魔王〉としての沽こ券けんに関かかわるだろう。

　レオニスは三人に近付くと、

「あの、お兄さんたち、なにしてるんですか？」

　と、無邪気な子供を装い、声をかける。

「……っ、少年!?」

　レギーナが翡ひ翠すい色の瞳を大きく見開いた。

「なんだ？　学院の制服……？」

「ああ、知ってるぜ。あの無能お嬢様が拾ってきたガキだろ」

　少年の一人が嘲あざ笑わらうように言った。

　無能お嬢様とは、リーセリアのことだろう。彼女が〈聖剣〉に目覚めたことは、まだそれほど知られていないらしい。

〈魔王〉の前でお気に入りの眷けん属ぞくを侮辱するとは、いい度胸だ。

「ボク、邪魔しないでくれるかな？　この女は俺たちと遊ぶんだ」

「ちょっ、勝手なこと言わないでくださいっ！」

「悪いですけど、彼女は僕の連れなので──」

　レオニスは二人の少年を見上げて言った。

「申し訳ありませんが、消えてもらえますか？」

「……っ、なんだと、このガキ！」

　少年の顔が怒気に染まる。

　──が、次の瞬間。その表情が凍りついたように固まった。

「……あ、あああ、あ……あ……！」

「な、なん……なんだ、なんなんだ……こいつ……」

　二人の全身がガタガタと小刻みに震えだし、制服のズボンに染みがひろがる。

「……どうしたんですか？」

　レオニスは囁ささやくように訊たずねた。

「ひ、ひいいいいいいいいいっ！」

「ば、ば、化け物だ……！」

　少年たちは悲鳴をあげると、脱だつ兎との如ごとく広場を駆けだした。

（……ふむ、少し脅す程度のつもりだったのだが）

　死のオーラが、ほんの少し洩もれてしまったようだ。

〈不死者の魔王〉の纏まとう〈死のオーラ〉は、その強度に応じて、〈恐慌〉、〈混乱〉、〈麻ま痺ひ〉、〈石化〉、〈即死〉などの状態異常を引き起こす。

　その一端に触れた彼らは、一瞬で恐慌状態に陥ったのだ。

（俺が寛大な〈魔王〉であることを、感謝するのだな）

　逃げ去る少年たちの後ろ姿に目をやりつつ、レオニスは胸中で呟つぶやく。

　ほかの〈魔王〉であれば、この世界から、文字通り消滅させていたところだ。

　もっとも、消滅させなかったのは、たんに面倒だからという理由でもあるが。

「えーと、なにがあったんです？」

「さあ？」

　レオニスはとぼけるように言った。

　……レギーナは、なんだか腑ふに落ちない様子だ。

「ところで、少年はどうしてここに？」

「えっと、それは……」

　訊ねるレギーナに、レオニスはここに来た経緯を話した。

　話を聞いた彼女は、

「ふーん、孤児院の女の子と、ですか。少年も隅に置けないですね」

　つんつん、とレオニスの頬ほおを指でつつく。

「からかわないでください」

　レオニスは憮ぶ然ぜんとして言った。

「セリアお嬢様が心配してますよ」

「……でしょうね」

　レオニスは肩をすくめると、

「レギーナさんは、どうしてここに？」

　と、訊きき返した。

　こんな場所に一人で来るのは、少し不自然な気がする。

「……～っ、そ、それはですねー、ええっと……」

　レギーナはあさってのほうへ目を逸そらし、

「少年、お姉さんがお菓子を買ってあげますよ。それとも胸を揉みますか？」

（……露骨に誤ご魔ま化かした！）

　と、そんなやり取りの後、レギーナは広場の店でアイスを買ってくれた。

　以前、シャーリの報告書に記されていた、伸びるアイスだ。シャーリにはこの都市の調査を任せているが、報告書の半分は食べ物に関しての記述だった。

　そんなシャーリにも、チュロスという細長いドーナツを土産に買う。

　一〇〇〇年前から、献身的に仕えてくれている褒美だ。

　冷める前に〈固定化〉の魔術をかけて、〈影の領域〉に放り込んでおく。

「少年、ほかに食べたいものはありますか？」

「いえ、そろそろ、ティセラたちと合流しようかと──」

　──と、その時だ。

　楽隊の吹くラッパの音が、広場に響き渡った。

　レギーナがハッと顔を上げた。

　その視線の先、〈ハイペリオン〉の甲板上に──

　護衛の親衛隊をを付き従え、一人の少女が姿を現した。

　陽光を浴びて、眩まばゆく輝く純白のドレス。頭の後ろで編み上げた黄金の髪。

　年齢は、レオニスよりも少し年上くらいだろう。

　遠目にもわかるほどの美少女だ。

「……～っ！」

　広場に集まった大勢の群衆が視界を遮る。

　少し背の低いレギーナは、その場でぴょんぴょんと跳びはねた。

　ツーテールの髪と、大きな胸がふよんふよんっと揺れる。

　レオニスはあわてて目を逸らし、

「あの娘が、〈帝国〉の第四王女ですか？」

「ええ、アルティリア・レイ・オルティリーゼ王女殿下。王族の中でも有数の改革派で、まだ十二歳なのに、すごくしっかりしてるんです」

　レギーナはぐっと拳を握りしめ、自慢するように言った。

「詳しいんですね」

「そ、そんなことありませんよ。普通です、普通──」

　彼女はなぜか頬ほおを赤く染めると、〈ハイペリオン〉の甲板に目を戻した。

　集まった群衆に手を振る王女様に向けて、レギーナも小さく手を振りかえす。

「はわわ、か、可愛かわいいですね……」

「そうですね」

　……可愛いのはお前だろう、と思ったが、それは口にしないでおく。

　十二歳の王女を見つめる彼女の眼まな差ざしは、まるで──

　王女がドレスの裾をつまんでお辞儀すると、広場を群衆の大歓声が埋め尽くした。

「──皆さん、ご機嫌よう」

　と、王女が言葉を発した、その時だ。

「……？」

　ふと、レオニスは周囲に異変を感じた。

　空気がはりつめ、世界が軋きしみはじめるような、そんな違和感。

　この気配には、覚えがあった。

　──ピシッ──ピシッ──

　連続して響く、亀裂の奔はしるような音。

　レギーナも気付いたらしく、ハッとレオニスと顔を見合わせる。

「レギーナさん──」

「ええ！」

　彼女が、緊迫した声で頷うなずいた直後──

　ピシッ──ピシピシピシッ──！

　空間に無数の裂け目が生まれた。

　その裂け目を押し広げ、瘴しよう気きを纏まとった異形の存も在のどもが現れる。

「う、うわああああああああああああっ！」

　誰かの上げた叫び声が、広場に響きわたった。
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「……っ、なにが起きているのですか!?」

〈ハイペリオン〉の甲板上で、アルティリア王女は叫んだ。

　虚こ空くうに無数の亀裂が奔り、ガラスの軋むような音が反響する。

　それは、あの〈大狂騒スタンピード〉の日に、都市の各所で観測された光景だった。

　──〈ヴォイド〉の群体発生。

　虚こ空くうの裂け目より、穢けがれた瘴しよう気きを纏まとう触手が這はい出してくる。

　それが、〈ヴォイド〉発生の徴候であることは、無論知っていた。しかし、まだ十二歳の王女は、記録映像ではない、本物の〈ヴォイド〉を見たのは初めてだった。

「〈ヴォイド〉、これが……！」

「王女殿下、危険です。船の中にお逃げ下さい！」

　親衛隊の〈聖剣士〉が、王女を守るように取り囲んだ。〈ヴォイド〉が発生しているのは市街地だが、この〈ハイペリオン〉も狙われるかもしれない。

「わかりました」

　頷うなずいて、王女は目の前の広場に目を移した。彼女を歓迎するために集まった市民たちはパニックに陥り、身動きが取れなくなってしまっている。

「地下シェルターは？」

「一部のシェルターが機能していないようです。先日の〈大狂騒スタンピード〉の影響で──」

「では、この船に避難させてください」

　アルティリアは毅き然ぜんとした口調で言った。

　対〈ヴォイド〉艦である〈ハイペリオン〉は、最も安全な避難場所となるはずだ。

「は、しかし──」

「早く、お願いします！」

「わかりました、ただちに格納庫を開放させます」

　騎士団長は通信端末で司令を飛ばした。

「さあ、王女殿下、こちらです──」

「ええ──」

「親衛騎士は王女殿下を護衛しつつ退避、第一部隊は民間人を護衛せよ。第三部隊と第四部隊は出撃し、化け物を討滅しろ！」

　親衛隊に守られつつ、アルティリアは駆けだした。

　ドウンッ、ドウンッ、ドウンッ！

　砲撃の音が空気を震わせた。

　閃せん光こうが炸さく裂れつし、虚空に現れた〈ヴォイド〉が消し飛んだ。

（……あれは？）

　アルティリアは思わず、振り返った。

　広場の建物の上に、ツーテールの髪を靡なびかせた、金髪の少女の姿があった。

　巨大な砲を抱え、地上に現れた〈ヴォイド〉を掃討している。

〈聖剣学院〉の〈聖剣士〉だろうか。

　勇敢なその少女の姿は、彼女の目に印象的に映った。
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　広場は阿あ鼻び叫きよう喚かんだった。

　集まっていた市民は半狂乱で、我先にと逃げ出しはじめる。

　先日の記憶も生々しい状態では、無理もないだろう。

（……小型の〈ヴォイド〉、数は十二、三……まだ増えそうだな）

　そんな中、レオニスは冷静に状況を分析していた。

　裂け目は広場だけでなく、船の周囲にも発生し続けているようだ。

　灰色の瘴しよう気きが発生し、不気味な触手を生やした〈ヴォイド〉が産み落とされる。

（形状からすると、水すい棲せい型の魔物に類似しているが──）

〈ヴォイド〉の姿は、レオニスの知る魔物の特徴を残している。海魔の類いにはそれほど詳しくないが、敢あえて名付けるなら、小型の〈クラーケン型〉といったところか。

「……っ、〈聖剣〉アクティベート──〈猛竜砲火ドラグ・ハウル〉！」

　事態を把握したレギーナの肩に、キャノン砲型の〈聖剣〉が顕現した。

「消し飛べっ！」

　ドウンッ！　ドウンッ！

　即座に発砲。灼しやく熱ねつの火球が、二体の〈ヴォイド〉を焼き尽くす。

「シー・デヴィル型──〈第〇五戦術都市ヨツンヘイム〉管轄の北方海域で確認されてるわ」

　レギーナは額の汗を拭った。

「少年、ここはお姉さんに任せて、市民の避難誘導をお願い」

〈ヴォイド〉を吐き出す虚こ空くうを睨にらみ据えつつ、レギーナは背後のレオニスに言った。

　レギーナは、レオニスの隠された力を知らない。自分一人で〈ヴォイド〉を受け持ち、レオニスを逃がすつもりなのだろう。

　レオニスの魔術であれば、一瞬で消し炭にすることも可能だが──

　大勢の群衆の前で、〈魔王〉の力の片へん鱗りんを見せるわけにはいかない。

　なにより、ティセラたちのことが気がかりだ。

　フレニア孤児院の子供は、眷けん属ぞくの次に保護すべき対象なのだから。

「わかりました、お気をつけて」

「うん、少年もね──」

　レオニスを安心させるためか、レギーナは明るい声で答える。

　ドウンッ！　ドウンッ！　ドウンッ！

　空気が激しく震え、砲撃の音が連続して鳴り響く。レオニスは足もとの影より〈封罪の魔ま[image: ]じよう〉を呼び出すと、

（……〈魔力障壁〉、〈命中強化〉、まあ、こんなものか）

　本人には気付かれぬ程度の魔術を付与してから、広場を駆けだした。

　重力場の魔術を唱えて浮遊。

　すぐに三人の姿を発見する。

　聡そう明めいな子供達だ、とレオニスは感心する。

　群衆と同じように、パニックを起こしてバラバラに逃げ回っていたら少々厄介だったが、三人は固まって、建物の陰に隠れていた。

「大丈夫、ですか？」

　レオニスが三人の前に姿を見せると、

「レオお兄ちゃん……」

　怯おびえるティセラが顔を上げ、こくっと力強く頷うなずく。

　まだ幼いミレットとリンゼは、身を寄せ合い、震えていた。

「落ち着いて、二人を連れてここを離れてください」

「う、うん、わかった！」

　拳を強く握りしめ、もう一度頷くティセラ。

　護衛は〈シャドウ・デーモン〉に任せておけば大丈夫だろう。

　ピシッ──と、背後の空間に亀裂が生まれた。

「──〈爆裂呪弾フアルガ〉！」

　振り向きざま、爆裂系統呪文を叩たたき込み、〈ヴォイド〉を消滅させる。

　激しい爆音に、ミレットとリンゼが身をすくませた。

「こっちよ──」

　ティセラが幼い二人の手を引き、立ち上がる。

　と、その時──

　──ピシッ──ピシピシッ──ピシッ──

（……なん、だ？）

　晴れ渡った青空に、ひときわ巨大な亀裂が奔はしった。
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　ギチッ──ギチギチギチッ、ギチギチギチッ──！

　虚こ空くうに出現した裂け目を無む理り矢や理り押し広げるようにして、それは現れた。

　鋏はさみのある巨大な腕を生やし、触手を蠢うごめかせる、オウムガイにも似た大型甲殻生物。

　その全長は、港に停泊している駆く逐ちく艦の半分ほどはあるだろうか。

（……〈クラーケン〉？　いや、〈ギガントクラブ〉か？）

　あのような姿の魔物は、レオニスの記憶にはない。

　もっとも、〈魔海〉の版図は〈海王〉リヴァイズ・ディープ・シーの支配領域だった。

　海の魔物に関しての知識は、それほど多くない。

（あのような魔物もいたのかもしれん……）

　大量の瘴しよう気きを周囲に放ちつつ、ゆっくりと移動する大型〈ヴォイド〉。

　その巨大な鋏はさみが、行く手を阻む積層構造の建物に振り下ろされた。

　ドオオオオオオオオオオオンッ！

　轟ごう音おん。巨大構造物が土煙を上げて崩壊し、瓦が礫れきの山と化した。

　ドウンッ！　ドウンッ、ドウッ！

　立ちこめる土煙の中に、レギーナが強力な砲撃を撃ち込む。

　だが、〈オーガ級〉を討滅できるその火力も、頑丈な甲殻に容易たやすく弾はじかれる。

（……さすがに、第三階かい梯ていの魔術程度では焼き尽くせないか）

　レオニスは冷静にそう判断する。

　転生したレオニスの魔力は、全盛期にはほど遠い。

　無論、〈戦略級魔術〉に分類される第九階梯以上の魔術を使えば、あの甲殻ごと消し飛ばすことは容易いだろう。

　だが、〈帝国〉の軍の前で、魔王としての力を見せるわけにはゆくまい。

（まして、〈魔剣〉を抜くなど論外だ）

　レオニスは、手にした〈封罪の魔ま[image: ]じよう〉を握りしめる。

　今のレオニスでは、魔剣〈ダーインスレイヴ〉の力を完全に制御することは難しい。

　制御を誤れば、この港ごと消し飛ばしてしまいかねない。

「第二部隊は大型個体を包囲しろ！」「各部隊は民間人の保護を──」

　出撃した〈聖剣士〉の部隊が、大型〈ヴォイド〉を取り囲む。

〈帝国〉の騎士団──その動きを見るに、それなりの手て練だれ揃ぞろいのようだ。

　しかし、頭数を揃えたところで、あの大型〈ヴォイド〉を狩るのは難しかろう。

　レオニスは港のほうに目を移した。

　陸に接岸した〈ハイペリオン〉のタラップに、大勢の民間人が殺到している。

　シー・デヴィル型の〈ヴォイド〉は護衛の〈聖剣士〉が斃たおしているが、大型〈ヴォイド〉があれに目をつければ、多数の死傷者が出るだろう。

〈魔剣〉を封じた杖つえの中で、刃やいばが微かすかに振動する。

　堕おちた〈六英雄〉、アラキールを斃した際、この〈第〇七戦術都市セヴンス・アサルト・ガーデン〉は、〈影の王国レルム・オヴ・シヤドウ〉と同様、すでにレオニスの〈王国〉として規定されている。

　その〈王国〉の民を死なせたとあっては、〈魔王〉の名に傷が付くというものだ。

　そして、〈女神〉の魔剣〈ダーインスレイヴ〉は、それを許さない。

「──レギーナさん」

『……少年？』

〈念話〉の魔術で、レギーナの通信端末に直接レオニスの声を伝える。〈ヴォイド〉の通信妨害がかかっているためか、音はノイズ混じりだ。

「あれの動きを止めます。甲殻のない部位に最大火力を叩たたき込んでください」

『動きを止めるって、どうやって？』

「任せてください」

　少し躊躇ためらうような間。そして──

『──了解。最大火力、ですね』

　と、返事が返ってくる。

　レオニスは〈浮遊〉の魔術で飛び上がり、兵器工こう廠しようの上に着地した。

　即座に〈魔眼〉を発動。

〈弱点看破〉で、大型〈ヴォイド〉の前方にある建造物の崩壊箇所を見抜く。

「一つ、二つ、三つ……ふむ、八つもあれば十分か」

　レオニスの杖つえの先に、八個の光球が生まれた。

　第二等級魔術──〈爆裂呪弾フアルガ〉のアレンジ呪文だ。

　杖を振り下ろし、建造物の各崩壊点に、球体を配置。

　そして──

「──破裂せよブレイク！」

　爆裂呪文を同時に起動する。

　ズドオオオオオオオオオオオオオオオオンッ！

　崩壊点を破壊され、大型〈ヴォイド〉目がけて一気に崩れ落ちる巨大建造物。

（──超巨大質量による物理攻撃、あの頑丈な甲殻もひとたまりもあるまい）

　周囲にいた〈聖剣士〉は、全員退避したようだ。

　……まあ、連中は〈王国〉の民ではないので、どうでもいいが。

　押し潰つぶされた大型〈ヴォイド〉は、瓦が礫れきの下でもがくように蠢うごめく。

　そこへ──

『喰くらえっ──〈超弩級竜雷砲ドラグ・ブラスト〉！』

　轟ごう音おんと共に、レギーナが最大火力の火砲を放つ──！

　──が、その刹せつ那な。

　……ル、オオオオオオオオオオオオオオ──

〈ヴォイド〉が唸うなる。その触手に覆われた口こう腔こうに、眩まばゆい光が生まれた。

（……なに!?）

〈ヴォイド〉の口腔より放出された熱閃が、レギーナの放った火砲を呑のみ込み、彼女のいる建物のど真ん中を貫通する。

「──レギーナさん！」

　中心が飴あめ細工のように融解し、一瞬で崩壊する建造物。

　足場を失ったレギーナが、五十メルト以上の高所から落下する。

（……っ、間に合うか!?）

　レオニスは即座に杖つえを向け、〈重力制御〉の呪文を──

　──と、その時。

　崩れ落ちる瓦が礫れきの雨の中を縫い、小型ヴィークルが走り込んできた。

（あれは？）

　風に舞う白銀の髪。ヴィークルに乗った少女はシートを蹴けって跳ちよう躍やくする。

　火花を散らして地面を滑走するヴィークル。

　少女は、勢いのままに飛び上がり、落下するレギーナの身体からだを受け止めた。

　乗り捨てられたヴィークルが瓦礫に衝突、派手な音をたてて爆発する。

　レギーナを抱きかかえ、颯さつ爽そうと地面に降り立ったのは──

　誰あろう、レオニスの眷けん属ぞくの少女、リーセリアだ。

　彼女は、レギーナをとんっと地面に下ろした。

『ふう、危なかったわね』

『はわわ、お、お嬢様、どうしてここに!?』

　レギーナの通信端末越しに、二人の声が聞こえてくる。

『えっと、レオ君がここにいるって──』

　そういえば、端末にメッセージを送ったな、とレオニスは思い出した。

『……うわぁ、過保護ですね』

『か、過保護じゃないもん──って、それどころじゃないでしょ！』

　リーセリアが叫ぶ。

　レオニスは大型〈ヴォイド〉のほうへ目を移した。

　ル……ウウウウ……ウウウウウウウ──！

　大型〈ヴォイド〉が、覆おおい被かぶさった瓦礫の山を押し上げて起き上がる。

（……オウムガイ如ごときが、あんな技を隠していたとはな）

　レオニスは胸中で舌打ちした。

〈ヴォイド〉の放ったあの閃せん光こうは、魔術ではない。

　ドラゴンのブレスなどと同じ、純粋な生物としての特殊能力だ。

『お嬢様、もう一発だけなら最大威力で撃てます。チャージの時間を──』

『わかったわ。〈聖剣〉アクティベート──〈誓約の魔血剣ブラツデイ・ソード〉！」

　リーセリアの手に、微細な光の粒子が収しゆう斂れんし、白銀に輝く〈聖剣〉が顕現した。
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　ズウウウウウウウウウウンッ！

　鋏はさみ付きの巨大な腕が、地面に振り下ろされた。

　地面が真っ二つに割れ、大量の土砂と瓦が礫れきが勢いよく噴き上がる。

「……っ!?」

　破壊的なその一撃を、リーセリアは踊るようなステップで回避──

「──はああああっ！」

　白銀の刃やいばを閃ひらめかせ、腕の関節部分に正確な刺突を放つ。

　苛烈さの中に優雅さを兼ね備えた、騎士の剣技だ。

　俊敏な彼女の動きに、周囲で戦う〈聖剣士〉が目を瞠みはる。

　更に、地を蹴けって瞬転、同じ部位に刃の一いつ閃せんを叩たたき込む。

　穢けがれた瘴しよう気きが血のようにほとばしった。

（……やはり、実戦こそ最高の訓練だな）

　と、レオニスは内心で自慢の眷けん属ぞくに喝采を送る。

　スケルトンどもを相手にしている時とは、まるで動きが違う。

　先ほど、落下するレギーナを助けた時もそうだが──

　肉体の中で魔力を練り、瞬発的に爆発させる、そんな力の使い方を、彼女はすでに自分のものにしはじめている。

　脆ぜい弱じやくな人間の肉体でそんなことをすれば、すぐに壊れてしまうが──

　リーセリア・レイ・クリスタリアは、最上位アンデッド──〈吸血鬼の女王ヴアンパイア・クイーン〉だ。

〈ヴォイド〉の放出する瘴気を斬り裂いて、鋭い斬光が閃く。

　帝国の〈聖剣士〉も、彼女と連携して絶え間ない攻撃を仕掛ける。

　だが、甲殻の防御力と無数の触手による手数の前に、決め手に欠ける状態だ。

　と、そこへ──

「──お嬢様、準備完了しました。ぶっ放します！」

　レギーナの凜りんとした声が響き渡った。

「──回避を！」

　リーセリアの叫びに、周囲の〈聖剣士〉が一斉に飛とび退のく。

　同時、〈ヴォイド〉の口こう腔こうに灼しやく熱ねつの閃せん光こうが生まれる──！

　レギーナの火砲の威力を上回る、あの熱閃だ。

　──その刹せつ那な。

　彼方かなたより飛来した闇の刃が、触手を斬り裂き、口腔を穿うがった。

　熱閃が内部で暴発し、大爆発を引き起こす！

「……」

　見下ろしていたレオニスが、ふと背後を振り向くと──

　遙はるか遠方の建物の屋上に、小柄な少女の影が見えた。

　少女はぺこり、と短くお辞儀して、すぐに影の中に消える。

〈ヴォイド〉が動きを止めた、そこへ──

『消し飛べえええええっ──〈超弩級竜雷砲ドラグ・ブラスト〉！』

　レギーナが超火力の砲火を撃ち込んだ。

　プラズマをほとばしらせた閃せん光こうが、シー・デヴィル型〈ヴォイド〉の群れを焼き払い、大型〈ヴォイド〉に命中して爆はぜる。

　ズオオオオオオオオオオオオオオオオンッ！

　大気が震え、眩まばゆい閃光があたりを塗り潰つぶす。

（──これが、最大威力の〈聖剣〉の力か）

　レオニスの第五階かい梯てい魔術──〈魔雷烈砲弾ブラス・ザムド〉にも届こうかという威力だ。

〈ヴォイド〉の巨体は、煙を噴き上げる甲殻を遺のこして消滅した。

「おおおおおおおおおおおおっ、やったぞ！」

　と、〈聖剣士〉の間で歓声が上がる。

　レギーナは、その場に頽くずおれるように膝をついた。今度こそ、力尽きたのだろう。彼女の〈聖剣〉──〈猛竜砲火ドラグ・ハウル〉は、光の粒子となって消滅する。

　あとは掃討戦だ。民間人を護衛していた、〈聖剣士〉も応援に駆けつける。

「……ふむ」

　鬨ときの声こえと、鳴り響く剣けん戟げきの音の中で──

　レオニスは一人、海のほうに目を向けた。

〈魔眼〉を使い、海の中を凝視する。

（……やはり、生きているか）

　そう、あの凄すさまじい爆発と閃光の中──

　あれは甲殻を捨て、その巨体に似合わぬスピードで海中に脱したのだ。

　気付いているのは、おそらくレオニスだけだろう。

　しかも、海中で再生をはじめている。

「──後始末をしておくか」

　レオニスは肩をすくめて呟つぶやくと、

「〈魔王〉から逃げられるとは思わぬことだ」

　周囲に魔術の〈重力球〉を形成し、足もとの影に溶けるように消えた。

〈影の回廊〉を渡り、海中を進む〈ヴォイド〉の影の中から現れる。

　海中で重力の力場を操り、レオニスは浮き上がった。

　忽こつ然ぜんと現れたレオニスを前にして、巨大な〈ヴォイド〉が後あと退ずさる。

「ほう、知性のない化け物かと思えば、恐怖する感情はあるようだな」

　重力球の中で、レオニスは蠢うごめく触手の塊を見下ろした。

　別段、この化け物に恨みはない。だが──

「貴様は俺の〈王国〉に手を出した、その報いは受けてもらうぞ」

〈封罪の魔ま[image: ]じよう〉の尖せん端たんに嵌はめ込まれた宝珠が、青く禍まが々まがしい輝きを放つ。

「我が眷けん属ぞくの訓練相手になってくれた礼だ。苦しまずに逝くがいい」

〈戦術級〉第八階かい梯てい魔術──〈地烈衝破撃グラズ・ガルド〉。

　海底より隆起した、無数の岩の刃やいばが──

〈ヴォイド〉の巨体を容赦なく貫き、斬り裂き、跡形もなく挽ひき潰つぶした。
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〈ハイペリオン〉の格納庫は、逃げ込んできた大勢の市民でひしめき合った。

　壁の外で響く破壊の轟ごう音おんに、人々は身を寄せ合い、恐れおののく。

〈ヴォイド〉の恐怖は、人類の意識に刻み込まれている。あの化け物共は圧倒的な捕食者であり、人間はただ狩られる餌なのだ。

　しかし、そんなパニック寸前の群衆のただ中で、機を窺うかがう者たちもいた。

「あの女、まさか〈ヴォイド〉を呼び寄せたのか？」

「そんなこと……は、不可能、だ……」

「はっ、これが偶然だとでも？」

「……〈女神〉、の予言……かもしれぬ……」

「予言ねえ、そっちのほうがありえねえ」

「お前たち、少し黙れ──」

　目ま深ぶかに被かぶったフードの下で、獣人族の巨漢が低く唸うなるような声を発した。

〈王おう狼ろう派は〉のリーダー、バステア・コロッサフだ。

　彼らは民間人に紛れ、〈ハイペリオン〉の内部に侵入していた。

（……拍子抜けだな。こうも簡単にことが進むとは）

　帝国の軍は、〈ヴォイド〉の襲撃から民間人を保護する義務がある。避難する市民に紛れて格納庫に侵入するのは容易だった。

　しかし──

（……〈ヴォイド〉を召喚した？　出現を予言しただと？）

　このタイミングでの〈ヴォイド〉の出現は、あまりに都合が良すぎる。

　もし、あのダークエルフの女が、意図的に引き起こしたものだとすれば──

（ふん、魔女め……）

　バステアは胸中で吐き捨てた。

　三人は格納庫を出て通路を進んだ。

　この先の区画に、民間人が足を踏み入れることはできない。

「おい、お前達、ここでなにをしている？」

　と、隔壁の前に配置された警備兵が三人を詰問した。

　その手には、拳銃──戦術都市で開発された人造の〈聖剣〉がある。

「ん、獣人種族か？　フードを取れ、顔を見せろ」

「ああ、わかったよ──」

　──と、次の刹せつ那な。獣人の爪が鋭い刃やいばのように閃ひらめく。

　舞い上がる血ち飛沫しぶき。男は悲鳴を上げる間もなく絶命した。

「くくっ、綺き麗れいな顔が獲とれそうだ」

　人じん狼ろう族のゲルズ・ホーンザックが、倒れた男の首筋にナイフをあてがう。

　すると、まるで果物の皮のように、警備兵の男の顔が剥はがれてゆく。

〈顔泥棒ステイール・フエイス〉──シャルナークが彼に与えた、〈魔剣〉の力だ。

「本当は、〈聖剣士〉の顔が欲しいところだが」

「それは後で手に入れればいい──魔剣起動アクテイベート」

　バステアの手に、炎を纏まとう剣が生まれた。剣を一振りすると、刃から噴き出した紅ぐ蓮れんの炎が、跳ね飛んだ血と死体を飲み尽くす。

　警備員の顔を手に入れたゲルズが、認証をパスして隔壁を開く。

「さぁて、この後は？」

「〈魔術〉にて、〈影の門〉を……開き、同志を……ここに招く」

　軽い口調で訊きくゲルズに、エルフの老人が答えた。

「〈魔術〉ねえ。エルフどもは奇妙な呪まじないを使うと聞くがよぉ……」

　ゲルズは胡乱うろんな目で老人を見た。

　はるか太古に滅びた魔術の秘儀を、エルフ族は継承している。

「──急げ。〈聖剣士〉共が〈ヴォイド〉を片付ける前に、な」

　言い捨てて、バステアは通路の奥へ進んだ。
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「すごい、すごいわっ、お家うちよりもずっと広い！」

「こ、この区画の下に、兵器庫があるんですよね、きっと！」

「二人とも、お行儀よく、ね」

　絨じゆう毯たんの敷しかれた通路を歩きながら、騒ぎたてるミレットとリンゼ。

　そんな姉弟を、年長のティセラが嗜たしなめる。

「あとでゆっくり見られるわよ」

　リーセリアが子供たち振り返りつつ、苦笑した。

　最新鋭の対ヴォイド戦闘艦〈ハイペリオン〉の第三階層。民間人が決して足を踏み入れることのできない、その場所を、レオニスたちは歩いていた。

　第四王女アルティリア・オルティリーゼが、市民を守ってくれたことに対する感謝を直接伝えたいということで、レオニスたちを船に招き入れたのだ。

「王女殿下は、交流会にもぜひ参加していただきたいと仰おつしやっています」

　前を歩く、親衛隊の騎士団長が言った。

「交流会、ですか？」

「〈第〇七戦術都市セヴンス・アサルト・ガーデン〉の代表者を集めて、王女殿下と意見交換会をする催しよ。アルティリア王女殿下は、様々な知見を求めておられるの」

　訊たずねるレオニスに、リーセリアが答えた。

「左様です。意見交換会の前にささやかなパーティーを用意しておりますので、そちらのほうに出席していただければと」

（……ふむ）

　レオニスとしては、願ってもない機会だ。

　現在の〈帝国〉の情報を、怪しまれずに収集できる。

「あ、あの、わたし達も、いいんでしょうかっ！」

　ティセラが遠慮がちに言った。

「もちろん、大事なお連れ様ですので──」

「夜会用の服はないんですけど大丈夫ですか？」

　と、レオニスも訊きく。

〈影の領域〉には、〈八大魔王会議〉に出席するための〈闇の法ほう衣え〉があるが、あれはサイズが合わない上に、禍まが々まがしいオーラを纏まとってしまう。

「制服で大丈夫です。王女殿下は堅苦しい夜会をお好みになりませんので」

「それは助かります──」

　そのまま、しばらく通路を進む。謁見室は船の最奥部にあるようだ。

「あの、セリアさん──」

　レオニスは前を歩くリーセリアの袖を、くいくいっと摘つまんだ。

「ん？」

「レギーナさん、どうして姿を眩くらませたんでしょう？」

　と、小声で囁ささやく。

　そう、レギーナはここにいない。もちろん、彼女も招待されたのだが、〈ハイペリオン〉のタラップを渡る直前に、姿を消してしまったのだ。

　あれほど王女のファンだったのに、直接会える機会を逃すとは──

　すると。リーセリアは少し困ったような表情で、

「レギーナは、ちょっと事情が、ね……」

　曖昧に言葉を濁した。

「事情、ですか──」

「うん、私が話すことはできないの。彼女個人の事情、だから──」

「……そうですか」

　そう言われてしまえば、口をつぐむしかない。

　レオニス自身も、リーセリアに対して、大きな秘密を抱えている身だ。

「それより、レオ君──」

　リーセリアはこほん、と咳せき払ばらいして言った。

「な、なんです？」

「学院の外に出るときは、ちゃんと言わなきゃだめでしょ」

　歩きながら、指先をレオニスの額にくっつけて、めっ、と叱る。

「ええっと、端末にメッセージを残しましたけど」

「……～っ、そ、それだけじゃだめ。心配するでしょ」

　リーセリアはぷくーっと頬ほおを膨らませた。

　クールな美貌の彼女がそんな顔をすると、なんだか妙に可愛かわいらしい。

「わ、わたしは、レオ君の保護者なんだから、ね」

「……わかりました。すみません」

　本当に心配していたのだろう、口調は優しいが、彼女の目は真剣だった。

　レオニスが魔王であった頃、ブラッカスと人間の王国に潜入したことがある。

　あの時は、滅めつ多たに怒ることのないロゼリアが二人に神罰を下したものだ。

　ふと、そんなことを懐かしく思い出した。

「ああ、そうだ、これを──」

　レオニスは懐から、広場で買った銀のアクセサリを取りだした。

　猫の形をしたストラップだ。レオニスの手で、少しの魔力を込めてある。

「え？　えっと──」

「祭りで買ったお土産です、セリアさんに」

　ストラップを差し出すレオニス。

「レ、レオ君が、わたしに？」

「ええ、セリアさんにはお世話になっていますし、命の恩人ですから」

「……～っ！」

　リーセリアは口もとを押さえ、嬉うれしそうに涙ぐむ。

（……お、大おお袈げ裟さじゃないか？）

「ありがとう、レオ君」

　リーセリアはすっかり機嫌をなおして微笑ほほえんだ。

「嬉しいけど、女の子にこういうことしてると、将来、夜の魔王になっちゃうわよ」

（……っ、〈魔王〉だと!?）

　まさか、正体がバレたのかとあわてるが、どうも違うようだ。

「ティセラ姉、夜の魔王って？」

「えっと……し、知らない……」

　首を傾かしげて訊きくミレットに、ティセラは頬ほおを赤く染めて、そう答えた。





　　　　◆






「──お連れしました、アルティリア王女殿下」

　謁見室の扉が開かれる。

　親衛騎士に案内され、レオニスは広間に足を踏み入れた。

「うわあ……」

　と、ティセラが思わず声をあげ、あわてて口をおさえる。

　部屋の壁には魔導の明かりが灯ともされ、足もとには緋ひ毛もうの絨じゆう毯たんが敷しかれていた。

　戦艦の中とは思えない、豪ごう奢しやな内装。

　まるで、王宮の一室をそのまま埋め込んだかのようだ。

　皺しわひとつなく伸びた絨毯の伸びた先。時代がかった彫刻のほどこされた玉座に──

　白いドレス姿の少女が腰掛けていた。

（……ほう、これが〈帝国〉の第四王女、か）

　と、レオニスは軽く目を見開く。

　今のレオニスよりも少し年上の、十二、三歳ほどだろうか。

　頭の後ろで編み込んだ、金色の髪。年相応のあどけなさの中に、光る知性を宿した翡ひ翠すい色の瞳。肌はぬけるように白く、降ったばかりの雪のよう。

　まだ幼い手足は、豪ごう奢しやな椅子から少し浮いていた。

　輝く太陽を思わせるような、美しい少女だった。

　しかし、その可か憐れんな姿よりもレオニスの興味を惹ひくものを、彼女は懐に抱いていた。

（あれは……？）

　真っ白で耳の長い、ふわふわした毛に包まれた謎の生き物。

　その小さな額には、赤く輝く宝石が嵌はめ込まれている。

　最初、森の幻想種かと思ったが、違う。

　眼めに魔力を通してみれば、その正体は一目瞭然だ。

　──〈精霊〉。

　それも、〈聖剣学院〉の図書館にいた、人造の〈精霊〉とはわけが違う。

　はるか太古、レオニスの時代に存在した、〈始原の精霊ワイルド・エレメンタル〉。

　その毛玉のような精霊は、王女の腕の中ですぅすぅ眠っている。

　リーセリアが少し前に出て、膝を屈かがめた。

　ティセラ、ミレット、リンゼたちも、あわててそれにならう。

「レ、レオ君──！」

　と、立ったままのレオニスに、リーセリアが小声で囁ささやく。

　む……と唸うなり、レオニスは少し考える。

（いずれは属国となるべき国の王族に、〈魔王〉が膝を屈するべきだろうか……）

　そういうところは、やはり気になる。プライドの問題だ。

　リーセリアが懇願するように、服の裾をくいくいっと引っぱる。

（……まあ、この場は眷けん属ぞくの顔をたててやるか）

　レオニスは優雅な仕草で、王女の前に頭こうべを垂れた。

「皆さん、どうか頭をお上げください。王宮ではありませんので──」

　王女は玉座から立ち上がり、あたふたした様子で言った。

　それから、歩いて近付いて来ると、

「──アルティリア・レイ・オルティリーゼ。〈帝国〉の第四王女です」

　ドレスの裾をちょこんと摘つまみ、礼儀正しく頭を下げた。

「〈聖剣士〉様の勇敢な働きに、感謝いたします」

「いいえ。〈聖剣学院〉に籍を置く者として、当然のことです」

　リーセリアが顔を上げて答える。

「〈帝国騎士団〉も感謝しております」

　親衛騎士の隊長も、リーセリアとレオニスに丁寧に頭を下げた。

「リーセリアさんは、クリスタリア公爵の──」

「はい、父の意志を継ぎ、先日、〈聖剣〉の力を授さずかりました」

「お目にかかれて光栄です。あ、あの……」

　と、王女は、何か言いかけるような様子を見せるが──

　噛かみしめるように口をつぐむと、隣のレオニスのほうに目を移す。

「あなたも〈聖剣士〉なのですね。十歳で〈聖剣士〉なんてすごいです。私はまだ、〈聖剣〉を授かっていなくて。本当に、尊敬してしまいますわ」

「は、もったいなきお言葉──」

　と、頭を下げて謙遜してみせるが、内心では──

（〈魔王軍〉復興の暁には、その立派な玉座に座らせてもらおう）

　などと考えている悪いレオニスである。

　アルティリア王女は、ティセラ、ミレット、リンゼにも、それぞれ怖くなかったですか、怪け我がはありませんでしたか、と声をかけていく。

　ティセラはすっかり緊張して、はわわわ、と可愛かわいくあたふたしていた。

「ふふっ、緊張しないでください。みなさん、今日は楽しんでいってくださいね」

　口もとに手をあてて、くすっと微笑ほほえむ少女。

　ふとレオニスは、その表情が誰かに似ているな、と思った。





　　　　◆






「──くしゅん！」

　陽ひが落ちて、冷えこんできた。

　レギーナの目の前で、作業用の大型機械群が、崩れた瓦が礫れきの山を撤去している。

　彼女は破壊された広場のベンチで頬ほお杖づえをついて座り込み、魔光灯でライトアップされた〈ハイペリオン〉の巨大な船体を見上げていた。

　ツーテールの髪先を指でくるくるいじりつつ、はあ、とため息をつく。

（あの娘と、会えたかもしれないのに、な……）

　後悔の念が、重く胸に淀よどんでいる。

　会うわけにはいかないと、あの場から逃げ出してしまった。

　いや、会ったところで、どうすればいいのだろう。

　あの娘は、彼女の顔も、名前も知ることはないのに──

　レギーナ・メルセデスが本当の名前を名乗ることは、許されていないのだ。

（……よし、帰りましょう。寒いし）

　レギーナはようやく立ち上がった。

〈フレースヴェルグ寮〉に帰って、野菜のパスタを作ろう。

　そして、今朝図書館で借りた、ミステリー映画を観みるんだ。

　と、そう決心したところで──

「レギーナ？　なにをしているの？」

「ふああっ！」

　突然、声をかけられて、変な声を上げてしまう。

　振り向くと、そこにいたのは──

　艶つややかな黒髪を腰まで伸ばした、綺き麗れいなお姉さんだった。

　同じ第十八小隊に所属する、エルフィーネ・フィレット先輩だ。

「エ、エルフィーネ先輩、どうしてここに？」

「王女殿下の交流会にお呼ばれしているの。ヴィークルで通り過ぎる途中で、レギーナの姿を見かけて」

「ああ」と、レギーナは納得する。

　エルフィーネの家柄は、王家に縁のある伯爵家であり、また〈人造精霊〉の創造と管理をしている超大型企業、〈フィレット社〉の一人娘でもある。いや、そんな肩書きがなくとも、彼女は、学院で最も優秀な魔導機器のエキスパートだ。

　夜会に招かれるのは当然だった。

「レギーナは、どうして？」

「え、えっと、最新鋭の戦艦なんて、見る機会もないし、せっかくだし、その──」

　あたふたと手を振り、ごまかそうとすると、

「──妹さんに、会いに来たのね」

「……」

　レギーナは唇を噛かんで俯うつむく。

　この先輩に、嘘うそやごまかしは通用しないのだ。

　エルフィーネはふっと微笑ほほえむと、彼女の腕をそっと掴つかんだ。

「一緒に行きましょうか」

「え、ええっ!?　で、でも、招待されていませんし」

「大丈夫よ、まかせて」

　エルフィーネは端末を取り出し、指先で操作した。

「はい、これで完了──っと」

「な、なにをしたんです？」

「招待状を複製コピーして、レギーナの端末に送ったわ」

「そんなことしていいんですか!?　……っていうか、そんなことできるんですか？」

「管理局には内緒よ♪」

　エルフィーネは人差し指を唇にあて、片目を閉じてみせた。

「……先輩は、悪い人ですね」

「ふふ、そうね。悪女よ」

　エルフィーネは腰をくねらせ、悪女のポーズ（？）をしてみせる。

　レギーナは、ハァと肩を落とした。

「もちろん、行くか行かないかは、あなたの自由よ」

　と、彼女は急に真剣な口調になって、レギーナの目を見つめた。

「……」

「けど、これを逃せば、王女殿下とはもう二度と会うことはできないかもしれない。後悔しないように、ね──」

　そっと肩を叩たたき、その場を立ち去るエルフィーネ。

　瓦が礫れきまみれの広場に立ち尽くしたまま、レギーナは端末を握りしめた。





　　　　◆






　案内された部屋のベッドに、レオニスは腰掛けた。

　船内の客室はそれほど広くはない。ただ、箪たん笥すやテーブルなどの調度品の質は良く、レオニスの眼鏡にも適かなうものだった。

（特に、この船の模型は素晴らしい）

　気に入ったのは、棚のガラスケースに飾られた帆船模型だ。細部まで職人のこだわりが感じられる、芸術的な一品である。

　レオニスは模型作りが好きだ。数ヶ月もかかる攻城戦の際には暇を持て余し、鳥の小骨などで、手慰みに城や船やドラゴンの模型を製作していた。

（……自慢できる相手は、配下のスケルトンくらいしかいなかったがな）

　ベッドの上で、レオニスは〈影の領域〉から巻物を取り出した。

　学院の図書館で写し取った、古文書の写本だ。

　夜会まで時間はたっぷりある。

　せっかくなので、この時間を情報収集に充てることとしよう。

　六十四年前。謎の生命体〈ヴォイド〉の侵攻により、人口の四分の三が失われ、その後、〈帝国〉主導による〈人類統合計画〉が発足した。

　それ以前の歴史の資料は、学院のアーカイブに残されていない。人類文明が〈ヴォイド〉によって破壊し尽くされたのが原因だというが、それだけではあるまい。

（何者かが、過去の世界のことを、意図的に隠匿している）

　それは明らかだ。だが、その不自然な隠匿に気付くことができたのは、レオニスが一〇〇〇年前から転生した存在だからだろう。

〈光明の神々ルミナス・パワーズ〉と〈六英雄〉。〈[image: ]はん逆ぎやくの女神〉ロゼリア・イシュタリス。

　大陸に君臨した八人の〈魔王〉と〈魔王軍〉。

　そのすべてが、人々の記憶からきれいさっぱり消えているのだ。

（それに、なぜ魔術が廃れ、人類の間で魔導技術文明が発達したのか……）

　レオニスは手もとの端末に目を落とした。このような高性能な魔導機器は、ドヴェルグ族やエルフ族でさえ、作ることは出来なかった。

　レオニスは〈文字解読〉の呪文を唱え、巻物を読みはじめた。

　古文書の著作者は、およそ二〇〇年前に死んだ、人間の魔術師のようだ。

（……とすると、魔導書の類いか）

　レオニスは時間をかけて読み進めていくが、〈魔王〉と〈神々〉の記述は見あたらない。

　そこに記されていたのは、レオニスのよく知る下級の魔術だった。

（というか、ほとんど俺の開発した魔術ではないか……）

〈第三階かい梯てい〉までの魔術が、大層な秘儀のように記されている。

　まあ、人の身で〈第三階梯〉の魔術を行使できれば、たいしたものだが──

（……これは、あまり役には立たなかったな）

　最後まで読む価値もあるまい、と巻物を影の中に放り捨てる。

　まあ、少なくとも、二〇〇年前にはまだ魔術が使われていたことはわかった。

　とすれば、人類の魔導技術文明は、かなり急速な進歩をしたことになる。

　レオニスはベッドに仰あお向むけに寝転んだ。

　……まだ、それほど時間は経過していない。

「シャーリ──」

　ふと思い付き、レオニスは、〈影の領域〉に潜む少女に呼びかけた。

「お呼びでしょうか、魔王様──」

　すると──

　足もとの影がゆらりと揺れ、メイド姿の少女が姿を現した。

　肩口で切り揃そろえた夜色の髪。妖しい闇をたたえた、黄昏たそがれ色の瞳。

　真っ白なその肌は、生まれてから一度も、日の光を浴びたことがないようだ。

　闇の眷けん属ぞく──シャーリ・シャドウアサシン。

〈影の王国レルム・オヴ・シヤドウ〉の元暗殺者であり、レオニスに忠誠を誓う、専属メイドだ。

　彼女はレオニスの足もとに跪ひざまずくと、恭しく頭を下げた。

「──先ほどの戦闘中、〈闇の刃やいば〉を飛ばしたな」

「は、差し出がましいことをいたしました」

　シャーリは恐縮するように言った。

「いや、よい。助かった」

　レオニスは首を横に振る。

「ただ、今後はあまり目立つ行動は控えてくれ」

「わかりました。今後はそのように」

「うむ」

　レオニスは鷹おう揚ように頷うなずくと、

「ところで、お前に任せたいことがある」

「なんなりと、魔王様」

「この戦闘艦〈ハイペリオン〉の偵察だ。兵装、航行能力、索敵能力、搭乗者、動力、あとは、そうだな……居住空間も調査して報告しろ」

「──畏かしこまりました、魔王様」

　シャーリは、レオニスの意図をすぐに汲くみ取った。

　この時代に新生〈魔王軍〉を再編するにあたり、海軍の創設は必要不可欠だ。

　一〇〇〇年前、魔海は〈海王〉リヴァイズ・ディープ・シーの支配地であったが、かの〈魔王〉は〈六英雄〉の大魔導師と刺し違え、海の底で滅びたと聞く。

　今となっては唯一の〈魔王〉である、レオニスが支配しても文句はあるまい。

　おそらく、この戦闘艦は人類の魔導技術文明の最先端だ。来たる海軍の創設に備え、この機会に、技術を盗み出しておきたい。

　影の暗殺者たるシャーリなら、感知されずに機密を収集できるだろう。

「交戦時の殺傷は──」

「禁止だ。目立つ真ま似ねはするな」

　レオニスは厳しく言い添えた。

「承知いたしました。では早速、調査して参ります」

　ぺこり、と一礼して、音もなく影の中に消えようとするメイド暗殺者。

「ああ、ちょっと待て──」

　と、影の中に半分ほど埋まった彼女を、レオニスは呼び止めた。

「……？」

「お前に、プレゼントがある」

「……!?　え、ええええええっ！」

　シャーリは驚きの声を上げ、すすすーっと巻き戻るように影から出てきた。

「ま、魔王様っ、わたっ、わたしにプレゼントを？」

　普段は怜れい悧りなシャーリの表情がほころぶ。

「ああ」

「そ、そんな、一介の暗殺メイドであるわたしなどに──」

「そう言うな。お前はただ一人、最後までついてきてくれたメイドだ」

「ま、魔王様……」

　頬ほおを赤くするシャーリに、レオニスは小さな紙袋を渡した。

「あの、これは……」

「うむ、チュロスという、細長いドーナツだそうだ」

「はあ……」

　と、気のない返事をするシャーリ。

「なんだ？　ドーナツが好きではなかったか？」

　調査と称してお菓子ばかり買ってくるシャーリだが、なかでもドーナツはかなりお気に入りのようで、こっそり〈影の領域〉にも持ち込んでいるほどだ。

「いえ、好きですけど……魔王様のばか」

　シャーリはなぜか恨めしそうに、レオニスを睨にらんだ。

「では、あとは任せたぞ、シャーリ」

「……はーい」

　なんだか、やる気のなさそうな返事をして──

　シャーリは影の中へ消えた。

「さて、次は別の写本を読むか──」

　と、影の中に手を入れた、その時。

　トントン、と控えめに扉を叩たたく音がした。

「レオ君、いる？」

「セリアさん？」

　レオニスは眉をひそめ、扉を開ける。

　部屋の外にいたのは、リーセリアとティセラたちだった。

「どうしたんです？」

「これから、みんなでプールに行くの。一緒に行くわよ」

　ミレットが言った。

「プール？」

「船の屋上にプールがあるの。ちゃんと許可はいただいたわ」

　と、リーセリアが言い添える。

　……なんでも、乗組員の訓練とレジャーを兼ねたプールのようだ。

　後ろにいるティセラも、浮き輪を手にこくこくと頷うなずく。

「いえ、遠慮しておきます」

　レオニスは首を横に振った。

「ええっ、どうして!?」

「プールは危険です。溺死の恐れがありますので」

「あ、レオお兄ちゃん、ひょっとして、泳げないの？」

　ミレットがそんなことを口にした。

「そ、そんなことは、ないですよ」

　一瞬、レオニスの目が泳いだのを、リーセリアは見逃さなかったようで──

　ふふっ、と可か憐れんな唇が微笑する。

「レオ君、大丈夫よ。泳ぎなら教えてあげるから、ね」

「……ぐ、ほ、ほら、水着もないですし」

「外でレオ君の水着も買ったわ。プレゼントのお礼に」

　リーセリアは黒のハーフパンツを広げてみせた。

　用意のいいことだ！

「……って、年頃の女の子がこんなところでパンツを広げないでください！」

　レオニスはあわててパンツをひったくる。

「ほら、早く行くわよ、ティセラ姉もレオお兄ちゃんに水着見せたいって──」

「そ、そんなことっ、い、言ってないっ！」

　顔を真っ赤にして、ミレットをぽかぽかと叩たたくティセラ。

「無理にとは言わないけど、レオ君も来てくれたら、嬉うれしいな」

　そう言い残して、リーセリアは扉をそっと閉める。

「くっ……」

　黒のハーフパンツを手にしたまま、レオニスは唸うなった。
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　──結局、来てしまった。

（まったく、我ながら眷けん属ぞくの嘆願に弱い……）

　更衣室で水着に着替えたレオニスは、プールサイドで海を眺める。

　外の陽ひは、もう落ちかけていた。

　魔光灯にライトアップされた水面が光を反射して輝く。

　レオニスは短くため息をついた。

〈不死者の魔王〉──レオニス・デス・マグナスの唯一の弱点。

　……それは、泳げないことであった。

　理由は不明だ。人間の勇者だった頃も、やはり泳ぎは下手だった。

　果ての海の〈海神〉に呪われたのかもしれぬな、とブラッカスは言った。

　しかし、海王リヴァイズと二人がかりで〈海神〉を滅ぼした後も、やはり泳ぎの下手さは変わらなかったので、原因はいまだにわからない。

　レオニスはプールサイドを歩き、金網の下の大型甲板を見下ろした。

　甲板上には、六機の戦闘機械が配備されていた。

「あれは……？」

　と、先ほどから金網にへばりついている、年下の少年に訊たずねる。

「〈戦闘航空機〉です、僕も実物は初めて見ました！」

　リンゼは興奮した様子で言った。

「大型の主砲を搭載しているのは制圧作戦に投入される〈ナイト・ドラゴン〉、小型の多連装砲を二基装備しているのは、強襲型の〈ストライク・ワイヴァーン〉です。騎士団のアーカイブで見たことがあるんです。〈ヴォイド〉の〈巣ハイヴ〉の偵察、〈聖剣士〉の輸送と支援が主な任務で──」

　眼鏡を押し上げて、早口でまくしたてる。

「なに、ドラゴンだと？」

　思わず、反応してしまうレオニスである。人間の勇者であった頃も〈魔王〉に生まれ変わってからも、彼は変わらずドラゴンが好きなのだ。

　レオニスは再び下を見下ろした。

（──俺の〈スカルドラゴン〉のほうが、大きさでは勝っているな）

　と、人類の生み出した航空兵器に謎の対抗意識を燃やしていると、

「あ、レオお兄ちゃん──」

　更衣室から、水着に着替えたミレットとティセラが出てきた。

　ミレットは水玉模様の付いた子供用の水着。

　ちょっと恥ずかしそうにしているティセラは、紺の水着だ。

　ティセラは遠慮がちに歩いて来ると、レオニスの横にちょこんと座った。

　サラサラの黒髪。細いうなじがほのかに色づく。あと数年もすれば、彼女は誰もが振りかえるような美少女になるだろう。

「水着、リーセリアお姉ちゃんが買ってくれたの」

「似合ってますよ」

　レオニスが言うと、ティセラは首まで真っ赤になった。

「レオお兄ちゃん、なにしてるの。プールに入るわよ」

　浮き輪を手にしたミレットが、早速プールに飛び込もうとする。

「──ミレット、だめよ。まずは準備体操しないと」

　と、それを止めるリーセリアの声がした。

　レオニスが更衣室のほうを振り向くと、

（……なっ!?）

　水着に着替えた眷けん属ぞくの姿に──

　レオニスの胸はドキッと高鳴った。

（……っ、な、なんだ、その水着は！）

　彼女の水着は、肌を大胆にみせてしまうものだった。

　大人びた黒い布地が、彼女の白い肌と白銀の髪の美しさを引き立てる。

　小さな布に覆われた、やわらかそうな胸。

　健康的な太ふと腿ももに、優美なくびれのあるお腹なか。

　お尻を覆うパンツは、両サイドをヒモでくくるタイプのようだ。

「セリアお姉様、すごい……」

　その抜群のプロポーションに、ティセラもショックを受けた様子だった。

　……呼び方が、お姉ちゃんではなくお姉様になっていた。

「……！」

「どうしたの、レオ君？」

　リーセリアが心配そうに屈かがみ込む。

　彼女は子供と話す時、しっかり目線を合わせようとする。

　すると、ちょうど視線のある先に、胸の谷間が──

「……な、なんでも、ありません！」

　レオニスはあわてて目を逸そらした。

　彼女は、相手が子供だと、あまりに無防備だ。

「そう？」

　リーセリアが立ち上がると、輝く白銀の髪をくくって纏まとめる。

　それから、プールサイドに立ち、ストレッチをはじめた。
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「レオお兄ちゃん、そっちいったわ！」

「はいはい……っと──」

　放物線を描いて飛んできたビーチボールを、レオニスは片手で弾はじく。

「……!?　あ、ふっあっ……」

　パスを受けたティセラがボールを取り落とした。

　彼女の運動神経はあまりよくないようだ。

　そもそも、孤児院の子供たちは、泳ぐ訓練をしていないのだろう。

　ティセラ、ミレット、リンゼの三人はみんな浮き輪を装着している。

「え、えいっ！」

　ティセラがでたらめな方向に投げ上げたボールを、リーセリアが受けとめる。

　リーセリアは運動神経抜群だ。下級の〈吸血鬼ヴアンパイア〉は流れる水を苦手とするものだが、彼女にはその弱点もないようだ。

「はい、レオ君──」

　リーセリアがボールを高く跳ね上げる。

　レオニスは水を蹴けってスーッと移動すると、リンゼに軽くパスをする。

　と──

「レオ君、ズルしちゃだめ」

　リーセリアが、水中をじーっと見て指摘した。

〈吸血鬼の女王ヴアンパイア・クイーン〉である彼女の目は、レオニスがこっそり〈水中移動〉の魔術を使っていることを見抜いたようだ。

「吸血鬼の力を使いこなしているようですね」

「お陰様で」

　リーセリアはミレットたちのほうを振り向くと、

「少し、みんなで遊んでて」

「うん、わかったわ！」

　ビーチボールを手に元気よく返事をするミレット。

　リーセリアはレオニスの手をとった。

　吸血鬼である彼女の手は、普通の人間よりも少し冷たい。

「レオ君、泳ぐの教えてあげる」

「〈水中移動〉と〈水中呼吸〉の魔術でことたりますよ」

　実際、〈重力球〉の魔術を使えば、海底でも自由に行動できるのだ。

「水の中で身体からだ動かすの、楽しいわよ」

「人間の身体は水中で活動するようには……わ！」

　リーセリアはレオニスの手をすーっと引っぱった。

　水中の足がバランスを崩し、

　ふよんっ。

　レオニスの顔が、目の前にある胸の谷間にうずまった。

　やわらかく、包みこまれるような感触。

「ふああっ、レオ君!?」

「……っ、す、すみません……けほっ、けほっ！」

　あわてて離れようとするレオニスだが、手を離した瞬間に水を飲んでしまう。

「大丈夫。力を抜いて、わたしにまかせて──」

　噎むせるレオニスの身体を、リーセリアはしっかりと抱きしめた。

「落ちついて。離さないから」

「……え、ええ」

　レオニスは水面からぷはっと顔を出した。

（……っ!?）

　目の前に、リーセリアの顔があった。

　ほのかに色づいた桜色の唇。ほっそりとしたうなじにかかる、濡ぬれた白銀の髪。

　レオニスの体温が一気に上がり、ドキドキと胸の鼓動が高鳴る。

（……まったく、人間の身体からだというものは、度し難い）

「落ち着いて。ゆっくり、顔を水につけて」

　リーセリアはレオニスの手をとったまま、すーっと後ろにさがる。

「……」

　気まずさもあり、レオニスは素直にしたがった。

「足をばたばたさせて……そう、上手じゃない」

（くっ、魔王の俺がなぜこんなことを……）

　目の前で揺れる胸から目を逸そらしつつ、足をバタバタさせるレオニス。

「明日からは水泳も、訓練カリキュラムに組み込んでおくわね」

「け、結構です」

　顔を半分水面につけたまま、レオニスはぶくぶくと泡をたてた。
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　──帝国標準時間一ヒト八ハチ三サン〇マル時。

　第四王女アルティリアは、船の執務室で夜会の準備を整えていた。

「お召しもの、とてもよく似合っておいでですよ」

「ありがとう」

　侍女の言葉に、しっとりと微笑ほほえむ王女。

　白しら百ゆ合りのような華やかなパーティードレスに、黄金の髪がよく映える。

　腕の中で、精霊カーバンクルが、毛玉のような尻尾を振った。

　大きな姿見を見つめながら、彼女は人知れず、胸に手をあてる。

（……リーセリアさんと、あの男の子も、かっこよかったな）

　思い出すのは、あのレオニスという少年だ。

（わたしよりも年下なのに、〈聖剣士〉なんて）

〈聖剣学院〉の学院生は、昔から彼女の憧れだった。

　彼女自身も、来年は〈帝都〉の王立騎士学校に通うことになるのだが、あんな風に颯さつ爽そうと現れて、民を守る騎士になりたいと思う。

（あの砲撃士のお姉さんとも、お話したかったけど……）

　あの大型〈ヴォイド〉を消し飛ばした、ツーテールの〈聖剣士〉様。

　彼女も夜会に招待したのだけれど、私は当然のことをしたまでです──と、名前も告げずに立ち去ったという。

　……なんて、かっこいいんだろう。

　大きくなったら、あんな〈聖剣士〉になりたい、と強く思う。もちろん、彼女は王女なので、あんなふうに前線で〈ヴォイド〉と戦うことはできないけれど──

「──姫様、よろしいでしょうか」

　と、その時。部屋の外で親衛騎士の声がした。

「なんでしょう？」

　返事をしつつ、彼女は侍女に頷うなずく。侍女が扉を開くと──

「きゃあっ！」

　親衛隊の騎士が、侍女を床に突き飛ばした。

「……っ、な、なにを──！」

　アルティリアが声を上げる前に──

　重火器で武装した親衛隊が、次々と部屋になだれ込んできた。

「無礼な！　何事ですか!?」

　異常な事態に戸惑いつつも、十二歳の少女は王女らしく、凜りんと声を張った。

「夜会の準備ですよ、王女様──」

　親衛隊の騎士は答えると、自身の顔をベリベリと剥はがす。

「……なっ!?」

　剥がれた顔の下より現れたのは、獣人族──黒い獅し子しの顔だ。

　その顔を、アルティリアは知っていた。

〈帝都〉で、評議会占拠事件を起こした過激派組織、〈王おう狼ろう派は〉のリーダー。

　反帝国主義者のバステア・コロッサフだ。

「誰か！　誰かいませんかっ！」

　アルティリアは喉を振り絞って叫んだ。

　だが、誰も現れない。親衛隊は同じフロアに詰めているはずなのに。

「ふふ、無駄ですわぁ、お姫様」

　くすくすっと妖艶な微笑を浮かべ、ダークエルフの女が部屋に入ってきた。

　その手には不気味な瘴しよう気きを放つ漆しつ黒こくの剣と──

　ドサッ、と背中を貫かれた〈聖剣士〉の死体が放り捨てられる。

　親衛隊の騎士団長だった。

「ア、アルクス……い、いやああああ！」

　アルティリアは悲鳴を上げた。どんなに気丈に振るまってみせても、彼女はまだ十二歳の少女に過ぎないのだ。

「護衛にするなら、もう少し、手て練だれを用意したほうがいいわねぇ？」

　ダークエルフの女は、嘲あざ笑わらうように言った。

『中央管制室メイン・ブリツジの制圧完了しました』

「──わかった。すぐにそちらへ向かう」

　獅子頭の獣人が通信端末越しに答え、アルティリアの腕を掴つかんだ。

「ご足労願おうか、王女殿下」

「……っ、は、離して！」

「大人しくしていただこう」

　バステアがアルティリアの頬ほおに鋭い爪を突き立てる。

　と、その瞬間。彼女の腕に蹲うずくまっていたカーバンクルがバステアの腕に噛かみついた。

　バステアが怯ひるんだ、一瞬の隙に──

「──逃げて！」

　アルティリアが叫んだ。

　精霊は床に落下すると、脱だつ兎との如ごとく駆けだし、その姿は虚こ空くうに消え去った。

　この世界と重なり合う、〈精霊〉の世界に逃げ込んだのだ。

　精霊使いの目を持つ者でなければ、その姿を追うことは困難だ。

「──ジラフ、追え」

　バステアは舌打ちすると、配下の獣人に命じた。

「あの精霊が、〈ハイペリオン〉のマスターキーか？」

「……」

　アルティリアは答えない。翡ひ翠すい色の目でバステアを睨にらみ返す。

「まあまあ、ご安心ください。ちゃんとスペアを用意しておりますわ」

　ダークエルフの女が、アルティリアの顎を掴つかんで嗤わらった。

「精霊を逃がしたって無駄ですのよ、勇敢なお姫様、ふふ、ふふふふ……」

「……あ……うう……」

　アルティリアの顔が絶望の色に染まった。

（……お願い、誰か……誰か、助けて！）

　心の中で、祈るように叫ぶ。

　その脳裏に浮かんだのは、なぜか、謁見室で言葉を交わした少年の顔だった。
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　制服に着替えたレオニスたちが、二階層のパーティーホールに到着すると、そこにはすでに、招待された多くの人々が集まっていた。

　島のように配置された各テーブルにはアルコールを含む様々な種類のドリンクが並び、ホールの中央には、豪華な料理に腕を振るう料理人達の姿があった。

「みんな、王室御ご用よう達たしの一流料理人よ」

　お嬢様のリーセリアが、レオニスに耳打ちする。

「……すごいものですね。戦闘艦とは思えません」

「王女殿下が乗艦しているし、今回は〈第〇七戦術都市セヴンス・アサルト・ガーデン〉の慰問が目的ですもの」

　リーセリアは目の前のテーブルに並んだグラスを手にして、

「レオ君は、飲み物どれにする？」

「では、ワインをいただきましょう」

「レオ君？」

「冗談です」

　レオニスは葡ぶ萄どうジュースのグラスを手に取った。

（……本当はワインが好みなんだが）

　と、胸中で呟つぶやく。

　もっとも、あの時代の芳ほう醇じゆんな薫りと味わいのワインは、望むべくもあるまい。

「あ、あの、全部食べていいんですか、本当に？」

　ティセラがおずおずとした様子で、リーセリアの袖を引く。

「ええ、もちろん」

　リーセリアは優しく頷うなずいた。

「よし、突撃するわよ、リンゼ！」

「ま、待ってよ、姉さん！」

　皿を手にしたミレットとリンゼの姉弟は、海賊のように中央に向かう。

「わ、わたしもっ……！」

　普段はお姉さん役のティセラも、とととっと駆けだした。

「レオ君の分も、とってきてあげるわ。食べたいものはある？」

「自分で取りに行きますよ」

「レオ君、好きなものしか食べないでしょう。野菜も食べないと、成長しないわよ」

　言って、彼女は料理のテーブルのほうへ歩いていく。

（アンデッドに健康を心配されるのは、釈然としないものがあるが……）

　レオニスは周囲を見回した。〈聖剣学院〉の学院生の姿も多いが──

（知った顔は、一人もいないか──）

　と──

「少年、君もいたのか」

　思うそばから、見知った顔の少女に声をかけられる。

　目もとの涼やかな、青い髪の少女。

〈桜おう蘭らん〉の伝統服の上に、改造した制服を羽織っている。

　レオニスの所属する第十八小隊のエース、咲さく耶や・ジークリンデだ。

「咲耶さん、どうしてここに？」

「タダでご飯を食べに来たんだ」

　咲耶はえへんと胸を張った。

「いえ、そういうことではなく」

　レオニスは半眼で呟く。

　容姿は玲れい瓏ろうたる美少女なのに、中身は割と残念なお姉さんだ。

「〈大狂騒スタンピード〉の時、ボクは前線にいただろう？　その時の話を聞きたいそうだよ」

「ああ、なるほど」

　先日の戦闘で、彼女は〈ヴォイド〉の群れに切り込み、激しく交戦した。その時の戦闘データを、詳しく知るために呼んだのだろう。

「埠ふ頭とうで、〈ヴォイド〉と戦ったそうじゃないか。よくやったね」

　咲さく耶やはレオニスの頭を優しく撫なでた。

「いえ、僕はなにも出来ませんでした」

　と、レオニスは首を横に振る。

「大きいのを倒したのは、レギーナさんとセリアさんです」

「その場から逃げなかっただけでも、勇気のあることだと思う。あの場には〈聖剣学院〉の学院生が他にもいたそうだけど、〈ヴォイド〉を見て逃げ出したそうだよ」

　そういえば、レギーナをナンパしていた少年たちも学院生だったな、と思い出す。

　あの二人は、〈ヴォイド〉ではなく、レオニスの〈死のオーラ〉に恐怖して逃げ出したのだろうが──

「逃げ出したら、ずっと、後悔することになるのに──」

　その時、咲耶の瞳がほんの一瞬翳かげったのに、レオニスは気付いた。

「あの──」

　と、レオニスが口を開くより先に、

「さて、ボクもご飯にありつこうかな」

　彼女は普段の表情に戻ったので、訊たずねるタイミングを失ってしまう。

　咲耶は〈桜おう蘭らん〉の伝統服の袖から、竹製の小さな箱を取り出した。

「なんです、それ？」

「〈桜蘭〉伝統の弁当箱だよ」

「いえ、そういうことではなく」

　胸を張る咲耶に、レオニスは半眼で言った。

「黒くろ鉄がねモフモフ丸に、おいしいものを食べさせてあげようと思ってね」

「モフモフ丸？」

「最近、友達になった犬だよ」

「……はあ」

　と、レオニスは気のない返事をして、

「大丈夫なんですか？」

　堅苦しいパーティーでないとはいえ、料理を詰めて持ち帰るのはどうだろう、とあまり人間の社交界にくわしくないレオニスでさえ、心配になる。

「ああ、心配は無用だよ、少年。私の手練がバレることはない」

「いえ、そういうことでは……」

　咲耶は微笑ほほえんでみせると、音もなく料理のテーブルに接近した。

（……あの身のこなし、やはりただ者ではない、な）

　呆あきれ半分、感心半分で呟つぶやくと、レオニスも皿を手に歩きだした。





　　　　◆
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　皿を手に迷っていると、レオニスのお腹なかが小さく鳴る。

（……まったく、人間の肉体というものは度し難い）

　少年の身体からだの欲するままに、レオニスは熱々の肉料理を皿に盛る。

「レオ君、お肉ばかりじゃなくて、バランスよく野菜もね」

　リーセリアがすっと現れ、注意した。

「わ、わかってますよ」

　と、申し訳程度にサラダをよそう。

「この食材も、〈人工自然環境ビオトーブ〉の養殖プラントで育てたものなんですか？」

「一部はそうだと思うけど、野生動物のお肉は、森で調達しているはずよ」

「森……？」

「ええ。〈帝都〉の近くには、広大な森林があるの」

　戦術都市計画の要──〈キャメロット〉のある〈帝都〉には、〈ヴォイド〉を寄せ付けない、広大な大森林があるという。

　その森の浅い場所には、種々の野生動物が棲せい息そくしているそうだ。

（……それほどの大きさの森といえば、〈始原の大森林〉か？）

　と、レオニスは推測する。

　勇者レオニスの生まれた〈ログナス王国〉に近い場所だ。一〇〇〇年前は、神々の支配する領域であり、多くの〈精霊〉たちが住み処かとする森だった。

（とすると、〈帝都〉があるのは、ログナス王国の版図であった場所か……）

　頭の中で一〇〇〇年前の地図を描く。と──

「リーセリア、どうして貴女あなたがここにいますの？」

　少し高めの、よく通る声に、リーセリアが振り向く。

「……っ、フェンリス・エーデルリッツ！」

　腕組みして立っているのは、〈聖剣学院〉の制服を着た少女だった。

　お嬢様然とした優雅な物腰。やや険のある青い双そう眸ぼうが、リーセリアを睨にらんでいる。

　輝くプラチナブロンドの髪を軽くかきあげて、その少女は一歩を踏み出した。

　料理の皿を手にしたまま、二人の美少女が睨にらみ合う。

「わたしたちは、アルティリア王女殿下に招かれたの」

　リーセリアは凜りんとして言い返した。彼女にしては珍しく、強い口調だ。

「フェンリスこそ、どうしてここに？」

「わたくしは〈執行部〉会長の代理で来ましたの。まったく、先日の〈大狂騒スタンピード〉の影響で、〈執行部〉の仕事は山積みですのよ。暇なあなたたちと違って──」

「な、なんですって！」

　むっ、と相手を睨むリーセリア。

　と、感情が昂たかぶったせいだろう。白銀の髪が魔力を帯びてわずかに光る。

（……っ、〈吸血鬼の女王ヴアンパイア・クイーン〉の力が洩もれてる!?）

　レオニスはあわててリーセリアの袖を引くが、

「はいはい二人とも、喧けん嘩かはだめよ」

　そんな穏やかな声が仲裁に入る。

「せ、先輩!?」

　リーセリアはハッとして居ずまいを正した。

　フェンリスの背後から現れたエルフィーネは、苦笑を浮かべていた。

「エルフィーネさん？」

「ふふ、レオ君、こんばんは」

　エルフィーネはにこっと微笑ほほえむと、レオニスに小さく手を振った。

「す、すみません、エルフィーネ先輩……」

　憧れのエルフィーネを前に、しゅんとなるリーセリア。

　フェンリスのほうも、気まずそうにふいっと目を逸そらす。

「エルフィーネさんも来ていたんですね」

「ええ。先日の〈大狂騒〉の時のデータが欲しいと言われてね」

　彼女は肩をすくめて見せた。

　エルフィーネの〈聖剣〉──〈天眼の宝珠アイ・オヴ・ザ・ウイツチ〉は、この時代の魔導技術の最先端さえ超越した、超高性能な情報探査端末だ。そこに記録されたデータは、〈ヴォイド〉と戦う上で、値千金以上の価値があるだろう。

　しかし──

（それはマズイ、な……）

　レオニスは内心で焦あせる。彼女の〈天眼〉は、あの日、レオニスが〈ヴォイド〉の群れを掃討した場面を記録しているはずだ。

「あの──」

「大丈夫。フレニア孤児院に飛ばした〈天眼〉のデータは、隠しておくわ」

　エルフィーネは身を屈かがめると、レオニスの耳元で囁ささやいた。

「……助かります」

「そのかわり──」

　と、エルフィーネは言い添える。

「いつか、ちゃんと話してね、君のこと」

「……はい」

　レオニスが頷うなずくと、エルフィーネが膝を伸ばす。

　と──

　リーセリアと対たい峙じしていたお嬢様が、怪け訝げんそうにレオニスを見下ろした。

「ふうん、その子が、十八小隊に入った例の少年ですのね？」

「ええ……」

「申し遅れましたわ。わたくしは〈聖剣学院〉執行部のフェンリス・エーデルリッツ、以後お見知りおきを」

　言って、彼女はプラチナブロンドの髪をファサッとかきあげる。

「執行部？」

「〈管理局〉とは別の、学院生による統治組織よ」
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　エルフィーネが説明してくれた。……なるほど。

「十八小隊のレオニス・マグナスです」

　レオニスは礼儀正しく自己紹介する。

　そんなレオニスを、フェンリスはじーっと睨にらむようにして見つめると、

「レオニスさん、あなたは女子寮に同居しているそうですわね？」

「……ええと、はい」

　それは事実なので、素直に頷うなずく。

「リーセリアさん、彼を女子寮に住まわせるのは、いかがなものかと思いますわ」

「レ、レオ君はまだ子供なのよ」

　リーセリアがあわてて言った。

「彼も男の子ですのよ。成長すれば、夜の魔王にもなりかねませんわ」

「……～っ、レオ君はそんな子じゃないわ、そうよね？」

「え、ええ……」

　ドキッとしつつ、頷くレオニス。

　つい先ほど、プールでのリーセリアの水着姿にドキドキしたばかりだった。

「とにかく、風紀を乱すようなことがあれば、〈執行部〉が動きますわよ」

　そう言って、彼女はくるっと身をひるがえす。

　と、その立ち去り際──

「……そういえば、〈聖剣〉を授さずかったそうですわね」

　彼女は足を止め、振り返った。

「ま、一応……おめでとう、と言っておきますわ、リーセリア・クリスタリア」

「……え？　あ、ありがとう」

　拍子抜けしたように呟つぶやくリーセリア。

　フェンリスはふんとそっぽを向くと、足早に姿を消した。

「二人はお知り合いなんですか？」

「幼おさな馴な染じみよ。腐れ縁ね……」

　リーセリアはこめかみを押さえて言った。

　普段はお姉さんらしく振る舞っているので、子供っぽい態度をとる彼女は珍しい。

（……ふむ、俺にとっての〈竜王〉のようなものか）

　なんとなく、一〇〇〇年前の仇きゆう敵てきのことを、懐かしく思っていると──

「少年、モフモフ丸のお土産をこんなに手に入れたぞ」

　袖の下に料理を隠した咲さく耶やが、嬉うれしそうに報告しに来た。

「「──返してきなさい」」

　……もちろん、エルフィーネとリーセリアに怒られた。





　　　　◆






（……～っ、アルティリア王女は、まだ来ていないみたいですね）

　パーティーホールの外の通路で、レギーナはうろうろしていた。

　偽造した招待状は手に入れたものの、いざ扉の前まで来ると二の足を踏んでしまう。

　……〈聖剣学院〉の制服を着ていなければ、完全に不審者だった。

（夜会に出席したところで、言葉を交わせるわけじゃないですし……）

　レギーナが、とある理由により廃嫡され、クリスタリア公爵家に送られたとき、アルティリア王女はまだ生まれてもいなかった。

　妹は、レギーナの顔も声も知らないのだ。

（う、ううん、言葉を交わせなくても、近くで顔を見るだけで……）

　勇気を出して、もう一度パーティーホールに向かおうとした、その時である。

　レギーナの足もとを、真っ白な毛玉が、ものすごい速度で走り抜けていった。

「……な、なに!?」

　その毛玉は、淡い燐りん光こうを放ちながら、明滅を繰り返している。

「……あれは、〈精霊〉？」

　レギーナは眉をひそめた。

　フィレット社の〈人造精霊アーテイフイシヤル・エレメンタル〉ではない。

　都市では見ることのできない、〈始原の精霊ワイルド・エレメンタル〉だ。

（……って、ひょっとして、王家の〈カーバンクル〉ですか!?）

　レギーナは、その精霊の姿を、データアーカイブで見たことがあった。

　淡く光る白い体毛。額に嵌はめ込まれた真紅の宝石。

　……間違いない。

〈カーバンクル〉──オルティリーゼ家に伝わる、三大精霊の一体だ。

　王家の精霊が、どうして、こんな場所にいるのか──

（……ひょっとして、逃げ出した？）

　設置型の〈人造精霊〉ならばともかく、〈始原の精霊〉ならばあり得ることだ。

「捕まえたほうがいい、ですよね……」

　レギーナは誰にともなく呟つぶやいた。

　あれが逃げ出したのだとすれば、いまごろ王女の周辺は大慌てだろう。

　自発的に姿を隠した〈精霊〉が視みえる人間は、そう多くない。

　船の警備兵では、捕まえることはできないだろう。

　精霊を視ることができるのは、王家の血を引く、精霊使いの姫巫み女こだけだ。

（あの〈精霊〉を捕まえれば、アルティリア王女と話す切っ掛けに──）

　思い立った途端、レギーナはその後ろ姿を追っていた。

「……ま、待って……待ちなさい！」

　狙撃銃のスコープを覗のぞき込む時と同じように、〈眼め〉を集中させる。

　学院では、毎日のように基礎体力訓練をしている。持久力には自信があった。

　精霊の残す魔力の残ざん滓しを追い、上の階に続く階段を駆け上る。

　まっすぐな通路に出ると、明滅する〈カーバンクル〉の姿を捕捉した。

（……捕まえましたっ！）

　ツーテールの髪を揺らし、床を蹴ける。と──

　精霊の逃げる、その先。前方の曲がり角から、人影が現れた。

（……っ!?）

　軍服に身を包んだ、アルティリア王女の親衛隊だ。

〈カーバンクル〉は、その場に立ち止まる。そして──

　リイイイイイイイイイッ！

　と、威嚇するような鳴き声を発した。

（え……？）

　レギーナは妙な違和感を覚えた。

　王女の親衛隊が、何故こんなところにいるのだろう？

　それに、〈カーバンクル〉は、どうしてあんなにも警戒しているのか──

　現れた親衛隊の青年は、レギーナの顔を見て、眉を跳ね上げた。

「なんだ？　民間人どもは、夜会に集まってるんじゃないのか？」

　口もとに薄ら笑いを浮かべ、レギーナを見る。

　……王女の護衛にしては、明らかに様子がおかしい。

「あ、あの……」

　レギーナは警戒して、一歩うしろに下がった。

　青年は気にした様子もなく、ずんずん近付いてくる。

「ま、騒がれても面倒だ。始末しておくかね──」

　殺気が膨れ上がるのを、レギーナは感じた。

「──っ、アクティベート！」

　即座に〈聖剣〉を発現させる言葉を唱え──

　刹せつ那な。目の前の男の右腕に、巨大な〈爪〉が顕現する。

「……っ!?」

「〈魔剣〉──〈衝烈の爪[image: ]スラツシユ・フアング〉！」

　次の瞬間。レギーナの全身を衝撃が襲った。





　　　　◆






（……やはり、人の多い場所は息が詰まるな）

　夜会をこっそり抜け出したレオニスは、通路に出てため息をついた。

　華やかな場所は苦手だ。〈不死者の魔王〉が好むのは、〈死都ネクロゾア〉の地下霊れい廟びようのような、暗く静せい謐ひつな場所だった。

（──いや、人間だった頃も、人の多い場所は好きではなかったか）

　ホールの外の廊下は静まりかえっていた。

　レオニスは通路を進むと、昇降機に乗り込んだ。

　甲板に出て、少し外の風にあたりたい。

　……しかし、勝手に出てきたのはまずかっただろうか。

　と、上昇する昇降機の中で、そんなことを思う。

　また眷けん属ぞくを心配させてしまうかもしれない、そう考えたレオニスは、〈影の領域〉より、一体のスケルトン・サーヴァントを呼び出した。

　目の前でカタカタと組み上がるその骨に、第二階かい梯てい〈変身〉の魔術を付与する。

　すると、目の前の骨の兵士はたちまち、レオニスそっくりの姿に変身した。

〈不死者の魔王〉は、ときに数多あまたの戦場に同時に現れ、敵軍を混乱させた。

　その秘密は、なんのことはない、魔術で多くの影武者を作り出していたのだ。

　この魔術の欠点と言えば、影武者のパーソナリティが、素体にしたスケルトンの個性に影響されることだが、まあ、短時間なら問題ないだろう。

「夜会に戻れ。ただし余計なことはするな」

「──イエス・マイ・ロード」

　レオニスの命令に応え、骨の人形は恭しく頭を下げた。
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「……レオ君、どこへ行ったのかしら？」

　ジュースの入ったグラスを手に、リーセリアはホールを見回した。ミレットとリンゼの面倒をみていたら、いつのまにか、レオニスが姿を消していたのだ。

「セリア、どうしたの？」

「先輩、レオ君を見ませんでしたか？」

「外で休んでいるんじゃない？　人が多いし、疲れてしまったのかもね」

　エルフィーネは苦笑した。

「少し、過保護じゃない？」

「そ、そう、でしょうか……」

「猫とおなじで、あまり構い過ぎると離れていってしまうものよ」

　軽く肩に触れると、エルフィーネはまた別のテーブルのほうへと移る。

　リーセリアは、ちょっとショックを受けた。

（……やっぱり、過保護だったかな？）

　端末に付けた、猫のアクセサリが微かすかに揺れる。

（でも……）

　と、リーセリアは思う。

　なぜか、彼のことを放っておけない。

　それはレオニスが十歳の子供だからとか、そういうことじゃなくて──

　彼の〈眷けん属ぞく〉になったから、というのとも違う。

　だって、あの遺跡で、初めて彼を見た時からそうだった。

　なんだか、ずっと昔から彼のことを知っているような、そんな気がするのだ。

（どうしてかしら……）

　リーセリアは顔を上げた。

　と、ちょうど視線の先に、レオニスが歩いてくるのがみえた。

「あ、レオ君、どこに行ってたの？」

「人が多いのは苦手で、少し風にあたってきました」

「そう……」

　……エルフィーネ先輩の言う通りだったようだ。

「セリアさん──」

　と、レオニスは、リーセリアの顔をまじまじと見つめて、

「なに？」

「可愛かわいいですね」

「……～っ！」

　カアアッ、とリーセリアの顔が真っ赤になった。

「な、ななな、なにを言うの……！」

　あたふたする彼女を面白がるように、レオニスはくすっと微笑ほほえんだ。

「僕がいなくて寂しかったんでしょう？　本当に、可愛い人だ」

　ふっ、とキザな微笑みを浮かべるレオニス。

「レ、レオ君、急にどうしたの？」

　その態度と言動に、違和感を覚えるリーセリアだが、

「セリアさんを寂しがらせてしまうなんて、ああ、僕はなんて罪深い」

　レオニスは頭を抱え、演劇のように苦悩する。

「どうしよう、何か変なものを食べたんじゃ……」

　サラダに入っていたキノコがいけなかったのかもしれない。

　船医を呼ぶべきかと、リーセリアがあわてていると──

　突然、照明が消え、ホールは真っ暗な闇に包まれた。

「え──？」
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「……かっ……はっ──！」

　レギーナの身体からだは何度も床にバウンドし、壁に叩たたき付けられた。

　青白く輝く〈爪〉から放たれた、不可視の衝撃波。

　咄とつ嗟さに顕現させた〈聖剣〉でガードしていなければ、腹を抉えぐられていただろう。

（……っ、どうして……帝国の〈聖剣士〉が……？）

　激痛を堪こらえつつ、顕現させた〈竜撃爪銃ドラグ・ストライカー〉を手に立ち上がる。

　と、その時、彼女は初めて気付いた。

　目の前にいるのが、先ほどの親衛隊の青年ではないことに。

「……なっ!?」

　そこにいたのは、狼おおかみの顔をした──獣人だった。

　軍服の上着ははち切れ、人間よりもはるかに大きな巨きよ躯くが露あらわになる。

「チッ、〈魔剣〉を使うと、もう一つの〈魔剣〉の能力が消えちまうんだったな」

　舌打ちひとつして、獣人は右腕に現れた爪をぺろっと舐なめた。

　レギーナは混乱した。あの青白く輝く〈爪〉は、まさか──

（……獣人が、〈聖剣〉を使った!?）

　……ありえない。

〈聖剣〉は、人間種族が〈ヴォイド〉に対抗するため、星より授かった力のはずだ。

　獣人が〈聖剣〉の使い手になった例など、聞いたことがない。

（いいえ、いまはそれよりも──）

　レギーナは〈竜撃爪銃〉を素早く構えた。

　マスケット銃の姿をとる──聖剣〈ドラグ・ハウル〉の三番目の形態。

〈ドラグ・ハウル〉のモードの中では最も軽量で、小回りの利く武器だ。

「ふん、心臓を抉るつもりだったんだがな──」

　狼の獣人はニタリ、と笑うと、慎重に距離を詰めてくる。

（……戦う？　いえ、逃げて、応援を呼ぶべき──）

　レギーナの〈聖剣〉は、近距離での戦闘には不向きだ。

　彼女は銃を使った近接格闘技の訓練も受けているが、そもそも、獣人と人間とでは、基礎となる身体能力が違い過ぎる。

　それに、〈聖剣学院〉での戦闘訓練は、〈ヴォイド〉に対する集団戦闘を想定して行われるものだ。〈聖剣士〉どうしの模擬訓練はあるものの、本来の戦い方ではない。

「──おとなしく、死んどけよ！」

　獣人が〈爪〉を振り下ろした。

（また、あの衝撃波が来る──！）

　レギーナは床に身を投げた。

　ガガガガガッ──激しい破砕音がして、背後の壁が大きく削れる。

　受け身を取りつつ床を転がり、起き上がりざま、〈竜撃爪銃ドラグ・ストライカー〉を放つ。

　雷撃を纏まとう弾丸は、しかし、獣人の構えた〈爪〉で弾はじかれた。

「はっはぁ、そんなもんか、人間の〈聖剣〉の力ってのは！」

「……っ！」

　レギーナは〈竜撃爪銃〉を連射。牽制しつつ背後へ後退する。

　だが──

　ズウウウウウウウウウウウウンッ！

「なっ──！」

　彼女の足がぴたりと止まる。

　背後の隔壁が、退路を塞ぐように閉ざされたのだ。

「残念だったな。この船のコントロールは、俺たちの手中にあるんだよ」

「なん……ですって!?」

　──〈ハイペリオン〉のコントロールが奪われた？

　それはつまり──

（……アルティリア王女の身柄を拘束した、ということ？）

　レギーナは、足もとに寄ってきた精霊に目を落とした。

〈カーバンクル〉は、きっと、この連中から逃れて来たのだろう。

　精霊を守るように、レギーナは〈聖剣〉を構えた。

「くたばれっ！」

　咆ほう哮こうし、獣人が一気に距離を詰めてくる。

　突進と同時に、〈爪〉を大きく振り上げた。

「……っ!?」

　レギーナは銃を放った。

　が、弾丸は不可視の衝撃波に弾かれる。

　背後の壁を蹴けり、勘だけで横に飛んだ。はじけ飛んだ床の破片が頬ほおを擦過する。

　転がりながら、発砲。弾丸が獣人の肩口を抉えぐる。

　しかし、獣人の頑健な肉体には、致命傷を与えられない。

「ハッ、残念だったな、〈聖剣〉使い──」

　獣人の〈爪〉が、倒れこんだレギーナに振り下ろされる──

　と、その刹せつ那な。

　ズガアアアアアアアアアアアアンッ！

　激しい破壊音と共に──

　隔壁ごと、目の前の獣人が吹き飛ばされた。

「……は？」

　思わず、そんな間抜けな声を出し、レギーナは振り向く。

　大穴のあいた隔壁のその向こうに──

　大きな杖つえを構えた少年の姿があった。

「……えっと、レギーナさん、なにしてるんですか？」
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「──くくく、動くなよォ。死にたくなけりゃあなァ！」

　扉を閉ざされた、パーティーホール。

　ホールスタッフと料理人、招かれた市民の代表、そしてリーセリアたちを含めた総勢三十六人は、ホールの中央に座らされていた。

　人質の周囲を囲うのは、軍服を着た王女の親衛隊だ。

　男たちの手並みは鮮やかだった。照明が消えた一瞬の隙を突き、市民の人質を確保。喉元に刃やいばを突き付けて、戦闘能力のある学院生の反撃を封じてしまった。

　ティセラ、ミレット、リンゼ、そして、レオニス──

　子供たちは、少し離れたホールの隅に隔離されている。少しでも妙な動きをすれば、躊ちゆう躇ちよなく人質を殺す──と、彼らはそう宣言した。

　リーセリアたちは従うよりほかない。

（……一体、何が起きているの!?）

　リーセリアは隣のエルフィーネに視線を送るが、頼りになる先輩も、いまは無言で首を横に振るだけだ。

　孤児院の子供たちはひどく怯おびえていた。お転婆のミレットもだ。だが、レオニスだけはなぜか、首に刃を突き付けられながらも、悠々とした態度をとっている。

（レオ君、どうしてそんなに余裕なのよ）

　焦あせるリーセリアに対し、密ひそかにウィンクまでしてみせる余裕っぷりだ。

「せ、説明しろ！　なぜ親衛隊がこんなことをする！」

〈第〇七戦術都市セヴンス・アサルト・ガーデン〉で、評議員を務める壮年の男が叫んだ。

「くく、親衛隊ねえ？」

　青年の一人が嘲笑を浮かべると、自身の顔をベリベリと剥はがした。

「なに!?」

　評議員の男が動揺の声を上げる。

　剥はがれた顔の下より現れたのは──

　大きく裂けた口を持つ、狼おおかみの顔だった。

「じ、人じん狼ろう族だと!?」

「どういうこと、ですの……？」

　執行部のフェンリス・エーデルリッツが目を見開く。

「くく、これが俺様の〈聖剣〉──〈フェイス・スティール〉だ」

「〈聖剣〉ですって？　人類以外の種族が〈聖剣〉を授かるはずがありませんわ！」

　フェンリスは叫んだ。

「驚いたかよ。ああ、そうだろうな。これは〈女神〉様から俺たちに賜った恩おん寵ちようだ。〈聖剣〉の力は、お前たちだけの特権じゃあ、なくなったってわけさ」

（……女神？）

　と、リーセリアは聞き咎とがめるが──

　人狼族の男は愉快そうに嗤わらい、学院生の面々を見回した。

「さて、武器を捨てろ──つっても、お前たち〈聖剣士〉には意味がねぇよなぁ」

　それから、後ろを振り返る。

「おい、ジャクト──」

「わかって……いる……」

　背後の騎士が頷うなずき、彼もその顔を剥がした。

　頭部に入れ墨を施した、エルフ族の老人の顔が現れる。

　その身体からだも、みるみるうちに老人のものへと変化した。

「魔剣起動アクテイベート──〈破烈の果実ボム・アツプル〉」

　老人が呟つぶやくと、しわがれたその手に、林りん檎ごのような果実が出現した。

　禍まが々まがしい瘴しよう気きを纏まとった、黒い果実。

　老人は、人質の輪の中心に、その果実を放り投げる。

「な、なんですの、これは？」

　フェンリスが気丈な声で言った。

「瘴気の……爆弾だ。お前たちが〈聖剣〉を、使えば……爆発、する」

「……っ!?」

　リーセリアたちは、思わず息を呑のんだ。

「あ、あなたちの目的は、なんですの？」

　人狼の男がニタリと笑った。

「俺たちは、〈王おう狼ろう派は〉のメンバーだ」

「……反帝国を掲げるテロリスト、ですわね」

〈王狼派〉──その名前は、リーセリアも知っている。

　獣人の中でも反帝国勢力の多い、〈シャマル氏族〉を中心とした一派で、亜人差別の撤廃と〈人類統合帝国〉の支配に対する抵抗を主張し、〈帝都〉で二〇〇人を超える死傷者を出したテロ事件を引き起こした。

（たしか、指導者のバステア・コロッサフは、姿を隠したと聞いたけど──）

「俺たちは〈帝国〉と交渉する。この〈ハイペリオン〉とアルティリア第四王女の身柄、お前達の命と引き換えに、収監された仲間の解放を要求するってわけだ」

「帝国は、テロリストとの交渉には応じませんわ」

「くく、さて、どうかな？」

　人じん狼ろう族の男はニタニタと笑った。

　リーセリアは唇を噛かんだ。

（……っ、外部との通信は遮断されているわね）

　おそらく、ジャミングをかけているのだろう。

〈聖剣学院〉の管理局も、まだこの事態を把握していないに違いない。

「エルフィーネ先輩……」

「大丈夫。いまは機を窺うかがいましょう」

　エルフィーネは小声で囁ささやくと、リーセリアの手を握った。
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「それで、一体、何が起きているんですか？」

　昏こん倒とうした獣人を〈影〉で縛り上げたレオニスは、レギーナに訊たずねた。

　ホールを出て、甲板に出ようとしたところ、突然、通路の隔壁が降りはじめ、レオニスは閉じ込められてしまったのだ。しかたなく、隔壁を〈爆裂咒じゆ文もん〉で破壊しつつ進んでいたところ、この獣人と交戦中のレギーナと遭遇した、というわけだった。

「わたしにも、なにがなんだかわかりません。──って、この隔壁、〈魔鋼〉製の軍用隔壁なんですけど、どうやって壊したんです？」

　と、不審そうに眉をひそめるレギーナ。

「こ、この獣人は、何者なんでしょう？」

　ごまかすように目を逸そらし、レオニスは縛り上げた獣人に目を移した。

　レギーナは手もとの端末に指先で叩たたき、

「おそらく、反帝国のテロリスト、〈王おう狼ろう派は〉の残存メンバーだと思います。指名手配中で、認証の一致する顔がデータベースにありました」

　端末の画面を見せてくる。

　──その顔は確かに、この獣人のもののようだ。

「どうやって潜入したんでしょう？」

　レオニスやシャーリなら、〈影の回廊〉を渡って侵入することもできるだろうが、人じん狼ろう風情ふぜいが、そんな高位魔術を扱えるとは思えない。

「〈ヴォイド〉の襲撃に乗じて潜り込んだのかと。それに、この獣人、王女殿下の親衛隊の姿に化けていました」

「変装していたと？」

「いえ、そんなものじゃないです」

　レギーナは首を横に振った。

「あれは、間違いなく異能の力──〈聖剣〉の力でした」

「聖剣？」

　レオニスは首を傾かしげた。

「たしか、〈聖剣〉の力を使えるのは、人類だけ、なんですよね」

「ええ。獣人が〈聖剣〉を使うなんて聞いたことがありません」

　レギーナは昏こん倒とうした獣人に目を移した。

「この人狼は〈聖剣〉ではなく、〈魔剣〉と呼んでいました」

「……〈魔剣〉？」

　その言葉に、レオニスはひっかかりを覚えた。

〈聖剣〉に対する〈魔剣〉。ただの言葉遊びか、それとも何か意味が──？

　その時、ミシミシッと軋きしむような音がして、足もとの床が大きく揺れた。

「……船が、動き出した？」

　レギーナがハッと顔を上げた。
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〈ハイペリオン〉──中央管制室メイン・ブリツジ。

「船内の全隔壁を閉鎖しました。これでいいのですね？」

　唇を真っ白になるまで噛かみしめ、アルティリアは震える声で言った。

　彼女の腕には、禍まが々まがしい蛇の姿の〈人造精霊アーテイフイシヤル・エレメンタル〉が絡み付いている。未知の精霊とリンクするおぞましい感覚に、少女の肌は粟あわ立だった。

（……こんなものを生み出すなんて）

〈人造精霊〉の創造は、王家と〈フィレット社〉の秘匿する独占技術だ。まして〈ハイペリオン〉に干渉出来る精霊など、ただのテロリストに用意できるようなものではない。

「ふふ、上出来ですわぁ。さすがは始祖の三王家の血を引く王女様」

　妖艶なダークエルフの女、シャルナークが赤い舌をぺろっと出して嗤わらった。

「……っ！」

　アルティリアは気丈な態度で彼女を睨にらんだ。

　だが、逆らうことはできない。管制室のクルーたちの首筋には、テロリストの刃やいばが突き付けられているのだ。

　少しでも命令を違たがえれば、彼らは躊躇ためらいなく人質を殺すだろう。

「こんなことをしても、帝国は交渉に応じませんよ」

「それはどうかな」

　頭目のバステア・コロッサフが酷薄に笑った。

「王女殿下の身柄と人質、それにこの戦艦だ。同志の釈放と引き換えにするには、そう悪い取り引きではないと思うがな」

　彼は獰どう猛もうな笑みを浮かべると、その大きな手で王女の喉を掴つかんだ。

「……っ、あ……ぐ、う……！」

　獅し子しの爪が食いこみ、激痛が走る。

「──王女殿下！」

　クルーの間で悲鳴のような声が上がった。

「俺はすぐにでも貴様の喉笛を引き裂きたいんだが、今は生かしておいてやる」

　獅子の苛烈な目には、〈帝国〉と王家に対する深い憎悪の光があった。

「ふふ、だめよ。そのお姫様は〈女神〉様がご所望なのだから」

「ふん……」

　バステアが手を離すと、アルティリアの小柄な身体からだは床に落下した。

「けほっ、けほっ……」

　──と、その時だ。オペレーターが青ざめた顔で叫んだ。

「し、針路上に夥おびただしい数の生体反応を確認──」

「〈ヴォイド〉の〈暗礁〉か。回避して、北東にあるカルスズ島へ向かえ。潜伏している仲間と合流して、物資と人員を補給する」

「……わ、わかりました」

　オペレーターが頷うなずく。

　しかし──

「あら、それは困るわねぇ──」

「なに？」

　シャルナークの発した言葉に、バステアが怪け訝げんそうに振り向く。

「針路はこのままよ。〈ヴォイド〉の〈暗礁〉に突っ込みなさい」

「馬鹿な！」

　バステアが叫んだ。

「魔女め、正気か！　〈暗礁〉に入れば、船ごと〈ヴォイド〉に呑のまれるぞ」

「──ええ。それでいいのよ」

「な、んだと……」

　シャルナークは恍こう惚こつとした表情で、手にした漆しつ黒こくの魔剣の刃やいばを舐なめた。

　その真紅の瞳は、狂喜の色を宿している。

「……っ、貴様、まさか〈破滅教団アポカリプト〉の司祭──」

「あらあら、あんな自殺教徒どもと一緒にしないでくださる？」

「正体を現したな、ダークエルフの魔女め！」

　咆ほう哮こうするように叫び、バステア・コロッサフは〈魔剣〉を起動した。

　そのたくましい腕に、紅ぐ蓮れんの焔ほのおを纏まとう大剣が出現する。

「ふふ、救いがたいお馬鹿さんね──」

　シャルナークが嘲あざ笑わらい、漆黒の魔剣をくるりと閃ひらめかせた。

　その瞬間──

　バステアの手にした〈魔剣〉の炎が暴走したように荒れ狂い、彼自身を呑み込んだ。

「ぐっ……がああああああああああっ！」

「わたくしの与えた〈魔剣〉で、わたくしを殺そうとするなんて」

　紅蓮の炎に包まれた獣人を見下ろして、シャルナークはくすくすと微笑ほほえむ。

「お、のれ……魔女めがああああああ！」

「バステア・コロッサフ、あなたはもういらない。あなたの可愛かわいい部下たちは、わたくしがいただくわ」

〈魔剣〉の生み出した炎に呑まれ、その場で灰となるバステア。

　頭目が殺されたというのに、配下の獣人たちに動じた様子はない。

　クルーに刃を突き付けたまま、まるで人形のように、表情一つ動かさない。

「……」

　アルティリアは息を呑み、シャルナークを睨にらんだ。

　目の前で、仲間をあっけなく殺した女は、愉悦に満ちた微笑を浮かべている。

　無論、彼女はアルティリアを助けたわけではあるまい。

　このダークエルフの女からは、バステアなどよりも遙はるかに邪悪な匂いを感じる。

「ふふ、さて王女様──」

　燃え尽きた灰を踏みつけて、シャルナークは振り向いた。

「聞いておりましたでしょう？　船はこのまま直進、ですわ」

「……お、お断りします」

　アルティリアは必死の勇気を振り絞って、言った。

〈暗礁〉に入れば、この船は〈ヴォイド〉の群れに呑み込まれる。

　たとえクルーを人質に取られても、そんな要求に応じるわけにはいかない。

「あら、困ったわねえ」

　まるで困った様子もなく、シャルナークは小首を傾かしげた。

「な、なんのために、そんなことを……？」

「ふふ、それはね、より多くの〈魔剣〉を生み出すため──」

「魔剣……？」

「そう、〈魔剣〉を生み出すには、〈聖剣〉を穢けがすことが必要なのですわ。すなわち、虚無の瘴しよう気きに侵された〈聖剣士〉こそが、〈女神〉に相応ふさわしい贄にえとなる──」

（……な、なにを言っているの？）

　ぶつぶつと呟つぶやくシャルナークに、アルティリアは心底恐怖した。

　……この人は、言葉の通じる相手じゃない。

「……っ、わたしは帝国の王女、たとえ殺されても、言いなりにはなりません！」

「そう？　残念ですわ。けれど、あなたの意志は関係ありませんの」

　シャルナークが、聞き慣れない呪文のような言葉を唱えた。

　その途端、アルティリアの腕に絡み付く蛇の〈人造精霊〉が激しく蠢うごめく。

　頭の中を駆けめぐる、情報の奔流。意識が真っ白に塗り潰つぶされる。

「い、や、いやああ、あああああああああああっ……！」

「さあ、贄を捧ささげましょう、偉大なる〈女神〉の来訪のために！」

　シャルナークの狂笑が響き渡った。
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「……船が動いている？」

　と、レオニスは眉をひそめた。

　足もとの床が大きく揺れ、激しい震動が襲ってくる。

　通路には窓がないので、体感でしかわからないが、ものすごいスピードで〈第〇七戦術都市セヴンス・アサルト・ガーデン〉を離れていることは間違いない。

「おそらく、連中に船の中枢が乗っ取られました」

　レギーナが焦あせりを浮かべた表情で言った。

「王女殿下の身柄を押さえて、無む理り矢や理り従わせているのかと──」

「王女を？」

　レオニスは訊きき返す。

　船を動かす事と王女の身柄を押さえることに、なにか関係があるのだろうか──？

「王家の人間は、精霊使いの姫巫み女ことしての力を宿しているので、この船の基幹システムに利用されている、〈人造精霊アーテイフイシヤル・エレメンタル〉を、全て統括することができるんです」

「なるほど。彼女はこの〈ハイペリオン〉そのもの、というわけですか──」

　生きた魔術師を中枢に据え、巨大な機構を手足のように使えるようにした兵器は、レオニスの時代にも存在した。いわゆる〈機動型要塞〉と呼ばれるものだ。

　なので、その設計思想は理解できる。

〈ハイペリオン〉は、中枢がいなくても動かすことのできる設計なのだろうが、マスターである王家の人間が統括した時こそ、真価を発揮する兵器なのだろう。

　あるいは、この〈第〇七戦術都市〉への来訪も、王女と〈ハイペリオン〉の試験運用を兼ねたものなのかもしれんな、とレオニスは思う。

「ええ。でも──」

　と、レギーナは、先ほどから懐に抱いているものに目を落とした。

　額に赤い宝石が嵌はめ込まれた、白いふわふわの毛玉。

　王女の〈始原の精霊ワイルド・エレメンタル〉だ。

「王女殿下とはいえ、船の制御系への干渉は、王家の精霊である〈カーバンクル〉を介さなければ、出来ないはずなんですけど……」

　むむ、と考え込むように唸うなるレギーナ。

「レギーナさん、王家の精霊に妙に詳しいですね」

　と、レオニスはそんな疑問を口にする。

「そ、そそ、そんなことはないです。これくらい普通ですよ、普通」

　レギーナは露骨に目を逸そらした。

「えっと……少年、飴あめを食べますか？」

「……」

　制服の内ポケットから飴を取り出す彼女を、レオニスは半眼で眺めた。

「レギーナさん、さては嘘うそが苦手ですね？」

「うう……」

　レギーナは観念したように、小さくため息をつくと、

「……しかたありませんね。まあ、こんな状況ですし」

　レオニスの前に屈かがみ込んだ。

「秘密ですよ。誰にも言っちゃだめです」

　レオニスはこくりと頷うなずく。

「アルティリア王女殿下は、私の妹なんです」

「……妹!?　それじゃあ──」

「ええ。私の本当の名は、レギーナ・レイ・オルティリーゼ」

　と、彼女はその名前を口にした。

「オルティリーゼ王家の第四王女──でした」
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　──一五年前。

　彼女が産まれたその日、空には不吉の星が出たという。

　紅あかく輝くその星は、古来より不吉の象徴とされ、その星の出る日に生まれた王家の子供は、殺すか、山の修道院に生涯監禁するのが〈人類教会〉の掟おきてだった。

　しかし、それに憤慨したリーセリアの祖父、クリスタリア公爵が、公爵家の権威を背景に、彼女を引き取ったのだという。

（──不吉の星、か。この時代にも、そのような迷信はあるのだな）

　と、レオニスは呆あきれたように呟つぶやく。

　それにしても──

　よく見れば、王女にはたしかにレギーナの面影があった。

　輝く美しい金髪。大きな翡ひ翠すい色の瞳など、言われてみればそっくりだ。

「それじゃあレギーナさんは、妹に会うためにこの船に？」

　ええ、とレギーナは頷き、

「埠ふ頭とうで、遠目に姿を見ることができれば──って思ったんですけどね」

　少し寂しそうに微笑ほほえんだ。

「図書館で〈精霊〉をコントロールできたのも、そういうわけなんです。専門の訓練を受けたわけじゃないので、妹ほどではないですけど」

　精霊使いの力を継承した、王家の血というわけか。

　レオニスがなるほど、と納得していると──

　レギーナが翡ひ翠すい色の瞳をパチパチさせて、レオニスを見つめた。

「……えっと、驚かないんですか？」

「妹さんがいたことですか？」

「いえ、私が王家の人間だって──」

「ああ」

　確かに、普通は驚くものなのかもしれんな、とレオニスは思う。

　ただ、〈六英雄〉の勇者であった頃も、〈不死者の魔王〉であった頃も、王族や元王族の知り合いは山ほどいたので、とくに驚くほどの情報ではない。

　見た目こそ黒こく狼ろうだが、終生の友たることを誓ったブラッカス・シャドウプリンスも、歴とした〈影の王国レルム・オヴ・シヤドウ〉の王子だ。

「ともかく、レギーナさんがここにいる事情はわかりました」

　と、レオニスは、縛り上げて転がした獣人のほうに目を移した。

「それで、連中の目的は、なんなんでしょう？」

「わかりませんけど、この船を人質に、〈帝国〉と交渉するつもりなのでは？」

「はあ……」

　……つまらぬことを考えるものだ、とレオニスは思う。

　一〇〇〇年前も、このようなことをする輩やからは絶えなかった。〈魔王軍〉の脅威が迫っている時でさえ、人間たちは王国内で内紛を繰り返していた。

（……そのおかげで、難攻不落の王国も容易たやすく制圧できたわけだが）

　レギーナは耳のイヤリングに触れ、通信端末を起動した。

「お嬢様と繋つながりません。これは、夜会のホールも制圧されていますね」

「そうでしょうね」

　ホールには、〈聖剣学院〉の学院生が何人もいる。

　当然、真っ先に押さえて人質にしているはずだ。

「学院の管理局も、まだ事態を把握していないかと」

「自由に動けるのは、僕たちだけということですね」

　王女の身柄が奪われた以上、親衛隊と船のクルーは、殺されたか、どこかにまとめて監禁されていると見るべきだろう。

　だが、レオニスとレギーナは、まだ存在を把握されていない。レギーナは不正に乗船したようだし、レオニスに至ってはホールにもう一人いる。

　この状況で、自由に動き回れる人間がいることなど想定していないはずだ。

（それにしても、舐なめた真ま似ねをしてくれたものだ）

　レオニスは不敵に笑った。

　魔王の〈王国〉に手を出せばどうなるか、連中は身を以もつて知ることになるだろう。

　それに──

（……〈魔剣〉か）

　転生したレオニスにとって最大の謎が、人類に目覚めた〈聖剣〉の力だ。

　何者かが、人類以外の種族にも、その力を与えることができるのだとすれば──

（……捕らえて、その秘密を手に入れてやる）

　レオニスは魔ま杖じようを手に立ち上がった。

「レギーナさん、王女殿下を奪還しましょう」

「ええ」

　レギーナはこくっと頷うなずく。

「けど、ホールのほうは──」

　と、彼女は唇を噛かんだ。

　リーセリアのことが心配なのだろう。

　二手に分かれる、もしくは先にホールを奪還し、リーセリアたちと共にブリッジを奪還するという手段も考えられる、が──

（それは懸命ではないな……）

　と、レオニスは首を振る。

「先にブリッジを制圧している連中を奇襲して、王女を奪還したほうが確実です」

　理由は二つあります、とレオニスは言った。

　まず、人質の多数いるホールのほうが、賊の戦力が多いであろうこと。

　先に船のコントロールを奪い返してしまえば、ホールの奪還は容易であるし、不利を悟った賊の降伏が期待できること。

「逆にホールを先に奪還すれば、船を乗っ取った連中に、情報と時間のアドバンテージを与えてしまうでしょうね」

「……わかりました」

　納得して、頷くレギーナ。

　無論、今の説明は建前で、レオニスには三つ目の本当の理由があった。

　圧倒的な力でホールを制圧することは簡単だが──

（……堂々と魔王の力を見せるわけにはいかぬしな）

「それじゃ、急ぎましょう──」

　レギーナが〈聖剣〉を手に立ち上がった。

「ブリッジの場所はわかるんですか？」

「この子が案内してくれます」

　レギーナは、足もとの〈カーバンクル〉に視線を落とした。

　なるほど、とレオニスは納得するが、

「随分、レギーナさんに懐いてますね。王家の精霊なのに」

「少年とおなじですね」

「僕はレギーナさんにはあまり懐いてませんよ」

「うー、ちょっとショックです」

　レギーナのツーテールの髪がしゅんと萎しおれる。

「冗談ですよ」

　割と本気でショックを受けた様子なので、あわててフォローしておく。

　レオニスは肩をすくめると、〈念話〉の呪文を唱えた。

『シャーリよ』

『はい、魔王様──』

『階下のパーティーホールに向かえ。俺の眷けん属ぞく、〈王国〉の民に危害が及びかねない場合は、敵の殺傷を許可する』

『──承りました、魔王様』

　落ち着いた、冷徹な声が返ってきた。メイドとしてはポンコツだが、暗殺者であるシャーリの能力を、レオニスは信頼している。ブラッカスも呼び出したいところだが、船が海に出てしまった以上、〈影の回廊〉を使うことはできない。

（……やはり、俺も過保護だな）

　と、レオニスは苦笑した。
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（……船はどこに向かっているの？）

　ホールの床が激しく揺れている。かなりの船速を出しているようだ。

　リーセリアは不安げに周囲を見回した。

　両手は頑丈なロープで後ろ手に束縛されている。〈聖剣〉を顕現させれば、人質の輪の中心に置かれた〈果実〉が反応し、爆発するだろう。その威力は推し量るしかないが、少なくとも、中心のそばにいる学院生たちは死ぬことになるだろう。

（レオ君……）

　リーセリアは、離れた場所に囚とらわれた子供達に視線を送る。

　ミレットとリンゼは泣きじゃくっていた。ティセラは二人の背中を優しく撫なでているが、彼女自身も泣き出しそうだった。気丈に振る舞っているのは、二人よりもお姉さんなのだから、しっかりしなくては、という気持ちがあるのだろう。

　レオニスは──

　と、リーセリアの視線に気付いたのか、レオニスと目が合った。

　レオニスはふっと微笑ほほえみ、なんだか余裕の表情だ。

（……～っ、も、もう、心配してるのに）

　と、リーセリアは頬ほおを膨らませる。

　そんなレオニスはともかく、ティセラたちはもう限界だ。

「おい、泣くな。うるせえ！」

　泣きじゃくるミレットの髪を、獣人の一人が乱暴に掴つかんだ。

「……ちょっと、やめて！」

　リーセリアは思わず、立ち上がる。

「ああ？」

「お願い。子供たちは離してあげて──」

「だめに決まってんだろ」

　人じん狼ろう族のゲルズがニタニタ笑みを浮かべた。

　リーセリアの前まで来ると、〈魔剣〉の刃やいばをうなじにあてがう。

「……っ！」

　白銀の髪がはらりと地面に落ちる。

「お、おやめなさいっ！」

　フェンリスが鋭い声を上げた。

「俺も人間の女は嫌いじゃねえ。少し教育が必要かなぁ、美人さんよ？」

　爪の先が、リーセリアの制服のボタンに触れた。

　そのまま、引きちぎろうとして──

　ガシャン、となにかの割れる音がした。

「なんだぁ!?」

　邪魔されたゲルズが怒鳴り声を上げる。

　リーセリアが振り向くと、

「ああ、すまない。皿を落として割ってしまった」

　座り込んだ咲さく耶やが、フォークで魚料理を食べていた。

「て、てめえ、なにしてやがる！　ロープはどうした？」

「ナイフで切ったよ。食事の邪魔だったからね」

　平然と言って、咲耶は魚料理を一切れ、口に含んだ。

　……先ほど、袖の中に隠していた料理だろう。

「な、舐なめてるのか、てめえ！」

　見張り役の獣人が咲さく耶やの腕を掴つかんだ、その途端──

　獣人はビクッと震えて後あと退ずさった。

「おい、どうした？」

「……っ、こ、この娘、〈桜おう蘭らん〉の剣士だ……！」

「ああ？　なんだそりゃ？」

「〈ヴォイド〉の〈大狂騒スタンピード〉に故国を滅ぼされた、剣客の集団だ。その時の〈統率体ヴオイド・ロード〉に復ふく讐しゆうするために、〈ヴォイド〉を狩り回ってる、イカレた連中だぜ」

「……」

　咲耶は魚料理を食べおえると、おとなしく両腕を差し出した。

「どうした？　縛らないのか？」

「……っ、妙な真ま似ねはするんじゃねえぞ」

　獣人は恐る恐る、咲耶の腕をロープで縛る。

「ちっ、興きよう醒ざめだ」

　ゲルズはリーセリアを突き飛ばすと、ティセラたちのほうへ戻った。

（……咲耶、助かったわ）

　後輩の少女に黙礼すると、咲耶は気にするなと首を横に振る。

　リーセリアはその場に座った。

　と──

「……あの爆弾を無効化するわ」

　耳元でエルフィーネの囁ささやく声が聞こえた。

「……!?」

　……どうやって、とリーセリアは目で訊たずねる。

　エルフィーネは視線を斜め上に動かした。

　と、リーセリアは発見する。

　ホールを照らす魔光灯のライトの中に、淡く輝く〈宝珠〉が一つ隠れていた。

（……先輩、いつのまに！）

　おそらく、テロリストがなだれ込んでくる直前。ホールの明かりが消えた時に、なにか予感を覚えて、〈天眼の宝珠アイ・オヴ・ザ・ウイツチ〉を起動したのだろう。

（──あの一瞬で、そんなことができるなんて）

　ライトの明かりに隠れた〈宝珠〉は、まだ敵に気付かれていない。

「いま、爆弾の能力を解析しているわ」

　エルフィーネは言った。

　ヴォイドの戦術解析だけでなく、〈聖剣〉の解析は彼女の専門だ。

　本来は、〈聖剣〉の力を引き出すアドバイスをするための能力だが、小隊同士の訓練試合においては、弱点を見破るための力となる。

（先輩が〈爆弾〉を無力化することができれば──）

　不意を打ち、テロリストを制圧できるかもしれない。

（けど、どうすれば……）

　リーセリアは冷静に、打開策を考える。

　彼女が〈聖剣〉を使う徴候を見せた途端、連中は〈爆弾〉を起動するだろう。

（……それじゃあ、〈聖剣〉の力じゃなければ？）

　リーセリアはハッとした。
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　……非常灯の灯ともる、ほぼ真っ暗な通路の真ん中で。

　メイド姿の少女は、神妙な顔で立ち尽くした。

「……ここは、どこでしょう？」

　首を傾かしげつつ呟つぶやくも、その疑問に答える声はない。

〈魔王〉の懐ふところ刀がたなと呼ばれた〈影の王国レルム・オヴ・シヤドウ〉の暗殺者は──

　致命的なまでに方向音痴だった。

　街中ならいざ知らず、同じような通路、区画がいくつもあるこの船は、シャーリにとっては〈迷い〉の呪じゆ詛そのかかった迷宮も同然だ。まして、通路の多くが隔壁に閉ざされている状況では、最も早はやどちらの方向に進んでいるのかさえわからない。

（このままでは、魔王様に怒られてしまいます！）

　シャーリは影の鞭むちを一いつ閃せん、金属の隔壁をバラバラに斬り裂いた。

　あまり船内を破壊するなと言い含められているが、しかたない。

「と、とにかく、一度広い場所へ出ましょう──」

　シャーリは、パーティーホールとは反対の方向へ走り出した。
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　唇を噛かんで零こぼれた血が、足もとの床に滴したたった。

　その血は、絨じゆう毯たんに染みこむことなく、微かすかに震動している。

（細く鋭い鞭のような、刃やいばのイメージ──）

　リーセリアは目を閉じて、身体からだを循環する魔力に意識を集中する。

　血は細く伸びて──ピアノ線よりも細い刃となった。

　血の刃は絨じゆう毯たんの中を這はい、〈破裂の果実〉を設置した老人に音もなく忍び寄る。

　──気付かれることはない。

　この場に魔力を操る〈吸血鬼ヴアンパイア〉がいようなどとは、想像さえできないだろう。

『──解析完了。反応型ではなく、魔力を飛ばして起爆するタイプね』

　エルフィーネの声が耳じ朶だを微かすかに震わせた。

『〈宝珠〉一つで無力化するのは無理だけど、指向性の魔力をパルスで妨害して、爆発を遅延させることは可能よ。半秒……いいえ、一秒──』

　その一秒の隙──爆弾が起爆するより先に、一瞬で使い手を倒す。

　集中を崩すことが出来れば、設置型の〈聖剣〉は消滅するはずだ。

　──失敗すれば、学院生の何人かが死ぬ。

　目を閉じたリーセリアの額に、冷たい汗が滲にじんだ。

　……失敗は許されない。決して気付かれるわけにはいかない。

　その時だ。

「おい、なにをしている!?」

　人じん狼ろうのゲルズが鋭い声を発した。

（……気付かれた!?）

　ぞわり、と全身に悪寒が走る。

　否いな、違った。人質のレオニスが、おもむろに立ち上がったのだ。

（……って、レオ君!?）

　リーセリアは思わず、目を見開く。

　魔力への集中がわずかに乱れ、血の刃が微かに震えた。

　あわてて集中を戻し、元の刃の形に戻す。

（……な、なにをしているの？）

「このガキ、勝手に動くなと言っただろーが」

「退屈なんですよ。それに、我が主あるじの魔術がそろそろ消えそうなので」

「……っ、なにわけのわかんねえこと言ってやがる！」

　ゲルズがレオニスの襟首を掴つかんで持ち上げた。

「……っ、レオお兄ちゃん！」

　ティセラが悲鳴を上げる。

　だが、レオニスは余裕の表情で肩をすくめてみせた。

「ガキが、あまり舐なめるなよ？」

　ゲルズはレオニスの首筋に〈魔剣〉の刃を宛がった。

「クク、てめえの顔なんざ欲しくねえがなあ」

「ゲルズ、あの女が、〈聖剣士〉の人質は無闇に殺すなと──」

「知るか。ガキの一匹、バラしたってかまわねえだろ！」

　ニヤリと狼おおかみの口を開け、舌舐なめずりする。

　と、その瞬間。

　レオニスの姿がぐにゃりと歪ゆがみ、カタカタと笑う骸がい骨こつが正体を現した。

「……な、なんだと!?」

　驚いて、思わず手を離すゲルズ。

　だが、その腕を、今度は逆にレオニスが──レオニスだったものが掴つかんだ。

　骸骨の全身が青白い魔力の光に包まれる。

「……っ!?」

「我が主あるじの敵を排除──起動〈自爆咒文メルゲスト〉」

　ドオオオオオオオオオンッ！

　爆発。ゲルズの身体からだが吹き飛んだ。

「……っ、レオ君!?」

　──一体、何が起きたのか。

　闇の瘴しよう気きのような煙が一気に立ちこめ、視界を奪う。

「──セリア！」

　エルフィーネが叫んだ。

　リーセリアはハッとして、床を這はう血の刃やいばに魔力を込める。

「──貴様あっ！」

　エルフの老人が指先から魔力を飛ばし、〈破裂の果実ボム・アツプル〉を起動する。

　が、即座に爆発するはずであったそれに、ほんの一秒の誤差が生まれる。

〈天眼の宝珠アイ・オヴ・ザ・ウイツチ〉の放つ、強力なジャミングが、その起動を一瞬だけ阻んだのだ。

　その刹せつ那なの空隙に──

　ヒュッ、と血の刃が鞭むちの如ごとく躍り、エルフの右腕を斬り裂く。

「あ、あああああああああっ!?」

　激しく血がほとばしった。

　使い手の意志を失った〈破裂の果実〉は、光の粒子となって消滅する。

「く、くそっ、殺せっ！」

　獣人どもが反応し、手近な人質に爪を突き立てようとするが──

　ヂィンッ──と、雷光が閃ひらめく。

「──遅いよ」

　刀の〈聖剣〉──〈雷らい切きり丸まる〉を手にした咲さく耶やが、一瞬で二人の獣人を昏こん倒とうさせた。

　腕を縛るロープは、〈聖剣〉の起動と同時に斬ったようだ。

「て、撤退だ──！」

　形成の逆転を悟ったテロリストたちが、ホールの扉めがけて殺到する。

　だが──

「〈聖剣〉アクティベート──〈魔氷の群狼フロスト・ウルフ〉！」

　フェンリスの解き放った、七頭の氷ひよう狼ろうの群れが、次々と背後から襲いかかる。

　逃走を図ろうとした獣人たちは、たちまち氷漬けにされてしまう。

　ホールを占拠したテロリストたちは、あっという間に制圧された。
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「……レオ君!?」

　リーセリアはバラバラに砕け散った、レオニスの残骸に駆け寄った。

　骨は床のあちこちに散らばり、欠けた頭蓋骨はカタカタと音を立てている。

「レ、レオ君……そ……んな……！」

　骨の残骸を前に、リーセリアは愕がく然ぜんと膝を着く。

　と──

「落ち着いて、セリア。それはレオ君じゃないわ」

　エルフィーネが、そんな彼女の肩に手をのせた。

「……え？」

「わたし、レオ君の魔力のデータを取ったことがあるの。そのレオ君の波長は、レオ君のものとは違ったわ。……というか、人間のものじゃなかったわね」

「ど、どういうことですか？」

　リーセリアは、かき抱いた髑どく髏ろに目を落とした。

　欠けた髑髏は、カタカタと愉快そうに嗤わらっている。

　どことなく、今朝、リーセリアが訓練で大量に壊したスケルトンに似ていた。

「……み、身代わり？」

　ここにきて、ようやくリーセリアも気付く。

「ま、そんなところかしら。万能型ユーテイリテイタイプとはいえ、多彩な〈聖剣〉ね」

　エルフィーネは肩をすくめて言った。

「じゃあ、先輩は最初から、このレオ君が偽物だって気付いていたんですか？」

「そうね。まさか爆発するとは思わなかったけれど」

「どうりで、冷静だったわけですね」

　リーセリアはぷくっと頬ほおを膨らませ、嗤う髑髏を指で弾はじいた。

「もう、レオ君ってば、悪戯いたずら好きなんだから……」

　でも、だとすると──

（……それじゃあ、本物のレオ君はどこに？）

　船の中はこんな状況だ。

　どこかで捕まっているんじゃ、と今度はそんな不安が頭をよぎる。

　その時。〈ハイペリオン〉の船体が大きく揺れた。

「早くここを脱出したほうがよさそうね」

　エルフィーネが神妙な声で言った。

「わたくしと〈魔氷の群狼フロスト・ウルフ〉が誘導と護衛をいたしますわ」

　フェンリスが指を鳴らすと、氷ひよう狼ろうたちが人質の縄を食い千切ってゆく。

　その間に、エルフィーネは八個の〈天眼の宝珠アイ・オヴ・ザ・ウイツチ〉をすべて展開した。

〈宝珠〉どうしでネットワークを形成し、端末に接続。〈ハイペリオン〉内部の全体図と脱出艇のある場所を調査する。

「ちょっと、リーセリア、どこへ行きますの？」

　と、フェンリスが、立ち上がったリーセリアに声をかけた。

「レオ君を探してくる」

「セリア、危険よ──」「危険ですわ！」

　エルフィーネとフェンリスが止めようとするが、

「大丈夫です。先輩たちは、皆さんを連れて先に──」

　リーセリアはホールの扉を蹴けり開けると、外に走り出た。

「セリア──」

「ボクも行こう。先輩たちは民間人の脱出を頼む」

〈雷らい切きり丸まる〉を手にした咲さく耶やがスッと立ち上がり、エルフィーネに告げた。

「咲耶、頼んだわ──」

　ああ、と頷うなずいて、咲耶はリーセリアのあとを追った。

　その背中を見送ると、エルフィーネは解析の完了した端末に目を移す。

　そして──

「嘘うそ、こんなことって……！」

「どうしましたの？」

　と、画面を覗のぞき込んだフェンリスも絶句する。

　最大船速で進む〈ハイペリオン〉の針路上に、無数の赤い光点が明滅していた。

「──〈ヴォイド〉の〈暗礁〉、ですって？」
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「吠え猛たけろ──〈猛竜砲火ドラグ・ハウル〉っ！」

　ドオオオオオオオオオオオオオオオンッ！

　轟ごう音おんが鳴り響き、レギーナの放った砲火が、魔鋼製の軍用隔壁を粉ふん砕さいした。

　飛ぶように駆けるカーバンクルを追い、レオニスたちは通路を駆ける。

　当然、昇降機はすべて停止している。ブリッジへ向かうには、中央の階段か、非常階段を使うしかない。

（魔術で天井をまとめてぶち抜けば、話は早いのだが──）

　万が一にでも、王女を巻き込む恐れがある手段は使えない。

「レギーナさん、あまり先行しないでください──」

　レオニスが声をかけると、レギーナが階段の途中で振り返った。

「私はお姉さんなんです。少年を先には行かせられません」

「いえ、その……見える、ので……」

「……っ、ふああっ!?」

　レギーナは顔を赤くしてお尻のスカートを押さえる。

　運動性を重視しているためか、〈聖剣学院〉の軍服のスカートは、かなり短い。

　大人びた黒のパンツが、チラッと覗のぞいてしまっていた。

「少年はえっちですね！」

　レギーナはジト目でレオニスを見た。

「じ、事故ですよ」

　と、潔白を主張するレオニスだが、

「これはセリアお嬢様に報告しなくては、ですね──」

「……っ、それは勘弁してください」

　レオニスがあわてた、その時。

「なんだ、お前達ッ──！」

　金切り声が聞こえ、踊り場に二人の獣人族が姿を現した。

「レギーナさん！」

「〈聖剣〉換装──〈竜撃爪銃ドラグ・ストライカー〉！」

　レギーナが〈竜撃爪銃〉の銃弾を連続で撃ち込む。

（──〈照準強化〉、〈炸さく裂れつ魔弾〉！）

　そのタイミングに合わせ、レオニスは強化魔術を付与した。

　ズドオオオオオオオオオンッ！

　弾丸が爆裂。二人の獣人が派手に吹き飛ぶ。

「……ええっ!?」

　その威力に、きょとん、とするレギーナ。

（……っ、しまった、やりすぎたか！）

　レオニスは内心で慌てつつも、

「レギーナさん、さすがですね──」

「あれ、炸さく裂れつ弾じゃなくて通常弾なんだけど。あと、弾道が変わった？」

　レギーナはなんとも腑ふに落ちない顔をしている。

「き、気のせいでしょう」

　通路に現れる獣人を倒しつつ、レオニスたちは突き進んだ。

　レギーナの〈聖剣〉が容赦なく火を噴く。

「あそこが、〈ハイペリオン〉のブリッジです！」

〈カーバンクル〉が透明な姿になり、扉の奥へ消える。

「──〈猛竜砲火ドラグ・ハウル〉ッ！」

　レギーナは火砲を打ち込み、扉を派手に破壊した。

「アルティリア王女！」

　声を上げ、ブリッジの中に足を踏み入れる。

　しかし──

「……どういう……こと？」

　レギーナは唖あ然ぜんとして呟つぶやく。

　ブリッジの中は──無人だった。

　誰も居ないまま、船の制御システムだけが作動しているのだ。

　と──

「……見てください！」

　レギーナが何かに気付いて、叫んだ。

　コンソールの画面に目を落とした彼女が、絶望の表情を浮かべる。

「……これは？」

〈ハイペリオン〉と思われる光点が、無数の光の密集地に近付いている。

「──〈ヴォイド〉の〈暗礁〉です」
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　シャルナークとその配下は、〈ハイペリオン〉の甲板に集結した。

　激しい嵐の中、雷光が閃ひらめく。

　獣人たちは航空戦闘機の貨物室に、アルティリア王女を運び込んだ。

〈魔剣〉を与えた愚鈍な獣人どもは、彼女の操り人形だ。

　否いな、正確には彼女の持つ〈魔剣〉に支配されている。

〈魔王殺しの武器ジ・アーク・セヴンス〉──ゾルグスター・メゼキス。

　獣人どもに与えたまがいものとは違う。

〈女神〉の司祭から賜った、本物の〈魔剣〉──

　一〇〇〇年前の英雄に与えられたという、伝説の武器だ。

　そう、私はあの御方に選ばれた──

「……どこへ連れて行く気ですか？」

　アルティリア王女はか細い声で言った。

「ふふ、とってもいいところよ」

　シャルナークは嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべた。

「光栄に思いなさい。脳味噌をいじくって王家の力を腑ふ分けしたあとで、教団のサディストどもの慰み者にしてあげるわ。連中どもはさぞ歓ぶでしょうねぇ。それとも、虚無の化け物の苗なえ床どこにしてあげようかしら、あは、あはははははっ！」

「……っ!?」

　狂笑を上げて、シャルナークは手にした〈魔剣〉を掲げた。

　コントロールを失ったこの船は、まっすぐ突き進むだけだ。

　月明かりの下、荒れ狂う海の向こうに──

　夜の海よりも、なお黒々とわだかまる〈暗礁〉が近付いてくる。

　シャルナークは配下の獣人に命じた。

「──さあ、急ぎなさいな。あれに呑のみ込まれたくなくば、ねえ」
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　リーセリアと咲さく耶やは、非常灯の明滅する通路を走った。

　通路に人の気配はない。巨大な船体の軋きしむ音に、ときおり雷鳴の音が混じる。

　足もとの床が大きく揺れる。

　限界速度以上のスピードを出しているのだろう。

「見て、隔壁が破壊されているわ」

　リーセリアが前方を指差して言った。

　閉ざされた軍用隔壁の真ん中に大穴が開き、破片があたりに散乱していた。

（……レオ君が壊したのかしら？）

「先輩──」

　と、すぐ後ろを走る咲さく耶やが、足を止める気配がした。

「咲耶？　どうしたの？」

　リーセリアも足を止め、背後を振り向く。

　咲耶は厳しい眼まな差ざしで、後ろの虚こ空くうを睨にらんでいた。

「──奴やつ等らが、来る」

　咲耶が、静かに〈雷らい切きり丸まる〉の鯉こい口ぐちを切った。

「……え？」

　リーセリアは何の気配も感じない。

　しかし、後輩の剣客少女には、何かが見えているようだ。

　船の外で、激しい雷鳴が轟とどろく。直後。

　ピシッ──ピシッ──！

　軋きしむような音と共に、虚空に亀裂の奔はしる音がした。

「──まさか、〈ヴォイド〉!?」

　リーセリアは、顕現させた〈聖剣〉──〈誓約の魔血剣ブラツデイ・ソード〉に手をかける。

　──ピシッ──ピシッ、ピシッ──

　無数の亀裂を引き裂いて、瘴しよう気きと共に現れたのは──

　……ヴ……ルウウウウウウウ……

　ぬめりのある灰色の身体からだ。爪と水みず掻かきのついた強きよう靭じんな四肢。その顔にあたる部位には、目も鼻もなく、ずらりと歯の生え揃そろった大口が横一文字に裂けている。

「……っ、マーマン型……！」

　海域に発生するタイプの〈ヴォイド〉だ。

　海中ではいうに及ばず、陸上でも素早く動き、知能も高い。

「──来るぞ、先輩！」

　咲耶が叫び、地を蹴けった。

　目にもとまらぬ一いつ閃せん。抜刀と同時に、袈け裟さ懸がけに斬り伏せる。

　断末魔を上げる間もなく、〈ヴォイド〉は瘴気となって消滅した。

　バヂッ──〈雷切丸〉の刃やいばに青白い雷火が爆はぜる。

　だが、一体だけではない。空間の亀裂は更に増え続ける。

「……っ!?」

　また刀を一閃。雷火を纏まとう斬線が、裂け目より現れた〈ヴォイド〉を斬り伏せる。

　返す刀で、更に一閃。瞬転して、逆袈裟に斬り上げる。

　斬光が閃ひらめくたび、咲耶の動きは俊敏さを増してゆく──

「絶刀技三ノ型──〈桜華剣乱〉！」

　咲耶の剣が唸うなる。

　咲さく耶や・ジークリンデの〈聖剣〉──〈雷らい切きり丸まる〉の能力は、〈加速アクセラレート〉だ。

　雷撃の付与は、あくまで付随効果にすぎない。

　超電磁を身に纏まとい、敵を斬れば斬るほど加速する。

　彼女自身が、青い雷刃となって、〈ヴォイド〉の群れに斬り込んでいく。

「──はあっ！」

　裂れつ帛ぱくの呼気と共に、リーセリアも〈誓約の魔血剣ブラツデイ・ソード〉を振り抜いた。

　背面に現れたマーマン型〈ヴォイド〉を真っ二つに両断する。そのまま、剣の尖せん端たんを亀裂に突き込み、這はい出ようとする〈ヴォイド〉を消滅させた。

　床を蹴けって跳ちよう躍やく。〈吸血鬼ヴアンパイア〉の脚力で一気に距離を詰め、聖剣を振り下ろす。

　スケルトンを倒す、一対多数の訓練の成果だ。

　体内の魔力を解き放ち、加速して剣を振るう。

　莫大な魔力を使う、〈吸血鬼の女王ヴアンパイア・クイーン〉としての戦い方を身に着けつつあった。

（……っ、どうして、船の中に〈ヴォイド〉が!?）

　まとわりつく瘴しよう気きを振り払い、窓の外に視線をやると──

　雷光の轟とどろく海上に、濃密な虚無の瘴気が漂っていた。

「……虚無の〈暗礁〉!?」

　海域に発生する〈ヴォイド〉の群生地域。一度引きずり込まれれば、生きて帰ることはできない魔の海域──

（……一体、何が目的なの!?）

　軍船には、〈ヴォイド〉を探知し、回避するレーダーがあるはずだ。

〈ハイペリオン〉を乗っ取った賊が針路を誤ったのか、それとも──

　今はまだ小型〈ヴォイド〉が現れる程度だが──

〈暗礁〉の奥に引きずり込まれれば、より強大な虚無に呑のみ込まれる。

「このままじゃ……！」

　──と、空間の裂け目より、また〈ヴォイド〉が現れた。

　人型だが、先ほどのマーマン型よりも大きい。その頭部には、おぞましい軟体生物の腕のような触手が無数に生えている。

「……〈ブレイン・イーター〉!?」

　マーマン型よりも遙はるかに強力なタイプだ。

　知能は極めて高く、不思議な力を使う。

〈ヴォイド〉の群れを統率する統率体となることもある。

〈聖剣学院〉のカテゴリではＡランク──〈聖剣士〉単独での撃破は極めて困難だ。

　リーセリアは息を呑み、〈ブレイン・イーター〉と対たい峙じした。

　とん、と咲耶と背中があたる。二人は背中合わせに立つと、言葉を交わす。

「先輩、ここはボクに任せて、先に行ってくれ」

「……っ、駄目よ。私も一緒に戦うわ」

「先輩は少年を探して。そのために来たんだろう？」

　有無を言わさぬ強さで、彼女は言った。

「……っ！」

「大丈夫。ボクは虚無を狩るために生きてきた」

　ぞくり、とリーセリアの背筋に寒気が走る。

「頼む、先輩──」

「──わかったわ」

　リーセリアは頷うなずくと、〈ヴォイド〉の群れの中に突進した。

　その靴音を背後に聞きながら、咲さく耶やは〈雷らい切きり丸まる〉を構える。

〈ブレイン・イーター〉の周囲に、海魔のような〈ヴォイド〉が続々と出現する。

　だが、その絶望的な状況にあって、咲耶は笑っていた。

「──よかった。先輩には、この姿を見られたくなかったんだ」

　と、咲耶は冷たい声で言った。

　ゆらり、と咲耶の小柄な身体からだから、闇の瘴しよう気きが立ち上る。

　──それは、〈ヴォイド〉の放つ瘴気と同質のものだった。
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「〈魔剣〉──〈闇やみ千ち鳥どり〉、冥土の土産にするがいい」

　指先を唇にあて、咲さく耶やは妖艶に微笑ほほえんだ。





　　　　◆






「……〈ヴォイド〉の〈暗礁〉？」

　表情を凍り付かせたレギーナに、レオニスは訊たずねた。

　画面の海図上に現れた光の点は、レオニスにはまったく理解不能だが、レギーナにはその意味を読み取れるようだ。

「海域に存在する、〈ヴォイド〉の群体の密集区域です。〈巣ハイヴ〉と違って常に移動しているため、位置の把握が困難で──」

　そこで言葉を切ると、レギーナは額の汗を拭う。

「〈暗礁〉に呑のまれれば、たとえ軍艦でもどうしようもありません」

　その声には、絶望の色が色濃く滲にじんでいた。

「……この船が、その〈暗礁〉に突き進んでいる、と？」

　訊きくと、レギーナはこくりと頷うなずいた。

（ふむ、どうにも腑ふに落ちんな……）

　この船を乗っ取った連中の目的は、人質を使った〈帝都〉との交渉のはずだ。

　ブリッジが無人のまま放置されていることといい、自滅にも等しいこの行動に、なんの意味があるのか──？

　と、近くで、けたたましい警報音が鳴った。

　レギーナはハッとして、そちらに目を移した。

「──〈ナイト・ドラゴン〉、の発艦許可、を……承認──？」

　レギーナはたどたどしい様子で画面の文字を読む。

〈ナイト・ドラゴン〉──たしか、甲板に並んでいた大型戦闘航空機の名称だ。

「王女を連れて、離脱するつもりですね」

　レオニスは言った。

（──とすると、船に残った仲間の連中は捨て石か）

　仲間割れをしたのか、それとも、そもそもそういう計画であったのか？

〈ハイペリオン〉を〈暗礁〉に沈めることによって事故を装い、〈帝国〉には、王女を死亡したものと思わせたまま、秘密裏に連れさることができる、か──

（……しかも、計画した者の存在をまったく残すことなく、だ）

　すべての証拠は虚無に喰くわれ、海の藻も屑くずと消えるのだから。

（……しかし、本当にそれだけ、か？）

　この計画には、どこか不合理な、底知れぬ悪意のようなものを感じる。

　ただの反体制派の計画としては、妙な違和感があった。

　ともあれ、今はそんなことを考えている状況ではなさそうだ。

「レギーナさん、船の操そう舵だは……無理、ですよね？」

「ええ。航行士の訓練カリキュラムを履修していないので──」

　焦燥の表情で、唇を噛かみしめるレギーナ。

　レオニスの〈影の領域〉にいる〈幽霊船の船長キヤプテン・ゴースト〉を召喚したところで、こんな超高度な魔導技術を用いた軍艦は動かせまい。

　こうしている間にも、〈ハイペリオン〉は虚無の奈落へ突き進み続ける。

「……っ、このままじゃ──」

　レギーナは歯は噛がみして、手を計器の上に叩たたきつけた。

　と──

『──誰か……そこに……いるの……？』

「え？」

　微かすかな、ノイズの混じったような声が聞こえ、レギーナは振り向いた。

　声の発生源は、ブリッジのマイクではない。

　オペレーターの椅子の上にちょこんとすわった、〈始原の精霊ワイルド・エレメンタル〉だ。

「……〈カーバンクル〉？」

『──わたしの声……聞こえて、いる、の……ね……』

　その声はか細く、今にも途切れてしまいそうだった。〈ヴォイド〉の影響かノイズもひどく、ほとんど判別できるようなものではない。それでも──

「アルティリア王女の声です……！」

　アーカイブなどで何度も声を聞いていたのだろう、レギーナは断言した。

「王女が、〈精霊〉を介して声を届けている？」

　レオニスの言葉に、レギーナは無言でこくっと頷うなずく。

『カーバンクルの声が、聞こえる……あなたは、精霊を使えるの、ね』

「う、うん、聞こえるっ……聞こえてますよ！」

　レギーナは必死に叫んだ。

『聞いてください……地下に、この船の制御を司る〈精霊統制機関コントロール・ルーム〉が、あります……』

「はい──」

『この〈ハイペリオン〉の心臓部……船の〈人造精霊アーテイフイシヤル・エレメンタル〉を統制する場所……そこに、その子を連れていって、ください……〈ハイペリオン〉を、止められる、はず──』

「私で大丈夫ですか？　精霊使いの力は、それほど強くありませんよ」

『大丈夫、です……〈カーバンクル〉に、任せてください』

「わかりました！」

「……おね……がい……します、マスター・コードは──」

〈精霊統制機関コントロール・ルーム〉のマスター・コードを伝えて、声は途切れた。

「……」

　レギーナは唇を噛かみしめた。

　アルティリア王女の生存は確認された。

　しかし、彼女を攫さらったテロリストは飛び立とうとしている。

　いま追わなければ、もう二度と、妹を救い出すことは出来ないかもしれない。

　彼女は、そんな葛藤に苦しんでいるのだ。

　そして──

「地下へ──〈精霊統制機関コントロール・ルーム〉へ行きましょう」

　レギーナは拳を強く握りしめ、絞り出すように言った。

　レオニスに背中を見せたまま、カーバンクルを抱き上げる。

「この船を呑のみ込ませるわけにはいかない。それが、妹あの子の願いだもの──」

　肩が小さく震えている。その表情はレオニスからは見えない。

　ぽたり、と涙のしずくが床に落ちるのを、レオニスは気付かないふりをして、

「いいえ。二手に分かれましょう。僕は王女殿下を奪還します」

「……少年が、一人で？」

　振り向くレギーナ。

「……っ、危険です。相手は子供だからといって、容赦しませんよ」

「けど、それしか王女様を救う方法はないでしょう」

「……です、けど……」

　レギーナは逡しゆん巡じゆんするように唇を噛んだ。

　妹を救いたいという思い、しかし、〈聖剣士〉とはいえ、まだ十歳の少年であるレオニスを一人で行かせるわけにはいかないという思いがせめぎ合っているのだろう。

　だが、迷う時間はない。逃げられてからでは、すべてが遅い。

（……しかたあるまい）

　レオニスは〈封罪の魔ま[image: ]じよう〉を手に取ると、前方のスクリーンにその尖せん端たんを向けた。

「僕も、レギーナさんに隠していたことがあるんです」

「……え？」

「僕は〈魔王〉なんですよ」

　ドゴオオオオオオオオオオンッ！

　第三階かい梯ていの〈爆裂咒じゆ文もん〉が壁を吹き飛ばした。

　ブリッジの前面が吹き飛び、嵐の吹き荒すさぶ外と繋つながった。

　はるか前方の甲板上に、発着準備をする戦闘航空機の機影が見える。

　レオニスの見せた力の一端に、レギーナは唖あ然ぜんとして立ち尽くした。

「〈魔王〉、というのは冗談ですけど──」

　肩をすくめつつ、レオニスは崩壊したブリッジの縁へ近付いて、

「レギーナさんの思っているよりは、たぶん、ずっと強いですよ」

　レギーナは、初めて見るように、レオニスを見た。

「少年、君は一体──」

「なので、王女様のことは、任せてください」

　レオニスは頷うなずくと、嵐の吹き荒れる闇の中に飛び込んだ。

「──少年！」

　背後でレギーナの声が響く。

（……まったく、甘いものだな）

　重力制御でゆるく落下しつつ、レオニスは苦笑する。

　ブラッカスが聞けば、呆あきれることだろう。

　隠しておくべき力の一端を、見せてしまった。

　……まあいい。彼女はそれを言いふらすような少女ではないだろう。

　それに、王女を攫うのは、〈魔王〉の役目と決まっている。

　甲板を見下ろしつつ、レオニスは〈念話〉の魔術を唱えた。

「──セリアさん」

『……ふああっ、レ、レオ君!?』

　レオニスの脳裏に、あわてふためくリーセリアの声が聞こえた。

『……え？　なんでレオ君の声が？　幻聴？』

「猫のアクセサリを魔術媒介にして、声を届けているんです。魔術師の眷けん属ぞくになったんですから、こういうのに少しは慣れてください」

　肩をすくめて言うレオニス。

『う、うん、わかった』

　戸惑いつつも、受け入れるリーセリア。

「でも、身に着けててくれたんですね、それ。気に入ってくれてよかったです」

『うん、レオ君のくれたものだもの』

「……」

　はにかむような声に、レオニスは少し気恥ずかしくなり、こほんと咳せき払ばらいした。

「いま、どこにいますか？」

『レオ君を探しに向かったところよ』

「それは、ちょうどよかった」

　レオニスは頷うなずく。

「レギーナさんが、この船の地下にある〈精霊統制機関コントロール・ルーム〉に向かいました」

『……っ、レギーナが？』

「ええ。一人では危険なので、彼女を護衛してください」

『──地下の〈精霊統制機関コントロール・ルーム〉ね。わかったわ』

　リーセリアは即答した。

　彼女は、レギーナが〈ハイペリオン〉に乗船していることは知らないはずだ。

　しかし、この状況で、どうして、などと余計な質問はしない。

　そういう聡そう明めいさが、彼女にはある。

　レオニスの中で、眷けん属ぞくの評価がまた一段階、いや二段階ほど上がった。

　……早く育てて右腕にしたいものだ、と思う。

　甲板の上で、航空戦闘機の赤いランプが灯ともった。

「──愚か者ども、魔王から逃げられると思うなよ」

　レオニスの手にした〈封罪の魔ま[image: ]じよう〉が輝く。

　──魔王が命ずる。出でよ、朽ちたる王者、その威を生者どもに知らしめよ──

〈影の領域〉より召喚された骨が組み上がり、巨大な怪物を生み出した。





　　　　◆






「──隔壁を開くわ、みんな下がって」

　通路の壁のモジュールを操作しつつ、エルフィーネが声を上げた。

　エルフィーネとフェンリスは、夜会に招待された学院生と民間人を護衛しつつ、脱出艇のある格納庫まで移動してきた。先行させた〈氷ひよう狼ろう〉にテロリストの探索を任せ、閉ざされた隔壁の扉は、エルフィーネが解析してこじ開けた。

　軍用のシステムに干渉するのはさすがに難航したが、制御システムにフィレット社の〈人造精霊アーテイフイシヤル・エレメンタル〉を採用しているのが幸運だった。フィレット社の令嬢であるエルフィーネにとっては、慣れ親しんだシステムだ。

　ガゴン、とロックの外れる音がして、ゆっくりと扉が開放される。

　──だが、脱出艇の格納庫には、すでに先客が居た。

「……〈ヴォイド〉！」

　ルオオオオオオオオオオオオオオオオ……！

　格納庫を埋め尽くす、マーマン型の〈ヴォイド〉。

　その不気味な姿を見た何人かが悲鳴を上げた。

「──〈魔氷の群狼フロスト・ウルフ〉！」

　フェンリスが叫ぶ。七頭の〈氷ひよう狼ろう〉の群れが〈ヴォイド〉に飛びかかった。

「──っ、ここはもうだめですわ！」

「ええ……」

　エルフィーネは唇を噛かむ。

〈ハイペリオン〉は、すでに〈暗礁〉に入り込んでしまった。

　これでは、たとえ脱出艇を動かせたとしても、すぐに〈ヴォイド〉の餌食となる。

　氷狼の群れに喰くわれながらも、それを圧する速度で増え続ける〈ヴォイド〉。

　それは、絶望するに足る光景だった。

　エルフィーネは、背後にいる孤児院の子供たち振り返った。

　年長のティセラが、ミレットとリンゼを安心させるように抱きしめている。

「大丈夫？」

　ティセラは震えつつ、こくりと頷うなずく。

「レオお兄ちゃんが……きっと助けてくれる、から……」

「もう、持ち堪こたえられませんわ！」

　フェンリスが悲鳴を上げた。

　マーマン型〈ヴォイド〉が裂けた口を開け、一斉に襲いかかってくる。

　と、その時──

　ヒュッ──と風切りの音がして、〈ヴォイド〉の首が飛んだ。

（……え？）

　ヒュンッ、ヒュンッ、ヒュンッ──

　闇の刃やいばが鞭むちのようにしなり、〈ヴォイド〉を次々と斬り捨ててゆく。

　格納庫を埋め尽くす〈ヴォイド〉の群れが、どんどん数を減らしていった。

「な、なんですの!?」

　フェンリスが格納庫を見回すが、なんの姿も見えない。

　ただ、エルフィーネの〈天眼〉だけが、一瞬──

　食べかけのチュロスを手にした、メイド服の少女の姿を、闇の中に捉えていた。

「──魔王様を信じるその心、気に入りました」





　　　　◆






「急ぎなさい、お前達も〈ヴォイド〉に呑のみ込まれるわよ」

　吹き荒れる嵐の中、大型航空機〈ナイト・ドラゴン〉のプロペラが回転し、その竜の如ごとき鋼の機体が甲板から浮き上がる。

　シャルナークは満足そうに頷くと、もう一機の小型機に乗り込もうとして、

「……なに？」

　と、眉をひそめる。

〈ナイト・ドラゴン〉が、一向に離陸しない。

　プロペラを回転させたまま、頭を押さつけられたような姿勢で止まっている。

　フロント部分が擦過し、火花が散った。

「……なにをしているんですの!?」

　苛いら立だたしげに叫んだ、その時。

　カッ──と、激しい雷光が、空を白く染めた。

　シャルナークは、闇の中に巨大な何かの姿を幻視した。

　ルオオオオオオオオオオオオオオオ……！

　地の底から響くような咆ほう哮こう。

　シャルナークはその瞳に魔力を込め、闇の奥を見通した。

　もう一度、稲妻が閃ひらめく。

「……なっ!?」

　それは──〈ドラゴン〉だった。

　遙はるか太古に滅びた、地上最強の魔獣。

　その恐るべきかぎ爪が──

　機体のフロント部分を押さえつけ、飛び立てないようにしているのだ。

　それも、ただのドラゴンではない──

「……なん……なの!?」

　無数の骨が複雑に組み上がってできたドラゴンだ。

　その顎が死の瘴しよう気きを撒まき散らし、眼がん窩かは赤く禍まが々まがしい光を放つ。

「──逃げおおせるとおもったか、こそ泥が」

　と、闇の中で声がした。

　声を発したのは、ドラゴンではない。

　だが、その声に、シャルナークはそれ以上の威圧感を覚えた。

　骨のドラゴンの頭の上に、杖つえを手にした少年が立っていた。

　地上を睥へい睨げいする王のように。

「──我が〈王国〉に手を出した罪、贖あがなって貰もらうぞ」
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　グシャリ、と金属の潰つぶれる音があたりに響いた。

　夜の闇の中、巨大な〈スカルドラゴン〉が、強きよう靭じんなその顎でプロペラを食い千切る。

　最新鋭の戦闘航空機の機体は、あっけなく沈黙した。

　咆ほう哮こうする死骨竜。真紅の瞳が爛らん々らんと輝き、死と腐敗の瘴気を吐き散らす。

「──ガラクタがドラゴンの名を冠するとは、不遜も甚だしい」

　不機嫌そうに言い捨てて、レオニスは〈封罪の魔ま[image: ]じよう〉を空に掲げた。

　頭上に出現した〈光球〉の呪文が、甲板の上を煌こう々こうと照らしだす。

　スカルドラゴンの頭蓋の上から、レオニスは地上を見回した。

　その視線が、漆しつ黒こくの魔剣を手にした、黒髪のダークエルフの女を捉える。

（……こいつが首謀者か）

　と、レオニスは確信する。ほかの連中とは、身に纏まとう雰囲気が明らかに違う。

「ダークエルフか。貴様、〈ハザシン氏族〉の子孫を知っているか？」

「な、に……？」

「知らぬか、ふむ──」

　レオニスは肩をすくめた。

〈ハザシン氏族〉は、暗殺の技能に優れたダークエルフの一族で、〈死都ネクロゾア〉の暗殺部隊主力を任せていた。この女がもし氏族の子孫であれば、手心を加えることもやぶさかではなかったが──

「獣人どもに〈魔剣〉を与えていたのは、お前だな？」

「……っ、お前は、何者ですの……？」

「質問しているのは俺だ」

　そう告げて、死のオーラを少し強めに放つ。

　彼女を守るように囲んだ獣人たちは、それだけでその場にうずくまった。

　ダークエルフの女はさすがに耐性があるようだが、それでも息を呑のんで後ずさる。

「まあいい、では先に答えてやる。俺は〈魔王〉だ」

「……」

　沈黙。女はぽかんと口を開け、そして──

「……くっ、くく、く──くははははははははははっ！」

　耳みみ障ざわりな狂笑を上げた。

「なにがおかしい？」

「〈魔王〉？　お前のような子ガ供キが──」

　憎々しげに顔を歪ゆがめた女の両手に、魔力の光が生まれた。

「尊き御方の名を騙かたるなああああああっ！」

（……っ、魔術だと!?）

　呪じゆ詛そを纏まといし闇の黒炎が、レオニスごと〈スカルドラゴン〉の巨体を呑み込んだ。

「あはははっ、誰だか知らないけど、残念でしたわねぇ！」

「なにが残念なんだ？」

「……なっ、馬鹿なっ！」

　渦巻く黒炎は、スカルドラゴンの魔力障壁に弾はじかれ、あっさり消滅する。

　レオニスは、はああああああああ……、と長いため息をこぼした。

（魔術の使い手がいたかと期待してみれば、この程度か……）

　いや、魔術の衰退したこの世界では、類い希まれな使い手ではあるのだろう。

　しかし、レオニスにとっては、今の魔術は児戯にも等しいものだった。

　そもそも、彼女の唱えた〈黒炎獄招来ゾア・ブレイズ〉は、レオニスの開発した第二階かい梯ていの呪文だ。

　たしか、〈死都〉の完成を祝して開発したのだったか──

「──手本を見せてやる。これが本物の魔術ソーサリイだ」

　レオニスは軽く杖つえを振り、同じ〈黒炎獄招来ゾア・ブレイズ〉の呪文を唱えた。

　ズドオオオオオオオオオオオンッ！

　劫ごう炎えんが噴き上がり、彼女の背後にある三機の戦闘航空機が一斉に爆発する。

「……っ、そ、そんな……この秘術は、伝説の〈魔王〉の……」

　顔面を引き攣つらせ、ゆっくりと後ずさるダークエルフの女。

　その身体からだを、〈スカルドラゴン〉の腕が鷲わしづかみにした。

「……ひっ……あ……ああああっ、なに？　なんなのよ、お前はっ！」

　ジタバタと無様に暴れ、魔術を連続して放つが、すべて障壁に弾はじかれる。

　スカルドラゴンが少し力を込めると、みしり、と骨の鳴る音が響いた。

「──わめくな。貴様には、幾つか聞きたいことがある」

「……ぐ、う……」

「貴様の目的はなんだ？」

「……くた……ばれ……」

　レオニスは〈スカルドラゴン〉にまた力を込めさせた。

　みしみしと骨の軋きしむ音が響く。

「……あ、あああっ……ま、魔剣……魔剣を、生み出す……こと──」

「ほう──」

　レオニスはスカルドラゴンの腕の力を弱めた。

「〈魔剣〉とはなんだ？　お前は、あの異能の力を与えることができるのか？」

「あ、ぐ、ああ……わたし、は……〈聖剣〉と対になる、力を……与え……」

「なるほど。〈聖剣〉のように目覚めるのではなく、付与するのか」

「そう、そうよ！　手を組みましょう！　お前にも〈魔剣〉をあげるわ、それほどの力があれば、教団での地位も、〈女神〉様の寵ちよう愛あいも──」

　女はレオニスに媚こびるような悲鳴を上げる。

「──待て、いまなんと言った？」

　レオニスの表情が変わる。

「手、手を組みましょう、と──」

「そうではない！　お前は〈女神〉と口にしたな？」

　レオニスは苛いら立だたしげに詰問した。

「一〇〇〇年前の神々は滅びたはずだ。〈女神〉とはなんだ？　名はあるのか──」

「……女神……様の御み名なは──」

「名は──？」

　レオニスが身を乗り出して訊きく。

　と、その瞬間。ダークエルフの女はニヤリと嗤わらった。

「〈女神〉の御名は、みな……み、な……みなななななななな」

「……っ!?」

　刹せつ那な。漆しつ黒こくの魔剣が閃ひらめく。

　女は、握りしめた魔剣の刃やいばで、自身の首を切り裂いた。

（……っ、なんだと!?）

　激しくほとばしる血。〈スカルドラゴン〉の胸部が真っ赤に染まった。

　首を失ったダークエルフの女の肉体が、溶けるように滴したたり落ちる。

（自害しただと!?　いや──）

　溶け落ちた肉体は、甲板に突き立った〈魔剣〉に絡みつき、一気に膨張する。

　血が蠢うごめき、やがてそれは、おぞましい化け物の姿をとりはじめた。

（……そうか。真の首謀者は、あの女ではなく──）

　闇の中に現れた、その化け物の正体に──

　レオニスは、ようやく気がついた。





　　　　◆






　非常灯の明かりの灯ともる通路を、レギーナは必死に走った。

　ミシミシと船体の軋きしむ音。船が悲鳴を上げているのか、あるいは、〈ヴォイド〉が這はい出そうとしている音か。水道管が破損したのか、足もとは浸水しつつある。

（……急がないと）

　レオニスは、妹を──アルティリア王女を救い出すと約束し、たった一人で、テロリストたちの待ち受ける甲板に向かった。

（あの子は、少年に任せる。私は──）

　レギーナの使命は、船の制御系を取り戻し、この暗礁海域から脱出することだ。

　通路の先に、扉が見えた。

　前を走るカーバンクルが鳴く。あれが〈精霊統制機関コントロール・ルーム〉だ。

　──ピシッ──

　と、その眼前に、亀裂が奔はしった。

「……っ!?」

　レギーナは立ち止まる。

　空間の裂け目を押し広げ、〈ヴォイド〉が出現した。

　たちまち通路を埋め尽くす、蠢く海魔の群れ。

　レギーナは精霊カーバンクルを庇かばうように立ち、〈聖剣〉を構える。

「邪魔です！」

〈竜撃爪銃ドラグ・ストライカー〉が火を噴き、数体の〈ヴォイド〉をまとめて撃ち抜いた。

　だが、まるで焼け石に水だ。〈ヴォイド〉はどんどんその数を増してゆく。

「……っ、もう……少し、なのに……！」

　発砲。発砲。発砲。銃弾が海魔の〈ヴォイド〉を屠ほふる。

　だが、蠢うごめく触手がレギーナの足に絡み付いた。

「い、いやあああああああああっ！」

　そのまま、海魔の群れの中に引きずり込まれる──！

　刹せつ那な、斬光が閃ひらめいた。

　斜めに奔はしる剣けん閃せんが海魔の〈ヴォイド〉を斬り捨てる。

「レギーナ！」

　目の前に現れたのは、白銀の髪の剣姫だった。

「──セリアお嬢様！」

「間に合ったみたいね！」

　白銀に輝く〈聖剣〉を手に、リーセリアは苛烈に斬り込んだ。

　流れる血さえも刃やいばと為して、〈ヴォイド〉の群れを殲せん滅めつする。

「すごい……」

「レギーナ、ここは私が──」

「はい、お嬢様！」

　レギーナは立ち上がり、カーバンクルと共に走った。

「形態換装モード・シフト──〈猛竜砲火ドラグ・ハウル〉！」

　火砲でコントロールルームの扉を破壊し、中に飛び込む。

「──これが、〈精霊統制機関コントロール・ルーム〉」

　それほど大きくはない部屋だ。

　その中心に、青く輝く魔力結晶の塊が浮かんでいた。

〈第〇七戦術都市セヴンス・アサルト・ガーデン〉の地下にある中心核とおなじ構造だ。この魔力結晶が、〈ハイペリオン〉を制御する〈人造精霊アーテイフイシヤル・エレメンタル〉に魔力を供給しているのだ。

　レギーナは精霊カーバンクルを掲げて、その魔力結晶の前に跪ひざまずく。

　敬けい虔けんな姫巫み女このように。

　カーバンクルの姿が魔力結晶の中に消えて──

　彼女の精心は、〈ハイペリオン〉と接続された。





　　　　◆






　吹き荒れる嵐は、いっそうその勢いを増してゆく。

　その怪物の大きさは、レオニスの生み出した骨のドラゴンと、ほぼ互角であった。

　瘴しよう気きを纏まとう八本の漆しつ黒こくの刃が、蜘く蛛もの脚のように蠢うごめく。

　その醜みにくく膨らんだ腹の上に、爛らん々らんと輝く真紅の一つ眼めが現れ、レオニスを凝視した。

　ダークエルフの肉体を依より代しろに、産み落とされたおぞましい化け物。

　その姿を見たレオニスは──

「──驚いたな。まさか、その刃やいばを再びこの眼で見る日が来ようとは」

　と、まるで懐かしい旧友に語りかけるように、そう言った。

　そう、あの八本の漆しつ黒こくの刃を、レオニスは知っている。

　変わり果てた姿になったとしても、見間違えようはずもない。

「〈魔ま殲せん剣けん〉──〈ゾルグスター・メゼキス〉」

　かつての戦友。神々が彼に与えた〈魔王殺しの武器ジ・アーク・セヴンス〉の一つ──

　勇者レオニス・シェアルトの手にした〈聖剣〉の銘を、レオニスは口にした。

　勇者の手にした、魔王殺しの剣は四本。

　八の刃を持つ聖剣〈ゾルグスター・メゼキス〉は、二番目に与えられた剣であり、〈魔王〉の一柱、〈竜王〉ヴェイラとの一騎打ちで失われたはずであった。

　なぜ、その勇者の佩はい刀とうが、ここに在るのか──

　なぜ、あのような化け物と成り果ててしまったのか──

「──主あるじの元に戻ってきた、というわけではあるまいな」

　変わり果てたその姿を見て、レオニスは自嘲するように言った。

　濃密な瘴しよう気きを吐き出すその様、〈不死者の魔王〉たるレオニスをして、おぞましさを感じさせるその姿は、〈第〇七戦術都市セヴンス・アサルト・ガーデン〉の地下でまみえた、あの〈六英雄〉の〈大賢者〉アラキール・デグラジオスと同質のものだ。

　──〈ヴォイド・ロード〉。

　虚無より生まれし〈ヴォイド〉の群れを統率する存在。

（伝説の武器までもが、虚無に呑のまれたか……）

　レオニスは、蜘く蛛もの腹に生まれた巨大な単眼を睨にらみ据える。

　ダークエルフの女は、依り代に過ぎない。

〈ヴォイド〉に侵しん蝕しよくされた、この〈聖剣〉こそが、真の主であったのだろう。

（とすると、すべての計画を立てたのは、この化け物ということになるが──）

　──否いな、それはあるまい。と、レオニスは胸中で首を振って否定する。

〈大賢者〉アラキール・デグラジオスは、まだ理性を残していたが、〈聖剣〉を核としたこの〈ヴォイド・ロード〉に、知性があるはずもない。

（あの女に、〈ゾルグスター・メゼキス〉を与えた奴やつがいる──）

　その存在こそが、真の黒幕だろう。

（〈女神〉──と、あの女は確かにそう言った）

　それは、レオニスの探す彼女のことを指しているのかどうか──

　あの女が死んだ以上、目の前の化け物は、唯一の手がかりだ。

（なんとしてでも、手に入れねばな──）

〈封罪の魔ま[image: ]じよう〉を握り、魔王レオニスは薄く笑う。

　と、そのわずかな気配を感じ取ったのか──

〈ゾルグスター・メゼキス〉が眼めを見開き、地を蹴けって跳ちよう躍やくした。

　レオニスはすでに呪文を唱えている。

「──〈極大消滅火球アル・グ・ベルゼルガ〉！」

　夜の闇に飛び上がった〈ヴォイド・ロード〉めがけ、レオニスは魔術を放つ。

　第八階かい梯てい呪文──炎系統最強の〈戦術級〉魔術。

　紅ぐ蓮れんの焔ほのおが夜闇に躍り──

　ズオオオオオオオオオオオオオオンッ！

　直後、大爆轟が鳴り響く。

　火竜さえも焼き尽くす、〈火の王国〉の炎だ。

　だが、八本の刃やいばから青白い光が放たれる。

　その光に触れた途端、紅蓮の焔は吸い込まれるように消滅した。

（……聖剣の対魔術特性、失われていないようだな）

　対魔術特性は、聖剣に備わった最もオーソドックスな能力だ。かつて、レオニスの振るう〈ゾルグスター・メゼキス〉の刃は、竜の吐と息いきさえたやすく斬り裂いた。

　輝く聖剣の刃が、〈スカルドラゴン〉の巨体を粉ふん砕さいする。

　粉々に砕けて散らばる、無数の骨の残骸。

　レオニスは跳躍しつつ、次の呪文を唱える。

「戦場に眠りし骸むくろよ、死は汝なんじに眠りと安息を与えず──〈屍骨冥操術ゾア・フイズイルア〉！」

　バラバラになった骨が浮き上がり、目にも止まらぬ速度で再構築される。

　虚ろな咆ほう哮こうを上げ、立ち上がったのは、骨で生み出された巨大な地竜ワームだ。

　大顎をかぱっと開け、〈ゾルグスター・メゼキス〉に喰くらいつくと、その巨体を鞭むちのようにしならせて、蜘く蛛もの胴体を甲板の上に叩たたき付けた。

　ズドオオオオオオオオオオオオオオンッ！

〈ハイペリオン〉の船体が大きく揺れ、甲板に地割れのような裂け目が生まれる。

　レオニスは〈封罪の魔[image: ]〉をかかげ、即座に〈戦術級〉の呪文を叩き込む。

「第八階梯魔術──〈極大重波ヴイラ・ズオ〉！」

　対象を極大重力の球体に閉じ込め、空間ごと圧壊させる魔術だ。対魔術特性など関係ない。圧倒的な力で押し潰つぶしてしまえば、ひとたまりもあるまい。

　重力に囚とらわれた〈ヴォイド・ロード〉が、身動きの取れぬままひしゃげ、潰れる。

「──さて、とどめだ」

　レオニスが指を鳴らすと、骨の地竜ワームがふたたび鎌首をもたげた。

　──が、その刹せつ那な。虚こ空くうに大きな裂け目が生まれ、その姿がかき消える。

（なに!?）

　背後に生まれる気配。

　レオニスは振り返り、振り下ろされた一撃を〈封罪の魔ま[image: ]じよう〉の柄えで弾はじく。

（……っ、空間転移か!?）

　聖剣の特性ではない。〈ヴォイド〉となったことで得た能力だろう。アラキール・デグラジオスは使ってこなかったので油断した。

〈ゾルグスター・メゼキス〉の八本の刃やいばが唸うなりを上げる。

　その回転する刃は、数多あまたの魔物と竜どもを葬った。

　地を蹴けって背後に飛ぶレオニス。主あるじを守るように骨の地竜が立ちはだかるが、回転する刃に呑のみ込まれ、一撃で粉ふん砕さいされる。

（……っ、貴重な骨が！）

　惜しんでいる間もない。聖剣の刃がレオニスの眼前に迫る。

「──っ、〈爆裂咒弾フアルガ〉、〈爆裂咒弾フアルガ〉、〈爆裂咒弾フアルガ〉！」

　即座に第四階かい梯てい魔術を連打。聖剣の耐魔術特性により無効化されるものの、閃せん光こうと吹き荒れる爆風を目め眩くらましに距離をとる。

　夜の暗闇の中で、爛らん々らんと輝く真紅の眼めが、レオニスを凝視する。

　それは、〈魔王〉を滅ぼすべく生み出された聖剣としての本能なのか。

（……っ、思ったよりも厄介だな）

　闇に身を躍らせつつ、レオニスは舌打ちする。

〈六英雄〉のアラキール・デグラジオスほど強大な敵ではない。

　しかし、〈ゾルグスター・メゼキス〉は、〈魔王〉を滅ぼすために生み出された武器。

　まして、近接戦闘のできない今のレオニスにとっては、相性の悪い相手だ。

（第十階梯の魔術──〈闇獄爆裂光アルザム〉であれば、ある程度は通るだろうが）

　敵は高位魔術を詠唱する時間を与えはしないだろう。

　同じ理由で、〈女神〉の魔剣〈ダーインスレイヴ〉を抜くこともできない。しかも、あの魔剣は、一度抜けば、レオニスの魔力を奪い尽くしてしまう。

（……っ、ブラッカスさえいれば、たやすく捻ひねり潰つぶしてやるのだが）

　レオニスは胸中で歯は噛がみする。

　暗殺を専門とするシャーリでは、〈ゾルグスター・メゼキス〉は抑え切れまい。

〈影の領域〉には一応、もう一人、戦力を封印しているが──

（奴やつは隙あらば俺の寝首をかこうとするからな──）

　この状況では、敵を増やすことになりかねない。

　しからば、とレオニスは影の〈門〉を開き、〈死の騎士団〉を呼び出した。

　骨の馬に跨またがり、魔法の武器で武装した十二騎の骸がい骨こつ騎士は、かつて、ログナス王国に仕えた英雄たちの亡骸より生み出された、〈死都ネクロゾア〉の近衛兵だ。

　その力は一騎当千。伝説の聖剣相手でも、遅れはとるまい。

　更に、レオニスは第六階かい梯てい魔術──〈禍月エギル・ギーラ〉を詠唱。

　虚こ空くうに生み出された紅の月が、アンデッドの軍団に魔王の力を付与する。

〈不死者の魔王〉に仕える死の騎士達が鬨ときの声こえを上げた。

〈ヴォイド・ロード〉は死の騎士団と対たい峙じし──

　オオオ、オオオオオオオオオオオオオオ……！

　その刃やいばを、唄うように共鳴させた。

　吹き荒れる嵐の中──

　はるか遠方の海面が、光を発して盛り上がる。

　否いな、それは海面ではない。無数の〈ヴォイド〉の群体が、統率体の呼び声に共鳴し、この〈ハイペリオン〉を呑のみ込もうと押し寄せてくるのだ。

　──ピシ……ピシッ……ピシピシッ──

　レオニスの周囲の空間にも亀裂が奔はしり、海魔の群れが這はい出てくる。

　埠ふ頭とうで〈ヴォイド〉を召喚したのも、この魔剣だったのだろう。

　穢けがれた瘴しよう気きがあたりを覆いはじめる。

「……まずいな、これは」

　レオニスは背後に視線を移した。

〈スカルドラゴン〉に回転翼を破壊された、大型の航空戦闘機。

　あの中には、レギーナの妹、アルティリア王女がいる。

　魔ま杖じようを構え、レオニスは戦闘機の周囲に〈死の障壁〉を展開する。

　それが、致命的な隙になるとは無論、理解していたが。

　救うと約束した以上は、その言葉を違たがえるわけにはいかない。

　──それが〈魔王〉の矜きよう持じというものだ。

〈ゾルグスター・メゼキス〉が咆ほう哮こうした。

　同時、虚空より現れた、無数の〈ヴォイド〉がレオニスめがけて殺到する。

（……っ、間に合うか──！）

　レオニスが魔杖を構えた、その刹せつ那な。

〈ハイペリオン〉の舷側に設置された多連装ミサイルの発射口が開放。一斉に発射された小型のミサイルが、〈ヴォイド〉の群れに降りそそぐ。

　ドウッ、ドドドドドドドドドウッ！

　連続する爆発。炎が躍り、あたりの闇を塗り潰つぶす。

　鳴り響くけたたましい警報音。

「──間に合ったようだな」

　レオニスは満足げに呟つぶやいた。

〈ハイペリオン〉が減速し、その針路を変えはじめる。

　レギーナが、〈ハイペリオン〉の掌しよう握あくに成功したのだろう。

　オオオオオオオオオオオオオオオオオ……！

〈ヴォイド・ロード〉が咆ほう哮こうし、八本の刃やいばを回転させる。

　と、床に設置された航空戦闘機の発射カタパルトが開放され──

「──レオ君！」

　カタパルトの蒸気と共に、翼を広げた影が飛び出した。

　夜闇に赤い光の尾を曳く魔力の翼。淡く輝く白銀の髪。

　彼女の手にした〈聖剣〉が〈ヴォイド〉の群れを斬り裂いて消滅させる。

〈魔王〉の眷けん属ぞく──〈吸血鬼の女王ヴアンパイア・クイーン〉が、レオニスの前に降り立った。

「セリアさん、なんてところから出てくるんですか」

「で、でも、レギーナが、これが一番速いしカッコイイって──」

　白銀の髪を翻し、リーセリアは振り向いた。

「──セリアさん、僕の騎士団を貸します。少し、時間を稼いでもらえますか？」

「騎士団？」

　眉をひそめるリーセリア。

　レオニスの召喚した〈死の騎士団〉が、戴く女王を守るように前に進み出た。

「いずれも一騎当千の英雄たちです。指揮してみてください」

「……わ、わかったわ！」

　戸惑いながらも、リーセリアは短く頷うなずくと、〈誓約の魔血剣〉をヒュッと振った。

　彼女の手首から流れ落ちた血が、真紅の刃となって彼女を守る。

「──みんな、私に続いて！」

　リーセリアが剣を振り下ろすと、鬨ときの声こえを上げ、〈死の騎士団〉が突撃した。

　虚こ空くうの〈禍月エギル・ギーラ〉が、アンデッドであるリーセリアに膨大な魔力を与える。

　吹き荒れる嵐の中で、鳴り響く剣けん戟げきの音。

　リーセリアの指揮の下、死の騎士団が〈ヴォイド〉の群れを次々と斬り伏せる。

　レオニスは、共鳴する〈封罪の魔ま[image: ]じよう〉の柄えを外した。

　そして、杖の中に封印された〈魔剣〉の柄を握り込んだ。




　──汝汝はは、、天より授けられし、天 に 叛 逆 す る 為 に 生 み 出 さ れ し 、世界を救済する剣世　界　を　滅　ぼ　す　剣。

　──神女々神にに祝祝福福さされれしし、、聖魔ななるる剣剣。




「闇に堕おちたる其その銘は──魔剣〈ダーインスレイヴ〉！」




　[image: ]はん逆ぎやくの女神の呪いを授かった〈魔剣〉が、漆しつ黒こくの輝きを放った。

〈ヴォイド〉の群れが怯ひるむ。〈死の騎士〉を斬り払った〈ゾルグスター・メゼキス〉は、狂乱するが如ごとく、レオニスめがけて突進してきた。

「──愚かな。武器の格の違いもわからぬか」

　呟つぶやくと、レオニスは〈魔剣〉の地を蹴けった。

　魔剣を開放したレオニスは、封印された最強の剣士の力を取り戻した。

〈ゾルグスター・メゼキス〉の八本の刃やいばが迫る。

　その刃による攻撃すべてを、レオニスは読み、受けきった。

　流麗な剣舞の如き、ログナス王国流剣技。

　抜き放った魔剣の刃を、〈ヴォイド・ロード〉の巨大な眼球に突き立てる。

　オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！

　闇の海に響く、ヴォイド・ロードの断末魔。

　そして──

「ログナス王国流剣術奥義──〈神雷烈華斬ラグナ・ロスト〉！」

　ほとばしる闇の光が〈ヴォイド・ロード〉を消し飛ばし──

　その背後に広がる〈暗礁〉を真っ二つに斬り裂いた。
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「──結局、帝国内の反乱分子の仕業、ということになったか」

　事件より二日後。フレースヴェルグ寮のベッドの上で、寝間着姿のレオニスは、タブレット型の端末に眼めを落としつつ呟つぶやいた。

〈王おう狼ろう派は〉の残党による第四王女拉ら致ち、および戦闘艦〈ハイペリオン〉の占拠事件は、都市内で大々的に報道された。

　無論、報道されている内容は、真実とは異なるものだ。

〈暗礁〉より脱出した〈ハイペリオン〉は、〈第〇七戦術都市セヴンス・アサルト・ガーデン〉の編成した艦隊に救出された。その首謀者は過激派テロ組織〈王狼派〉のリーダー、バステア・コロッサフであり、その目的は王女の拉致と〈ハイペリオン〉の奪取であった。

　しかし、テロリストは船のコントロールを誤り、〈暗礁〉に接触。船内に発生した〈ヴォイド〉に駆く逐ちくされた。その隙に、学院の聖剣士の協力を得た王女は船の制御を取り戻し、〈暗礁〉を抜け出した、という筋立てだ。

　レオニスは端末を指で叩たたき、画面を閉じた。

　獣人たちの使った〈魔剣〉に関しては、完全に情報統制を敷しいているようだ。

（……やはり、あの女から情報を聞き出せなかったのは、悔くやまれるな）

　シャルナーク──獣人に〈魔剣〉を与えた、ダークエルフの女。

（あの女はたしかに、〈女神〉と口にした──）

〈ゾルグスター・メゼキス〉をあの女に与えたのは、その〈女神〉なのだろうか？

　レオニスは、回収した〈魔剣〉の欠片かけらを手にして、じっと眺めた。ほとんどは〈ダーインスレイヴ〉の一撃で消滅したが、わずかな欠片が残っていたのだ。

　なぜ、失われた〈魔王殺しの武器ジ・アーク・セヴンス〉が、〈ヴォイド〉に変化したのか。

　そして、それは、〈六英雄〉の〈大賢者〉アラキール・デグラジオスが〈ヴォイド〉となったことと、同じ理由なのか──？

　レオニスが黙考していると──

　コンコン、と部屋のドアをノックする音がした。

「……？」

　リーセリアではない。彼女はいまシャワーを浴びている。

「少年、入りますよ──」

　と、声をかけて入ってきたのは、メイド姿のレギーナだった。

「レギーナさん──」

「お見舞いに来ました」

　レギーナは明るく微笑ほほえむと、歩いてきてベッド脇にある椅子にちょこんと座った。

「調子はどうですか？」

「ただの筋肉痛です。まだ腕が上がりませんけどね」

　魔剣〈ダーインスレイヴ〉を使った反動だ。

　肉体は子供のままなのに、〈魔剣〉は勇者の力を強制的に引き出してしまうので、しばらくは動けなくなるほどの痛みに苛さいなまれる。

「今日は、アップルパイを焼いてきました」

　と、レギーナは持ってきた籠の中から、食器とアップルパイを取り出した。

　シナモンと林りん檎ごの香りが、お腹なかを空すかせたレオニスの鼻び腔こうをくすぐる。

「それは、ありがとうございます……てて……」

　腕を上げようとしたレオニスは、肩の痛みに顔をしかめた。

「無理しないで、お姉さんが食べさせてあげますから」

　レギーナは苦笑すると、パイを一口大に切り、レオニスの前に差し出した。

「い、いいですよ、自分で食べます……」

「恥ずかしいんですか？　はい、あーん、してください──」

　……しかたなく、レオニスはパイを口に入れた。

「……っ、お、おいしい……です」

　パイ生地はよく焼けていて、サクサクした食感としっとりした食感が楽しめる。

　林檎の甘みと酸味がほどよく、口の中で上品な甘さがじんわりとひろがる。

　こんなにうまいアップルパイは、人間であった頃にも食べたことがない。

「そ、そうです？　よかった……」

　レギーナは嬉うれしそうに笑うと、もう一切れを切り分ける。

　その可か憐れんな横顔を見ていると──

　ふと、レオニスはあることを思い出した。

「──そういえば、会わなくてよかったんですか」

　訊たずねると、彼女はアップルパイを切る手を止めて、

「……うん」

　と、短く頷うなずいた。

　今日の午後、王女は本国の艦隊と共に〈第〇七戦術都市セヴンス・アサルト・ガーデン〉を出立する。王女自身は滞在を望んだそうだが、あんな事件があった以上はそうもゆかぬのろう。

「妹とは会えませんでしたけど、精霊を通して、お話はできましたから」

　レギーナは満足そうに微笑んだ。

「そうですか……」

　彼女は、レオニスの顔をじっと見つめて、

「──妹を救ってくれて、ありがとう」

「いえ──」

　レオニスは首を横に振った。あれはレギーナのためではない。

〈魔王〉のプライドの為に、彼女を救ったのだ。

「感謝の気持ちとして、お姉さんがご褒美をあげますね」

「また飴あめですか？」

「いいえ。もっといいものですよ──」

　ちゅっ。

　と、レギーナがレオニスの頬ほおにキスをした。

「……～っ、レ、レギーナさん!?」

　レオニスは耳まで真っ赤になった。

「あ、少年、ちょっとドキドキしました？」

「か、からかわないでください……！」

「か、からかっては……いません、よ？」

　レオニスは顔を上げると──

　レギーナも恥ずかしそうに頬を赤く染めていた。

「セリアお嬢様には内緒ですよ、レオ君」
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　そう言うと、唇にひと差し指をたてて、彼女は悪戯いたずらっぽく微笑するのだった。





　　　　◆






「レオ君、誰かいたの？」

　濡ぬれた白銀の髪を拭きながら、バスタオルを巻いたリーセリアが訊きいてくる。

「ええ、レギーナさんがお見舞いに──って、下着姿でうろうろしないでください」

　レオニスはあわてて目を逸そらした。

　……まったく。相手が十歳の子供の姿とはいえ、油断しすぎだろう。

　と、レオニスが顔を赤くしていると──

「……レオ君」

　背中から腕をまわされ、抱きしめられた。

　ひんやりとした指の感触。繊細な白銀の髪が、レオニスの頬ほおを優しくくすぐる。

「セリアさん、どうしたんですか？」

「……え、えっと、その、ね……」

　リーセリアは、なにかを遠慮するように口ごもった。

　それだけですべてを察し、レオニスは肩をすくめた。

　……吸血衝動だ。船での戦いで、かなり魔力を失ったらしい。

「我慢できないんですか？　困った眷けん属ぞくですね」

　嘆息しつつ、レオニスは少し意地悪に言った。

「……～っ、あ……う……」

　背中越しに、動揺する気配が伝わってくる。

「……冗談です。吸っていいですよ」

　なんだかかわいそうに思ったので、意地悪はすぐにやめる。

「ほ、ほんとに……大丈夫？」

「ええ」

「そ、それじゃあ、なるべく少しだけにするね……」

　かぷっ。

　リーセリアはレオニスを抱きしめると、首筋を甘あま噛がみした。

「ぅ……んっ……」

　レオニスは思わず、うめくような声を漏らした。

　痛みがあるわけではない。むしろ快感をともなう、甘い疼とう痛つうだ。

　……かぷっ。かぷっ。

　リーセリアは夢中で、首筋を何度も噛んでくる。

「セ、セリア……さん……？」

「……んっ……もっと……ちゅっ……あむっ……♪」

　ぎゅっとレオニスを抱きしめて、甘えるようにおねだりしてくる眷けん属ぞくの少女。

　少しだけ、〈吸血鬼〉の本能が強くなっているようだ。

　レオニスは首を少し傾け、彼女が吸わせやすくしてやる。

（……まったく、我ながら眷属に甘い）

　苦笑しつつ、レオニスは頭の中で今後の計画を考える。

　──〈ヴォイド〉、〈聖剣〉、〈女神〉を名乗る存在。

　それは、彼女の転生体なのか、それとも──

　これまでは情報不足だったので、後手に回っていた。

（そろそろ、こちらから動くべき頃合いだな──）

　と、レオニスは胸中で決心する。

　もしそれが、彼女を騙かたる者であれば──

（……我が全力を以もつて粉ふん砕さいしてやる）

　レオニスは不敵に笑い、ひそかに拳を握りしめた。
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あとがき









　──お待たせしました、志し瑞みず祐ゆうです。十歳の最強魔王と美少女お姉さんの織りなす学園ソード・ファンタジー、『聖剣学院の魔剣使い』２巻をお届けします！

　精霊、魔剣、帝国、とキーワードが増えた今巻ですが、まだまだ謎の多いこの世界で、レオニスはどう立ち回るのか、この先を楽しみにしていてください。ちなみに、今回の表紙を飾る戦闘メイドのレギーナさんですが、彼女の名前には、実はラテン語で○○（※少しネタバレ）という意味があったりします。気になる方は本編を読み終えたあとに調べていただければと……！

　さて、今回の舞台は〈第〇七戦術都市セヴンス・アサルト・ガーデン〉に寄港した〈帝国〉の巨大戦艦。戦艦ではありますが、王族の専用艦でもあるので、内装の一部は豪華客船のようになっています。そんな船の内部を取材するために、仲の良い作家さんたちと大型客船のクルージングに行って参りました（※取材です）。船の中にはプールはもちろん、映画館、コンサートホール、ゲームセンター、図書室、バー、レストラン、カジノ（賭けることはできませんが）などもあったりして、とても楽しい思い出になりました（※取材です）。そんなわけで、綿密な取材のもとに執筆した第２巻、楽しんで頂ければ幸いです。

　本シリーズはお陰様で大変好調のようで、僕も担当編集さんも、ちょっとびっくりするくらい売れております（２巻の発売前に大きめの重版が三回かかりました）。

　そして今回、とても嬉うれしいニュースです。

　なんと、少年エース誌上にて蛍けい幻げん飛鳥あすか先生によるコミカライズが決定しました！

　レオニス、リーセリア、第十八小隊の面々の活躍がコミックになります。

　これも読者の皆様の応援のお陰です。本当にありがとうございます。更に大きな作品になるよう、ライブ感覚で面白い展開をどんどん投入していきますので、今後とも応援していただければと思います。

　謝辞です。最高に素敵な表紙と挿絵を描いてくださった、遠とお坂さかあさぎ先生、本当にありがとうございました。すべてのイラストが繊細で、可愛かわいくて、ため息が出るほど美しいです。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。デザイナー様、校正様、編集長様、いろいろご迷惑をおかけしている担当編集様、いつもありがとうございます。

　そして、最大の感謝は読者の皆様に。

　──では、また次巻でお会いしましょう。三巻はターニングポイントというか、いろいろ盛りだくさんな内容になる予定です。





二〇一九年八月　志瑞祐
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電子書籍特典　書き下ろし短編





「だめです。却下ですわ──」

　フレースヴェルグ女子寮の隅に置かれたそれを見て──

〈執行部〉メンバーのフェンリス・エーデルリッツは、容赦なく首を振った。

「ど、どうしてだ？」

　必死に抗議する咲耶。

「どうしてもこうしてもありませんわ。学院で犬を飼うことは認められていません。それに、ここは公共の場ですのよ」

　フェンリスがビシッと指差したのは、屋根付きの立派な犬小屋だ。

　咲耶がホームセンターで木材を買ってきて、いつもご飯をあげている黒鉄モフモフ丸のために手作りしたのであった。

「でも、フェンリス先輩も犬を飼っているだろう？」

「〈魔氷の群狼〉は、私の〈聖剣〉ですわ！　それに、犬ではなく〈氷狼〉です！」

「似たようなものだろう！」

「ぜんぜん違いますわ！」

「二人とも、寮の前で大きな声を出さないで。部屋でレオ君が寝てるんだけど」

　窓から顔を出したリーセリアが、言い合う二人に文句を言った。

「と、とにかく、すぐに壊して──」

　と、そこへ、大きな黒い犬が現れた。

「ああ、黒鉄モフモフ丸じゃないか」

「こ、これが、犬ですの？　ずいぶん大きいですわね」

「間違いなく犬だ。だって、こんなにモフモフしているんだぞ」

　咲耶は黒い犬のしっぽに触れる。

「そ、そんなに、モフモフしていますの？」

　フェンリスの視線がチラッ、チラッ、と尻尾に釘付けになる。

「ああ、モフモフだぞ。フェンリス先輩も触ってみたらどうだ？」

「……す、少しだけ、ですわよ」

　おそるおそる尻尾に触ると、彼女の顔はたちまち蕩けた。

「……ほ、本当に、モフモフしていますのね」

「ああ、そうだろう」

「ま、まあ、今回は特別に許可してさしあげますわ」

　フェンリスはこほん、と咳払いして、

「ま、また来ますわ！」

　と、プラチナブロンドの髪を翻して立ち去るのだった。
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